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巻頭言 

 

校長 福田 朋昭 

先日、小惑星探査機はやぶさ２が３億４千万 km 離れた小惑星への着地に成功しまし
た。昨年の１０月、これらのリハーサルの際に、「はやぶさ 2」に搭載されているター
ゲットマーカーがリュウグウに投下されました。それには、平成２５年度当時の本校生
９５１名の名簿が搭載されていましたが、無事リュウグウへ届いたことが確認されてい
ます。宇宙の起源に迫る研究の期待を担う「はやぶさ２」ですが、今後、小惑星からの
砂を地球に持ち帰るサンプルリターン・ミッションを行うことになっており、その後、
本校が百周年を迎える 2020 年に帰還する予定になっています。本校生の想いを載せて
いる「はやぶさ２」には、是非とも、所期の目的を果たして帰還してほしいものです。 
さて、本校は、平成２５年度から文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール（Ｓ

ＳＨ）の第Ⅰ期指定を受け、「夢・未来の種まきプロジェクト」と称して、５つの思考
（「論理的」「客観的」「グローバル」「革新的」「創造的」）の種まきを始めました。 
第Ⅰ期では、中国での青少年科学技術イノベーションコンテストでの銀メダル（H26）

をはじめ、タイでの青年科学技術会議数学部門での金メダル（H28）やＳＳＨ生徒研究
発表会での文部科学大臣賞受賞、事業全体としての取組を評価する中間評価でのＡ評価
（H27）、また、全国高等学校総合文化祭自然科学物理部門での最優秀賞受賞（H29）、
研究成果の高校教科書掲載（H30）、アメリカで開催された国際学生科学技術フェア 2018
での４位入賞（H30）など、国内外の大会で研究成果を発表し、様々な分野で素晴らし
い成果を収めています。 
平成３０年度からは、第Ⅱ期の指定を受け「未知なるものに挑む UTO-LOGICで切り拓

く探究活動の実践」をテーマとして、第Ⅰ期の研究成果を授業改善にどう生かしていく
かという新たな視点を加えました。特に、昨年３月に告示された新学習指導要領のキー
ワードにもなっている「探究」に関して、授業を受ける側の生徒が、常に「なぜ？」と
いう視点をもって授業に臨む姿勢づくりとともに、指導する教師側も同じ視点をもって
問いかける「探究の問いから創る授業」の実践に取り組んでいます。中高で整備されて
いるＩＣＴ環境も大きな支えとなり、これまで以上に学習に対する主体的・対話的で深
い学びに繋がるものと期待しているところです。 
また、今年度の高校入学生から、教科ロジックを新設し、２年次ＳＳコース以外の生

徒も「ロジック探究基礎」や「ＧＳ課題研究」などの科目を設け、すべての生徒がＳＳ
Ｈ研究指定校の生徒として、３年間で計４単位の課題研究に関する単位を履修するとい
う全校体制に移行しています。さらに、教科ロジックを論理性（L)、客観性（O）、グ
ローバル(G)、革新性(I)、創造性(C)の５観点で評価する総合問題「ロジックアセスメ
ント」の開発や教科の枠を越える授業の研究など、学習効果の最大化を図るカリキュラ
ムマネジメントの確立に積極的に取り組んでいます。 
昨年７月にはＳＳＨ課題研究発表会を、また、この１月には研究成果発表会を開催し

ました。回を重ねるごとに、発表する生徒たち、質問する生徒たちの生き生きとした姿
が多く見られるようになり、より活性化された発表会になっています。今年度の生徒の
進路決定においても、ＳＳＨ事業における体験が大いに活かされ、成果を収めており、
ＳＳＨ事業推進の手応えを感じています。「生徒の学びの質を高める」実践機会として、
本事業に取り組めることに深く感謝します。 
ここに、本年度の事業報告をまとめさせていただきました。御覧いただき御指導、御

助言等いただければ幸いに存じます。 
結びに、本事業推進に御指導を賜りましたＪＳＴ並びに運営指導委員、県内外の大学

及び研究所、所管の本県教育委員会の皆様方に心から御礼を申し上げます。今後とも、
更なる深化のために御指導と御助言をお願いいたします。 
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別紙様式１－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第２期目 30～34 

 

❶平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践 

 ② 研究開発の概要  

公立の併設型中高一貫教育校として，未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバルに科学

技術をリードする人材を育成するために，理数教育の教育課程，探究型授業，探究活動「宇土未来

探究講座」，教科「ロジック」など，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開する

プログラムを研究開発する。理数教育の教育課程と探究型授業の開発として，中学段階の数学・理

科，学校設定科目「未来科学 A・未来科学 B」，「探究数学Ⅰ～Ⅲ」，「SS 探究物理・SS 探究化

学・SS 探究生物」に取り組む。探究活動として，中学段階の宇土未来探究講座，学校設定科目「ロ

ジックプログラム」，「SS 課題研究」，「ロジック探究基礎」，「GS 課題研究」の効果的な指

導方法を研究開発する。また，産・学・官及び異世代を含めた国内外のネットワークの構築を図る。 

 ③ 平成３０年度実施規模  

高校１年は中進生(宇土中学からの進学者)，高進生(高校からの入学者)ともに全員を対象とする。

高校２年からから高校３年までは中進生，高進生のＳＳ(スーパーサイエンス)コースを主対象とす

る。探究活動・講演会等全体として取り組むことが有意義なものは全校生徒を対象とする。また，

中高一貫教育校として中学生も対象とする。 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

 Ⅰ 探究の「問い」を創る授業 Ⅱ 探 究 活 動 Ⅲ 社会と共創する探究 

第
１
期
開
発 

■中学数学・理科授業時数増

加と学習配列再編成 

■未来科学 A・B 

■探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

■未来科学 Lab 

■全校生徒による探究活動 

 ロジックリサーチ・プレ課題研究  

課題研究・探究活動 

■研究成果発表会実施 

■科学部活動活性化 

■GLP海外派遣事業 

■SSH海外研修（ICAST） 

■U-CUBE・英語で科学 

 

第

１

年

次 
■高校 1 年探究型授業 

探究の「問い」一覧表作成 

■総合問題開発 

ロジックアセスメント 

■高校 1 年 

「ロジックプログラム」 

■探究活動評価再構築 

ルーブリック・チェックリスト 

■ロジックガイドブック運用 

■社会との共創プログラム 

 課題研究での実施 

■学びの部屋 SSH 

 自由研究指導開始 

■台湾研修・連携構築 

第

２

年

次 

■高校 2 年探究型授業 

探究の「問い」一覧表作成 

■高校 2 年「SS 探究化学」 

「SS探究物理・SS探究生物」開講  

■教科融合教材開発 

「SS 探究物理・SS 探究化学・ 

SS 探究生物・探究数学Ⅱ」 

■高校 2 年「GS 課題研究」

「ロジック探究基礎」開講 

■ロジック・スーパー 

プレゼンテーション開催 

■社会との共創プログラム 

 GS 課題研究での実施 

■学びの部屋 SSH 

 GS 課題研究経験者の 

自由研究指導開始 

 

第

３

年

次 

■高校 3 年探究型授業 

探究の「問い」一覧表作成

■高校 3 年「SS 探究化学」 

「SS 探究物理・SS 探究生物」開講 

■ロジックアセスメント 

生徒変容・問題妥当性検証 

■高校 3 年「GS 課題研究」開講 

■ロジックガイドブック 

ロジック探究基礎指導者による改定 

■探究活動評価分析 

アセスメント・チェックリスト 

ロジックルーブリック妥当性 

■社会との共創プログラム 

探究テーマをグローバル

に展開する 

■学びの部屋 SSH 

 自由研究継続指導開始 
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第
４
・
５
年
次 

   

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

1 年中進生において，「物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎」各 2 単位を 0 に削減し，「未

来科学 A」「未来科学 B」各 3 単位の履修をもって，理科の基礎を付した科目の選択必履修を代替

する。中高一貫教育校の特例（中学校における先取り授業）と併せ，「物理基礎，化学基礎，生物

基礎，地学基礎」各 2 単位の内容をすべて扱う。「数学Ⅰ」3 単位，「数学Ⅱ」1 単位及び「数学

A」2 単位を 0 に削減し，学校設定科目「探究数学Ⅰ」5 単位の履修をもって代替する。2 年中進

SS コースにおいて，「数学Ⅱ」4 単位及び「数学 B」2 単位を 0 に削減し，学校設定科目「探究

数学Ⅱ」6 単位の履修をもって代替する。3 年中進 SS コースにおいて，「数学Ⅲ」5 単位を 0 に

削減し，学校設定科目「探究数学Ⅲ」7 単位の履修をもって代替する。1 年生の「総合的な学習の

時間」1 単位を削減し，学校設定科目「ロジックプログラム」1 単位を設置する。2 年 SS コース

は「総合的な学習の時間」1 単位及び情報 2 単位のうち 1 単位を 0 に削減し，学校設定科目「SS

課題研究」2 単位を設置する。SS コース以外も「総合的な学習の時間」1 単位を 0 に削減し，学

校設定科目「GS 課題研究」1 単位を，情報 2 単位のうち 1 単位を 0 に削減し，学校設定科目「ロ

ジック探究基礎」1 単位を設置する。3 年 SS コースの「総合的な学習の時間」1 単位を削減し，

学校設定科目「SS 課題研究」1 単位を，SS コース以外も「総合的な学習の時間」1 単位を 0 に削

減し，学校設定科目「GS 課題研究」1 単位を設置する。 

○平成３０年度の教育課程の内容 

第４章 関係資料内の平成 30 年度教育課程表のとおり 

○具体的な研究事項・活動内容 

SSH 研究開発の 3 テーマについて，それぞれ以下に示す研究事項・活動内容であった。 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  

1.探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業 

すべての教科・科目で，教科・科目の特性やねらいに応じた探究の「問い」を創る授業の実践と

公開授業における授業参観者との情報交換実施。産・学・官連携し，教科の枠を越えた授業設計 

2.学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領域編成と未来科学 Lab の実施。 

3.学校設定科目「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

数学Ⅰ～Ⅲ，数学 A，数学 B の領域について，学習内容の組み替えと数理融合教材の開発。 

4.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発 

中学段階における数学・理科の授業時数増加による高校内容の一部導入を含む学習配列の再編成。 

Ⅱ 中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

1.総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」【中学１年・２年・３年】 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に，無人島サバイバル体験やイングリッシュキャ

ンプなど体験を通して，身近なところから研究課題を発見し，解決する手法を学ぶ。 

2.学校設定科目「ロジックプログラム」【高校１年】 

1)ロジックプログラムⅠ：進路選択の方法，論文検索の方法について，その手法を学ぶ。 

ロジックプログラムⅡ：最先端の研究に関する 16 講座について，自分の関心をもとに聴講する。 

ロジックプログラムⅢ：数学・物理・化学・生物・地学・情報について，本校職員が講義をする。 

2)ロ ジ ッ ク リ サ ー チ：各々が設定した課題のレポート作成をし，ポスターにまとめ発表する。 

3)未来体験学習(県内先端企業訪問)：県内の科学技術関連 10 事業所を訪問し，研究現場で研修する。 

4)未来体験学習(関東研修)：筑波研究学園都市及び国際統合睡眠医科学研究機構で研修をする。 

5)プ レ 課 題 研 究：課題研究の事前学習として研究の手順を指導する。 

 

第２期・実践型第１年次～第３年次までの取組について，運営指導委員会及び管理機関の

指導助言にもとづき，成果と課題を分析・検証をし，計画の進捗状況を点検したうえで，

文部科学省中間評価で指摘された事項を反映させた第４年次の取組を展開する．第５年次

は成果と課題について総括を行う． 
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3.学校設定科目「SS(スーパー・サイエンス)課題研究」 【高校２年・SSH 主対象】 

プレ課題研究を経て，再度テーマ設定を行う。担当教員の指導のもと，研究機関と連携を図り，

身近な事象を対象に高度な研究に取り組む。 

4.学校設定科目「GS(グローバル・サイエンス)課題研究」【高校２年・非 SSH 主対象】 

SS コース以外が対象。人文，社会，自然科学などを対象に調査・探究し，成果発表を行う。 

5.ロジック探究基礎（設置準備）・ロジックアセスメント 

ロジックガイドブックを教材に，未知なるものに挑む UTO-LOGIC を育成する授業設計をする。 

ロジックルーブリックの記述語の妥当性検証と総合問題「ロジックアセスメント」開発 

6.学校設定科目「SS(スーパー・サイエンス)課題研究」 【高校３年・SSH 主対象】 

課題研究成果を総括し，論文にまとめ，英語で発表する機会を設定する。 

7.ロジックスーパープレゼンテーション 

SSH事業の集大成としての成果発表と全校生徒が探究活動に取り組む目的と意義を再確認する機会とする 

8.高大連携・高大接続 

指導体制を「短期指導」，「継続指導」，「連携型指導」の 3 つに分類し，ねらいを明確にした高大連携を図る。  

課題研究の取組と実績を活かした生徒の進路希望実現の方法として，推薦入試・AO 入試を活用する。  

9.科学部活動の活性化 

生徒が自ら研究テーマを設定し，主体的な活動を行う。科学の甲子園や科学系コンテストへの参加を積極的に行う。  

Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

1.グローバルリーダー育成プロジェクト 

1)米国研修(中学)：中学 3 年生希望者 30 人程度を米国シアトルへ海外研修に派遣する。 

2)米国研修(高校)：高校 1，2 年生を対象に 10 人程度を選抜し，アメリカ合衆国へ研修派遣する。 

2. UEC（Uto English Center） 

U-CUBE：英語のみを使用する教室を設置し，英文による教科書や科学雑誌，映像・講義などを

視聴できる空間とする。テレビ電話を活用して姉妹校や文化交流校の高校生との交流を図る。 

英語で科学：英語での実験を行う。英語での発表や発表要旨の作成など課題研究の機会も活用。 

グローバル講座(Global Power Lunch)：希望生徒対象に国際，経済，文化に関する講座を開講。 

3.海外研修 

1)SSH フィリピン共和国海外研修： The 13th International Student Conference on Advanced Science and Technology で研究発表をする。  

2)SSH 台湾海外研修：國立中科實驗高級中學で課題研究の成果を英語で発表する。 

4.社会との共創プログラム 

1)ウトウトタイム：ウトウトタイムをテーマに専門起案と連携して睡眠研究に取り組む。 

2)Art＆Engineering：産・学・官連携し，芸術と工学を融合させた授業を構築し，ペーパーブリッジコンテストを実施する。  

3)学びの部屋 SSH：近隣小学校対象に高校 2 年 SS コースの生徒が理科・数学の実験講座を実施。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

研究開発課題「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践」の成果とその

評価として，テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す根拠となるデータ

は第３章研究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示す。 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  

1 探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業に

よる生徒の学びを主体とした授業設計と授業改革。学

校訪問者・授業視察者の増加。 

2 「未来科学 A・B」における科学研究論文形式 IMRAD

の定着を図る未来科学 Lab の実践。 

3 「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」におけるデータサイエンスに

関する授業実践。課題研究のデータ処理の変容。 

4 数学・理科における 6 年間を通した学習配列の編成 

Ⅱ 中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

1 中学段階「宇土未来探究講座」プログラム構築と高校段階，学校設定教科「ロジック」による

1 年「ロジックプログラム」，2 年「SS 課題研究」，「GS 課題研究」，3 年「GS 課題研究」

と段階的に探究活動を進めるうえでの，テーマ設定方法と指導方法の構築。 

2 本校作成ロジックガイドブック（探究活動の手引き）の開発と活用 

3 ロジックルーブリックの記述語の妥当性の検証及び総合問題「ロジックアセスメント」検討 
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4 年間 2 回ロジックスーパープレゼンテーショ

ン(課題研究成果発表会・研究成果発表会)実施 

SSH 課題研究論文集・研究成果要旨集の発刊 

5 海外等で英語口頭発表を経験した生徒，国内

学会で研究発表を経験した生徒増加 

6 科学コンテスト，研究発表会，学会等で研究

発表を経験した生徒及び表彰増加 

7 短期，継続，連携型に分類し，ねらいを明確

にした高大連携と，課題研究の取組と実績を

活かした高大接続の検討 

8 第二期 SSH 推進委員会及び SSH 研究開発部

を中心にした全校体制の構築と課題研究担当

者ミーティングによる指導体制の構築 

9 Intel ISEF2018 物理・天文学部門グランドア

ワード賞 4 位受賞及び教科書「高校物理(東京

書籍)」で研究内容掲載された科学部活動 
 

Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

1 社会と共創するプログラムの開発 

産・学・官連携によるウトウトタイム，

SLEEP SCIENCE CHALLENGE ，Art

＆Engineering～架け橋プロジェクト

～，学びの部屋 SSH の実施。 

2 ロジックスーパープレゼンテーション

(課題研究成果発表会)及び海外研修等で

英語研究成果発表を行った生徒の増加 

3 U-CUBE における交流活動の機会充実。 

4 英語で科学及びグローバル講座の実施 

5 留学環境整備，留学企画の参加者増加 

6 研究開発部における GLP 研究主任を中

心とした組織体制の構築と教職員の資質向上 

○実施上の課題と今後の取組 

平成 30 年度の課題として，テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す

根拠となるデータは第３章研究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示す。 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  

1 探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開・教科の枠を越える授業の推進 

授業で創った探究の「問い」を一覧化し，探究活動におけるテーマ設定につなげるとともに，

異教科間で同様の「問い」を見出すことで，一事象を異なる視点で探究する授業を推進する。 

2 探究活動に必要なデータサイエンスを扱う授業実践 

3 ロジックルーブリックとロジックアセスメントによる未知なるものに挑む UTO-LOGIC 測定。 

Ⅱ 中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

1 高校 1 年ロジックプログラムにおけるミニ課題研究 

探究活動に必要な見方，考え方を用いて探究の過程を経験させる「ミニ課題研究」の開発。 

2 ロジックガイドブックと身につけさせたいコンテンツの扱い方 

「SS 課題研究」，「GS 課題研究」，「ロジック探究基礎 1 単位」において，探究活動に必要

な知識や技能を扱うロジックガイドブックの活用方法を検討する。アカデミックライティング

やデータサイエンスなど，各研究テーマを深めるうえで必要となるコンテンツの扱いを検討。 

Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

1 社会と共創する探究の拡がり 

地域課題や地域資源，地域連携に着目するプログラムを開発し，行政，地域住民と連携した外

来生物，害獣対策や，マリンチャレンジ事業などを通した探究活動への接続を意識する。 

2 「卒業生」人材・人財活用プログラム 

卒業生が課題研究における課題や手法について助言する場を設定する継続性のある体制構築 

【H25SSH 指定以降 SS コース人数推移】 

 1 期生 2 期生 3 期生 4 期生 5 期生 6 期生 

英語口頭発表 全員 全員 全員 全員 14 3 

国際発表 4 13 21 8 14 3 

学会等発表 6 20 23 35 25 4 

中進 SS 41 36 39 42 46 39 

高進 SS 11 9 12 23 22 27 

【H25SSH 指定以降研究発表件数推移】 

規模  H25 H26 H27 H28 H29 H30 
県大会 
九州大会 

SS 0 10 14 18 30 20 

部 9 14 15 18 12 16 
全国 
大会 

SS 0 0 0 1 1 0 

部 3 4 3 4 3 2 
学会 SS 0 1 3 9 7 6 

部 0 0 2 3 1 3 
国際 
発表 

SS 0 1 3 3 3 11 

部 0 1 2 2 1 2 
総計 SS 0 12 20 31 41 37 

部 12 19 22 27 19 22 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 H30 
G L P 中 学 英国 24 30 26 38 35 23 

G L P 高 校 米国 12 23 9 7 8 6 
C A S T I C 中国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ - 
ICAST(仏国・尼国・台湾) ＊ ‐ 2 2 ‐ 2 2 
アジアサイエンスキャンプ(泰国・印度)  ＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ - 
盆唐中央高校研究発表会 韓国 ‐ ‐ 6 10 中止 中止 
國立中科實驗高級中學 台湾 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10 
トビタテ留学 JAPAN(米国・比国) ＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ - 
青少年科学技術会議 泰国 ‐ ‐ ‐ 2 ‐ - 
オーストラリア科学奨学生  豪州 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 - 
ライオンズクラブ国際協会 YCE派遣生  星国 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 1 

I n t e l  I S E F 米国 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3 
Global Leadership Program  米国 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 

合 計 ＊ 36 57 46 61 47 46 
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別紙様式２－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第２期目 30～34 

 

❷平成３０年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成３０年度教育課 

程表，データ，参考資料）」に添付すること） 

研究開発課題「未知なるものに挑むＵＴＯ－ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践」の成果とその

評価として，テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す根拠となるデータ

は第３章研究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示す。 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  

1 探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業による生徒の学びを主体とした授業設計と

授業改革。学校訪問者・授業視察者の増加 

探究の「問い」の設定方法について教科を越えて意見

交換する機会が増加した。コンテンツベースからコン

ピテンシーベースへの転換が進められている。産・学

・官連携し，教科の枠を越えた授業設計，主体的・対

話的で深い学びのモデルを示すことができた。 

2 「未来科学 A・B」における科学研究論文形式 IMRAD

の定着を図る未来科学 Lab の実践 

未来科学 Lab を通して，特に「科学的論文形式 IMRAD に沿うレポート作成ができる」の観点

で変容が見られ，未来科学 Lab チェックリストを通してレポート作成する技能が定着した。 

3 「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」におけるデータサイエンスに関する授業実践。課題研究のデータ処理の変容 

ばらつきのあるデータの扱い方に変容が見られ，誤差や信用区間を意識する研究が増え，母集

団と標本の違い，標準偏差と標準誤差の違いに留意する課題研究が見られるようになった。 

4 数学・理科における 6 年間を通した学習配列の編成 

数学・理科の授業時数増加と学習配列の再編成によって，単元における中学教員と高校教員の

相互乗り入れ授業を一層，充実させることができた。 

Ⅱ 中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

1 中学段階「宇土未来探究講座」プログラム構築と高校段階，学校設定教科「ロジック」指導方法の構築 

1 年ロジックリサーチ，プレ課題研究，2 年 SS

課題研究，GS 課題研究，3 年 SS 課題研究と

段階的に探究活動を進めるテーマ設定方法と

指導体制を構築することができた。 

2 本校作成ロジックガイドブックの開発と活用 

探究活動の各過程に応じて必要な資質や能力

を 25 の構成要素(モジュール)でつくるロジッ

クガイドブックを開発し，手引きとして活用 

3 ロジックルーブリックの記述語の妥当性の検証

及び総合問題「ロジックアセスメント」検討 

SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65 人対

象に，ロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の目標到達度(5 段階)として，探究

活動の各過程で設定した記述語に対する自己

評価を，選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・

1 が否定的)で得た値の平均について，学年進

行に伴って，各観点，各段階の自己評価の平均

値が上昇していることから，ロジックルーブリ

ックの記述語に一定の妥当性があると判断し

た。総合問題「ロジックアセスメント」は各記

述語の内容を問うと定めることができた。 

観
点 

段
階 

1 年 
実施
前 

1 年 
実施
後 

2 年 
実施
前 

2 年 
実施
後 

3 年 
実施
後 

L 

5 1.64 1.94 2.22 2.42 2.54 
4 2.14 2.68 2.51 2.69 2.83 

3 2.20 2.71 2.62 2.88 2.94 
2 2.17 2.70 2.67 2.94 3.11 

1 1.75 2.46 2.18 2.53 2.65 

O 

5 1.92 2.30 2.29 2.63 2.75 

4 1.75 2.13 2.24 2.45 2.51 
3 2.06 2.54 2.47 2.67 2.73 

2 2.13 2.70 2.71 2.89 3.25 
1 2.39 3.00 2.91 3.19 3.25 

G 

5 1.72 1.70 2.04 2.19 2.35 
4 2.00 2.35 2.25 2.69 2.81 

3 2.08 2.51 2.36 2.78 2.86 
2 1.75 2.11 2.02 2.38 2.62 

1 1.97 2.35 2.36 2.73 2.73 

I 

5 1.97 2.33 2.25 2.67 2.71 

4 2.11 2.67 2.71 2.97 3.11 
3 2.08 2.70 2.60 2.78 2.94 

2 2.25 2.63 2.73 2.83 2.84 
1 1.95 2.25 2.27 2.69 2.73 

C 

5 1.89 2.43 2.47 2.77 2.95 
4 1.95 2.42 2.45 2.72 2.73 

3 2.10 2.50 2.65 2.77 2.94 
2 2.02 2.62 2.71 2.88 2.87 

1 2.06 2.55 2.67 2.91 2.95 
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4 年間 2 回ロジックスーパープレゼンテーション(課題研究成果発表会・研究成果発表会)実施 

SSH 課題研究論文集・研究成果要旨集の発刊 

3 年 SS コース 16 テーマ，2 年 SS コース 18 テーマ，2 年 GS コース 42 テーマ，1 年 SS コ

ース 16 テーマ，1 年 GS コース 25 テーマの研究成果を全校生徒で共有することができた。 

5 海外等で英語口頭発表を経験した生徒，国内学会で研究発表を経験した生徒増加 

 
 
 
 

6 科学コンテスト，研究発表会，学会等で研究発表を経験した生徒及び表彰増加 

2019. 3 月 第 21 回化学工学会学生発表会京都大会 奨励賞         【科学部化学班】 

2019. 2 月 熊本県アプリアワード 2019 最優秀賞             【科学部物理班】 

2019. 2 月 九州生徒理科研究発表大会佐賀大会 ポスター部門 優秀賞    【科学部物理班】 

2019. 2 月 九州生徒理科研究発表大会佐賀大会 ポスター部門 優秀賞    【科学部化学班】 

2018.11 月 13th International Student Conference on Advanced Science and Technology BEST PRESENTATION    【課題研究】 

2018.11 月 第 27 回バイオ甲子園 2018 特別賞                 【課題研究】 

2018.11 月 日本学生科学賞中央審査出品 優秀賞              【科学部物理班】 

2018.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）熊本県教育センター賞  【科学部物理班】 

2018.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）熊日ジュニア科学賞受賞【科学部化学班】  

2018.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞            【課題研究】 

2018.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞            【課題研究】 

2018.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 物理部門 最優秀賞         【科学部物理班】 

2018.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 化学部門 部会長賞     【科学部化学班】 

2018.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 生物部門 優秀賞        【課題研究】 

2018.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 地学部門 優秀賞        【課題研究】 

2018. 9 月 第 89 回 日本動物学会 札幌大会 優秀賞               【課題研究】 

2018. 8 月 全国高等学校総合文化祭長野大会自然科学部門物理部門 文化連盟賞【科学部物理班】 

2018. 7 月 サイエンスインターハイ＠SOJO 総合教育センター賞        【課題研究】 

2018. 7 月 サイエンスインターハイ＠SOJO 優秀賞            【科学部物理班】 

2018. 6 月 インテル国際学生科学技術フェア ISEF2018（ピッツバーグ大会） 

物理・天文学部門グランドアワード賞 【科学部物理班】 

2018. 3 月 日本物理学会 Jr セッション 2018 優秀賞              【課題研究】

2018. 3 月 日本物理学会 Jr セッション 2018 優秀賞            【科学部物理班】 

7 短期，継続，連携型に分類し，ねらいを明確にした高大連携と，課題研究の取組と実績を活かした高大接続の検討  

課題研究の取組を学びの意義として認識している生徒が多く見受けられ，主体的に学ぶ姿勢や

態度，高校での学びが大学での学びにつながることを意識した進路選択をすることができた。 

8 第二期 SSH推進委員会及び SSH研究開発部を中心にした全校体制の構築と課題研究担当者ミ

ーティングによる指導体制の構築 

週時程に 1 時間会議を設定する「第二期 SSH 推進委員会」を設置して研究開発及び実践の方

向性を議論した。「研究開発部会」に加え，「課題研究担当者ミーティング(会議)」として週

時程に 1 時間会議を設定し，数学・理科の教員全員が出席して指導方法開発に取り組んだ。 

9 Intel ISEF2018 物理・天文学部門グランドアワード賞 4位受賞及び教科書「高校物理(東京書籍)」

で研究内容掲載された科学部活動 

科学部は第 15 回高校生科学技術チャレンジ花王賞受賞に伴い出場した Intel ISEF2018 (The 

Intel International Science and Engineering Fair 2018)で物理・天文学部門グランドアワード賞

4 位受賞し，教科書「高校物理(東京書籍)」での研究内容掲載と併せて，探究を進めていくう

えで全校生徒の目標や到達点を示す象徴的な活動を進めた。 

【H25SSH 指定以降 SS コース人数推移】 

 1 期 生 2 期 生 3 期 生 4 期 生 5 期 生 6 期 生 

英語口頭発表 全員 全員 全員 全員 14 3 

国際発表 4 13 21 8 14 3 

学会等発表 6 20 23 35 25 4 

中進 SS 41 36 39 42 46 39 

高進 SS 11 9 12 23 22 27 

【H25SSH 指定以降研究発表件数推移】 
規模  H25 H26 H27 H28 H29 H30 

県大会 
九州大会 

SS 0 10 14 18 30 20 
部 9 14 15 18 12 16 

全国 
大会 

SS 0 0 0 1 1 0 
部 3 4 3 4 3 2 

学会 SS 0 1 3 9 7 6 
部 0 0 2 3 1 3 

国際 
発表 

SS 0 1 3 3 3 11 
部 0 1 2 2 1 2 

総計 SS 0 12 20 31 41 37 
部 12 19 22 27 19 22 
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Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

1 社会と共創するプログラムの開発 

産・学・官連携によるウトウトタイム，

SLEEP SCIENCE CHALLENGE ，Art

＆Engineering～架け橋プロジェクト

～，学びの部屋 SSH を通して得た課題

や興味から睡眠研究に展開したテーマ

や，ペーパーブリッジコンテストを中学

3 年で経験したことで生じた興味からプ

レ課題研究につながったテーマ，学びの

部屋を通して意識を深めたテーマが見

受けられた。 

2 ロジックスーパープレゼンテーション(課題研究成果発表会)及び海外研修等で英語研究成果発

表を行った生徒の増加 

海外研修を経験した生徒は SSH 指定 6 年間で 303 人となった。1 年プレ課題研究，2 年課題研

究，2 年探究活動の研究要旨を英語で作成，3 年課題研究の成果を英語で発表，海外研修や国

際学会発表，英語での研修プログラム開発など課題研究の成果を英語で発表する機会の充実を

図ることもできた。ロジックガイドブックによる Abstract 作成や，英語科，ALT と連携した英

語口頭発表指導の充実を図ることができた。 

3 U-CUBE における交流活動の機会充実 

U-CUBE を拠点に様々なグローバル関連事業が展開されることが校内で浸透しており，「一歩

踏み出そうとする生徒」を多く支援する体制構築することができた。 

4 英語で科学及びグローバル講座の実施 

希望生徒対象に，物理，化学，生物，地学の基礎科目の内容を扱う英語で科学，土曜授業日の

放課後，希望生徒対象に実施するグローバル講座を実施した。 

5 留学環境整備，留学企画の参加者増加 

H26 年 9 月からの 1 年間はフィリピン共和国から 1 人，H27 年 8 月からの 1 年間，毎年，中

華人民共和国から 1 人留学生を受け入れた(計 4 人)。卒業後，海外大学進学希望する生徒に対

しては，世界最大規模の高等教育機関ネットワークの一つ Navitas を活用することによって指

定校提携する国公立・州立大学に進学を可能にする環境を整えることができている。 

6 研究開発部における GLP 研究主任を中心とした組織体制の構築と教職員の資質向上 

週時程に 1 時間会議を設定する「第二期 SSH 推進委員会」を設置して研究開発及び実践の方

向性を議論した。H27 から配置している「GLP(グローバルリーダー育成プロジェクト)研究主

任」に加え，H30 から新たに「GS 研究主任」を配置することで，地域からグローバルに展開

するプログラムの研究開発を一層，進める体制の構築ができた。 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

G L P 中 学 英国 24 30 26 38 35 23 
G L P 高 校 米国 12 23 9 7 8 6 

C A S T I C 中国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ - 
ICAST(仏国・尼国・台湾) ＊ ‐ 2 2 ‐ 2 2 

アジアサイエンスキャンプ(泰国・印度)  ＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ - 
盆唐中央高校研究発表会 韓国 ‐ ‐ 6 10 中止 中止 

國立中科實驗高級中學 台湾 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10 
トビタテ留学 JAPAN(米国・比国) ＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ - 

青少年科学技術会議 泰国 ‐ ‐ ‐ 2 ‐ - 
オーストラリア科学奨学生 豪州 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 - 

ライオンズクラブ国際協会 YCE 派遣生 星国 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 1 
I n t e l  I S E F 米国 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3 

Global Leadership Program  米国 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 
合 計 ＊ 36 57 46 61 47 46 

②  研究開発の課題  （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成３０年度教育 

課程表，データ，参考資料）」に添付すること） 

平成 30 年度の課題として，テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す

根拠となるデータは第３章研究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成

果」に示す。 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，6 年間を通した数学・理科に関する教

育課程の開発」から，第 2 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，理数教育に関する

教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の『問い』を創る授業の実践」へと発展した第 1 年次に

生じた課題 1～3 に焦点を当て，今後の研究開発を進めていくこととする。 
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1 探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開・教科の枠を越える授業の推進 

授業で創った探究の「問い」を一覧化し，探究活動におけるテーマ設定につなげるとともに，

異教科間で同様の「問い」を見出すことで，一事象を異なる視点で探究する授業を推進する。 

2 探究活動に必要なデータサイエンスを扱う授業実践 

高校 2 年 3 年対象に実施する SS 課題研究において，探究活動に必要なデータサイエンスを扱

う授業実践を進める。統計学について，統計処理に関する授業実践を図る。 

3 ロジックルーブリックとロジックアセスメントによる未知なるものに挑む UTO-LOGIC 測定 

ロジックルーブリックの各観点と段階に用いた記述語に基づいて作成する総合問題「ロジック

アセスメント」から本校が定義した力，未知なるものに挑む UTO-LOGIC を測る。 

Ⅱ 中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践  

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫教育校として，６年間を通した科学的探究活動を行う

ためのプログラムの開発」から，第 2 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫教育校として，教科と

の関わりを重視した探究活動プログラムの実践」へと発展した第 1 年次に生じた課題 1～2 に焦点

を当て，今後の研究開発を進めていくこととする。 

1 高校 1 年ロジックプログラムにおけるミニ課題研究 

ロジックプログラムにおいて，探究活動のテーマ設定につながる取組に加え，探究活動の意義

や理解につながるガイダンスの充実と探究の過程を経験させる「ミニ課題研究」の充実を図る。

探究活動に必要な考え方，技能や手法を活用する実感を得る教材を開発する。 

2 ロジックガイドブックと身につけさせたいコンテンツの扱い方 

「SS 課題研究」，「GS 課題研究」，「ロジック探究基礎 1 単位」において，探究活動に必要

な知識や技能を扱うロジックガイドブックの活用方法を検討する。アカデミックライティング

やデータサイエンスなど，各研究テーマを深めるうえで必要となるコンテンツの扱いを検討。 

Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫教育校として，6 年間を通したグローバル教育の研究

開発」から，第 2 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，

地域からグローバルに展開するプログラムの実践」へと発展した第 1 年次に生じた課題 1～2 に焦

点を当て，今後の研究開発を進めていくこととする。 

1 社会と共創する探究の拡がり 

高校 1 年対象に実施するロジックリサーチ，プレ課題研究，高校 2 年対象に実施する SS 課題

研究，GS 課題研究において，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開する探

究テーマを拡げるために，地域課題や地域資源，地域連携に着目するためのプログラムを開発

する。中学「宇土未来探究講座」フィールドワークの場である「五色山」における行政，地域

住民と連携した外来生物，害獣対策や，高校 1 年「ロジックプログラム」未来体験学習で研修

を行う熊本県水産研究センターと連携したマリンチャレンジ事業などを通した探究活動への

接続を意識する。 

2 「卒業生」人材・人財活用プログラム 

卒業生が SS 課題研究及び GS 課題研究における課題や手法について助言する機会を設定する

継続性のある体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 
 



- 9 - 

Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

「未知なるものに挑むUTO-LOGICで切り拓く

探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一貫教

育校として，理数教育に関する教育課程の開発及

び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の

実践を進めることで，未知なるものに挑む

UTO-LOGIC を備え，グローバルに科学技術をリ

ードする人材を育成することをねらいとする。 

UTO-LOGIC とは 

・本校が定義した生徒に身につけさせたい力。 

・LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新

性・創造性）を駆使して，既成概念にとらわ

れることなく未知なるものに挑む態度を身

に付けさせる。 

・授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に

先駆けての宇土校ならではの取組が世界の

モデルとなることを全校あげて目指す。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。

その思考は革新的であれ，創造的であれ 

Think Ｌogically,Ｏbjectively and Ｇlobally．Be 

Ｉnnovative and Ｃreative. 

(2)研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知なる

ものに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバルに科

学技術をリードする人材を育成するために，理数

教育の教育課程と探究型授業を開発することを

目標とする。理数教育の教育課程では，中学段階

の数学・理科，学校設定科目「未来科学 A・未来

科学 B」，「探究数学Ⅰ～Ⅲ」，「SS 探究物理・SS

探究化学・SS 探究生物」の開発に取り組む。探

究型授業では，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の開発を進め，質の向上を重視し

た授業改革を図る。 

(3)研究開発の仮説 

公立の併設型中高一貫教育校として，理数教育

の教育課程を開発し，教科の枠を越える授業，探

究の「問い」を創る授業を実践することによって，

既成概念にとらわれることなく社会の問題を発

見・解決し，新たな価値を創造する資質・能力を

育てることができる。 

(4)研究開発の内容及び実践 

数学・理科を中心に理数教育の教育課程を開発

する。特に，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の開発を進め，質の向上を重視し

た授業改革を図った。必要に応じて中学職員，高

校職員間の授業相互乗り入れ，異教科職員の TT

（チームティーチング）を実施した。中学校段階

及び高校段階で以下の 1～4 に取り組んだ。 
 

1.探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

探究の「問い」から展開する授業を設計し，探

究型授業を全教科で実施し，生徒の主体的・対話

的でかつ深い学びの充実を図る。全科目探究の

「問い」一覧表を作成し，探究型授業を展開する

「問い」の検証を図るとともに，教科間の連携を

図る。2019 年度，「SS 探究物理」・「SS 探究化学」・

「SS 探究生物」の開講に向け，探究の「問い」

を設定する授業設計，他教科と TT による授業設

計を進め，「数理融合教材開発」，「探究型授業実

践」のために教科横断型授業の構築を図る。 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

中学 3 年次から高校 1 年次にかけて，「物理基

礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領

域を含む学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」

を設置し，4 領域について関連性に考慮して幅広

く学習する。また，未来科学 Lab と称した技術習

得実験と未知探究実験の中間に位置する探究型

実験を行う。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」を，高校 2 年に「探究

数学Ⅱ」を，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置し，

数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学 B の領域

について，それぞれ関連性に考慮しながら内容を

振り分け，幅広く学習する。探究活動で必要とな

るデータサイエンスの視点として，確率分布と統

計的な推測や場合の数と確率の内容を重点的に

行う。 

4.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発  

中学段階における数学・理科の授業時数を，表.1

及び表.2 に示すように増加させ，高校内容の一部

導入を含む学習配列の再編成に関する研究を継

続する。実験や体験の充実とタブレット端末など

をはじめとする ICT 教材の活用に力を入れる。中

学，高校間で相互に授業を実施し，それぞれの生

徒理解を深めるとともに，中高 6 年間及び高校 3

年間それぞれにおける有効な指導プログラムを

作成する。 

【表.1 各学年における数学・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 140 時間 140 時間 0 時間 0 時間 

2 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 

【表.2 各学年における理科・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

2 年 140 時間 140 時間  0 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 
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(5)研究開発の実践の結果概要 

1.探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

ロジックスーパープレゼンテーションに併せ

て実施した探究の「問い」を創る授業の公開授業

や，授業参観者とのポスターセッションを実施し

たことによって，探究の「問い」を創る授業や教

科の枠を越える授業の授業開発を推進すること

ができた。「問い」の設定方法について教科を越

えて意見交換する機会も増えてきており，教科の

枠を超えた授業設計を行う視点の高まりと，主体

的・対話的で深い学びを実現する授業改革の拡が

りを期待できる取組になっている。ART＆

ENGINEERING－架け橋プロジェクト－ペーパ

ーブリッジコンテストなど，産・学・官連携し，

教科の枠を越えた授業設計，主体的・対話的で深

い学びのモデルを示すこともできた。 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」の設

置によって，物理・化学・生物・地学の 4 領域の

関連性に考慮して幅広く学習することができた。

探究型実験及びレポート作成に取り組む未来科

学 Lab の実践によって，探究テーマに即した実験

計画力向上と科学研究論文形式 IMRAD の定着を

図ることができた。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

6 年間を通した学習配列の再編成によって，単

元における関連性を考慮すること，発展性を重視

することができた。また，数理融合教材開発とし

て，数学と物理の領域を融合した授業実践を図る

ことができた。また，課題研究で必要とされるデ

ータサイエンスの視点を高める統計的手法の考

え方や扱い方について，統計処理に関する授業実

践を図ることができ，課題研究におけるデータ処

理の内容を高めることができた。 

4.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発  

数学・理科の授業時数増加と学習配列の再編成

によって，単元における中学教員と高校教員の相

互乗り入れ授業を一層，充実させることができた。 

２ 研究開発の経緯 

第１期開発型(H25～H29)では，科学を主導する

人材を育成するために，中高一貫教育校として 6

年間を通した理数教育の開発を行った主な実践

と課題をまとめたものを表.3 に示す。5 年間を通

して，探究活動とアクティブラーニング型授業実

践の取組から，「コンテンツベースからコンピテ

ンシーベースへの転換」の授業改革の必要性が高

まり，生徒の主体的・対話的でかつ深い学びを実

現する「探究型授業」の展開を進める第２期実践

型(H30～)に取り組んでいる段階である。 

 
 
 
 
 

【表.3 第 1 期開発型における実践と重点課題の経緯】 

第
1

年

次 

実
践 

・中学 1 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「未来科学 A・未来科学 B」の設置  

・学校設定科目「探究数学Ⅰ」の設置 

課
題 

・理科が好き，得意である生徒の割合が

学年を進行するにつれて減少 

・中学段階と高校段階で扱う内容の重複や関連の低さ  

・知識理解を重視した高校の授業展開 

第
2

年

次 

実
践 

・中学 2 年「数学」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅱ」の設置 

・「未来科学 A・未来科学 B」における 

探究型実験「未来科学 Lab」実践 

・中学段階での発展的内容の学習として

高校学習内容の一部移行 

課
題 

・課題研究に取り組むための資質を育て

るための授業実践 

・中学段階と高校段階の学習内容の接続

方法，指導方法 

第
3

年

次 

実
践 

・中学 3 年「数学」35 授業時間増加 

・中学 3 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅲ」の設置 

・「探究数学Ⅱ」における統計処理に関

する授業実践 

課
題 

・科学的探究活動の基礎を築く授業実践 

・中学発展内容と高校学習内容の重複部

分における指導方法 

第
4

年

次 

実
践 

・未来科学 Lab における科学研究論文形式 

IMRAD の理解を深めるワークショップ  

・探究数学による数理融合教材の開発 

・数学・理科における 6 年間を通した学

習配列の再編成 

課
題 

・教科横断型の学習が展開されるよう授

業改革を進める数理融合教材の開発 

・探究型授業実践「コンテンツベースか

らコンピテンシーベースへの転換」 

第
5

年

次 

実
践 

・国際バカロレアの指導の手引きを参考

に「Unit Planner」を活用した授業 

・芸術と工学を融合させたペーパーブリ

ッジコンテストを実践した美術の授業

「Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～」 

課
題 

「探究型授業」及び「教科横断型授業」

を通して，探究の『問い』がある授業で

は主体的・対話的でかつ深い学びを実現

することができているが，コンテンツベ

ースの授業では知識習得に終始する受

動的な学びとなり，なぜ学ぶのか，何を

学ぶのか，学ぶ意義の理解が低く，学び

に向かう姿勢に課題がある  
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３ 研究開発の内容 

(1)探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業  

1.仮  説 

探究の「問い」を創る授業を展開することに

よって，生徒の学びを中心に据えた授業設計力，

教科の枠を越えた視点を備えた授業設計力を

高め，主体的，対話的で深い学びを実現する授

業改革を全校体制で推進することができる。 

2.研究内容(検証方法) 

探究の「問い」を創る授業や教科の枠を越え

る授業について，公開授業や研究授業，実践報

告の内容を整理する。 

3.方法(検証内容) 

1) 探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 

7 月ロジックスーパープレゼンテーション

(課題研究成果発表会)に併せ，探究の「問い」

を創る授業公開を表.1 に示す内容で実施する。 

【表.1 教科(授業者)及び探究の「問い」一覧】 
2 年・物理(梶尾滝宏) 
地面に置いてある地震計も地震といっしょに揺れた
ら，震度は測れないのではないか? 

Mission 
1：輪ゴムを直列・並列につないだときの，ゴムの 

本数とばね定数の関係は? 
2：物理の先生を輪ゴムで吊したとき，10cm 振動させ

るために必要な輪ゴムの本数は? 
3：おもりの揺れから時間を計れ！必要な物理量とは何?  
4：上下に揺らしたおもりを，別の「揺れ」で止めるには? 
2 年・化学(早野仁朗) 
気体の体積変化の法則を探究する 
～測定手法・誤差の原因と対策・法則を導く工夫～ 

ねらい 
・生徒の【気づき】【悩み】【他との差異】に教師の『問
い』を段階的・階層的に与え，考え・理解が深まり，
主体的・対話的な探究活動を深化・発展させる。 

・教師の『問い』と生徒の『考え・理解』を即時記録，
発表することで，思考を共有し，自身の活動を科学
的に「振り返ること」ができる。 

・誤差が生じた原因を考察することで，有効数字の大
切さや自身の実験手法を振り返る 

1 年・未来科学 A(吉村早織) 
分子の極性は目視できるのか? 

ねらい 
・極性分子と無極性分子の性質の違いに着目し， 

その違いを確かめる観察・実験の手法を探究する。 
・分子の立体構造から，分子全体の極性を考察し， 

極性と溶解性の関係を微視的な視点で探究する。 
2 年・生物(後藤裕市) 
真核生物は，どのようにして遺伝子発現を調節しているか?  
授業のねらい 
反転学習→探究の「問い」をつかむ→説明→ 
 
探究の「問い」に挑む→探究の「問い」を創る 
QR コードにて視聴覚教材を提示したワークシートに
家庭学習で取り組んだ生徒は，探究の「問い」をどの
ようにつかむのか?教師の説明で見方・考え方をつか
んだうえで，探究の「問い」にどのように挑むのか?
最後は，授業を通して探究の「問い」をどのように創
るのか?探究の「問い」から思考の流れをポートフォ
リオにし，振り返るワークシートを活用する。 

3 年・探究数学Ⅲ(井芹洋征) 
一つの問題に対していろいろな切り口で挑もう 

ねらい 
複素数平面の諸問題に対して，計算主流でアプローチ
するか，幾何的視点で取りかかるのか試行錯誤する 

2) 探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 

1 月ロジックスーパープレゼンテーション

(研究成果発表会)に併せ，探究の「問い」を創

る授業公開を表.2 に示す内容で実施する。授業

公開後，図.1 に示すように，授業者がボードに

指導案や授業関連資料，シラバス，生徒資料な

ど授業実践に関連する資料を掲示して授業参

観者とポスターセッション形式で情報交換を

する授業研究会を実施する。 

【表.2 教科(授業者)及び探究の「問い」一覧】 
1 年 1 組 英語表現Ⅰ (鬼塚加奈子) 

What is an "eco-tour"?  Why is it needed? 
1 年 2 組 国語総合  (廣田哲史) 

様々な故事成語は現在どのような意味に使われているか? 
～もともとの意味と比較してみよう～ 

1 年 3 組 探究数学Ⅰ (竹下勝明) 
「接する」は，全て判別式で解けるのか? 

1 年 4 組 未来科学 A (早野仁朗) 
酸塩基のキャッチボールの終わりを決められるか? 

1 年 5 組 家庭基礎  (皆越千賀子)  
それぞれ別の方法で入手したハーバリウムを転売し
てよいのか? ～メルカリへの扉～ 
1 年 6 組 生物基礎  (橋口晃亮)  

植物は生き抜くためにどのような戦略をとっているのか? 
～陽葉と陰葉から読み解く～ 
2 年 1 組 2 組 日本史 A(奥田和秀)  

なぜ日中戦争は全面戦争となっていったのか? 
2 年 1 組 2 組 地理 A (竹村英樹) 

日本のコメの輸出額は，イニエスタ選手１人の年俸分!?
日本のコメが飛躍的に需要を伸ばす余地はあるのか? 

2 年 3 組 探究科学  (本多栄喜)  
海水はどのような動きをしているのか? 
～海水の循環とその原因について～ 
2 年 4 組 物理    (梶尾滝宏)  

堤防や海岸線に打ち寄せる白波だけで水深を推測 
することは可能か? 
2 年 4 組 生物    (後藤裕市) 

① 探究の問いをつかむ 
「どのような能力をもつ細胞を幹細胞と称することができるのか?」 
② 探究の問いに挑む 
「iPS 細胞をどのようにして研究や医療に応用させることができるか?」 
③ 探究の問いを創る 
「幹細胞をキーワードにどのような研究テーマを立てることができるか?」 
2 年 5 組 探究数学Ⅲ (金子隆博) 

数学Ⅱで接線を求めたときと，どこが同じでどこが違うか?  
2 年 6 組 化学    (吉村早織) 

化学反応速度のデータからみえるものはなにか? 
 

  

  
【図.1 探究の「問い」を創る授業・授業研究会】 
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3)ART＆ENGINEERING 架け橋プロジェクト

ペーパーブリッジコンテスト・中学美術・物理 

中学 3 年美術の授業(単元：空間デザイン)で，

熊本大学構造力学研究室，一般社団法人ツタワ

ルドボクと連携して，表.3 に示す計画で実施す

る。高校 2 年 SS コース物理選択者は，物理的

観点から橋の強度に関する構造の説明とプレ

ゼンテーションの助言を中学生に行う。 

20 トン車の通過を想定した約 2 kg のおもり

を支えるため，5 人 1 組となり，ケント紙を用

いた長さ 30cm の 1/100 スケールのペーパーブ

リッジを完成させるを完成させる。材料は木工

用ボンドとケント紙，たこ糸のみ。桁橋やトラ

ス橋，アーチ橋，吊り橋の中から橋の種類を決

める。「宇土市の JR の在来線と新幹線が並ぶ実

在するショッピングモールの場所に橋を設置

する」設定で，再開発した町の将来像をイメー

ジしながら橋のデザインを考え，インフラの重

要性や強度，自然環境や予算など様々なことを

学ぶ。紙の重さに合わせて金額を設定し，デザ

インや強度，軽さと経費の関係など橋づくりに

必要な知識を身に付けさせる。美的センスと工

学的センスを引き出すペーパーブリッジコン

テスト(耐荷実験)を実施し，総合的に評価して

最優秀賞や部門賞を選ぶ。 

マルチプルインテリジェンス理論（MI 理論）

を活用してグループ編制を行い，「6 Hats」を活

用して個々の役割を意識させる工夫をする。デ

ジタルカメラやタブレット PC など ICT 機器の

活用により，制作過程の記録，評価を行う。 

【表.3 架け橋プロジェクト指導計画】 
日時 内容 

9 月 21 日 ガイダンス 美術と工学 
災害とインフラの重要性 

9 月 26 日 力学実験 
10 月 11 日 デザインディスカッション 

10 月 18 日 構想発表，作品制作① 
10 月 24 日 作品制作② 

10 月 31 日 作品制作③ 
11 月 7 日 作品制作④ 

11 月 17 日 ブリッジコンテスト 

 

 
【図.2 毎日新聞 2018.11.18 朝刊】 

4)未来の学校創造プロジェクト 

「どこまで認める？どう活かす？ゲノム編集」

生物・保健・情報の教科横断型授業 

生物「第 3 章遺伝情報の発現 第 3 節バイオ

テクノロジー」で，生命の設計図“DNA”の遺

伝情報を書き換える技術「ゲノム編集」を題材

に，表.4 に示す学習活動を展開する。シャープ

マーケティングジャパン株式会社ビジネスソ

リューション社と連携，「STUDYNOTE 10」を

活用する。図.3 に示す「外見・体質・病気」の

3 ケースに関するゲノム編集の研究資料から，

どのようなルールを設定するか？各グループ

の興味・関心に基づいて探究活動を深めていく

ことをねらいとする。STUDYNOTE 10 の電子

掲示板機能・ノート，コメント機能，アンケー

ト機能を活用することによって，教員の声かけ

やグループ協議の過程での変容を可視化する。 

【表.4 学習指導案】 
過程 主な発問(Ｔ)予想される生徒の反応(Ｃ) 

実施 
前 

０ ゲノム編集について 
東京大学医科学研究所監修アンケート実施 

導入 
5分 

１ DNA塩基配列と遺伝子について 
(T) DNA塩基配列と遺伝子の関係を説明 
 アルコール耐性を決定する遺伝子ALDH2 
Ⅰ型Ⅱ型の違いを塩基配列で確認 

展開 
15分 

２ ゲノム編集の可否(社会の制度) 

Inquiry questions１探究の『問い』 
「外見・体質・病気」の3ケースについて，
社会の制度としてゲノム編集を使って良いか？  

(C)探究の『問い』に取り組むSTUDYNOTE 10活用  
1)個人の回答にもとづき，班の意見を決定する 
2)「外見」「体質」「病気」の3ケースを4段階
区分した結果を電子掲示板に反映，提出する。
電子掲示板ノート機能活用，理由を記入する 

 ３ ゲノム編集の原理について 
(T)説明「遺伝子組換えとゲノム編集の違い」 

展開 
20分 

４ ゲノム編集の可否(自分の子ども) 

Inquiry questions２探究の『問い』 
「外見・体質・病気」の研究資料について
自分の子どもに対してゲノム編集を使って良いか？  

(C)探究の『問い』に取り組む 
「外見・体質・病気」の3ケースから1つに着目  
(T)探究の『問い』への思考過程提示 

まとめ 
10分 

５ ゲノム編集に関するルール 

Inquiry questions３探究の『問い』 
「外見・体質・病気」の3ケースに関するゲノム編集の
研究資料から，どのようなルールを設定するか？  

(C)体細胞・生殖細胞の可否アンケート回答 
STUDYNOTE 10・アンケート機能活用・掲示 

 
【図.3 探究の『問い』 デジタルワークシート】 
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5)探究数学における探究の「問い」を創る授業 

探究数学Ⅰ単元「図形と方程式」で，探究課

題『「接する」は，全て判別式で解けるのか？』

を探究の「問い」に設定し，図形と方程式分野

の円の方程式についての理解を深めることを

目標に表.5 に示す学習指導案で展開する。「接

する」という言葉は，判別式をすぐに連想させ

るが，2 次曲線の場合，全てに対応できるわけ

ではない理由を他分野の知識を用いて理解で

きるようにすることをねらいとする。 

【表.5 学習指導案】 
過程 内容 
導入 
5分 

１本時の目標の確認 

展開 
7分 

２円と直線が接する問題 

 
 

展開 
8分 

 
5分 

３グラフから接するときの値の読み取り 

 
連立した式の解は，何を表すか？ 

 
 

展開 
10分  

 

展開 
10分 

４探究課題を多角的・複眼的な視点でとらえる 

 
５探究課題の整理 

まとめ 
5分 

６ 探究の「問い」を創る 
自分ならどんな探究の問いを創るか？ 

探究数学Ⅲ単元「微分法の応用」，研究課題

「いろいろな曲線の接線の方程式」において，

探究の「問い」に『人工衛星で「いとかわ」へ

行こう！』を設定し，数学Ⅱで学んだ接線の方

程式の求め方を用いて座標平面上における

様々な曲線における接線の方程式を求めるこ

とができるようになることを目標に表.6 に示

す学習指導案で展開する。 

【表.6 学習指導案】 
過程 内容 

導入 
15分 

１本時の目標の確認 

いろいろな曲線の接線の方程式が求められる 

討議 人工衛星に働く力は？ 
①地球の(万有)引力 ②飛翔体の推進力 

討議 楕円軌道を離れて「いとかわ」行きたい 
地球の引力と同じベクトルの力をどこで
加える？その見つけ方は？ 

  曲線上の点で①接線の傾き②接点を通る 
接線の方程式を確認 

 
 

展開 
30分 

問題 

 

 

 

 

 

 
 

6)化学実験での探究の「問い」を創る授業 

未来科学 A 単元「酸塩基」で，探究課題『酸

塩基のキャッチボールの終わりを決められる

か』を探究の「問い」に設定し，中和反応の定

義や生成する塩の性質，水溶液中のイオンや分

子の量的変化量的関係について探究すること

を目的に，表.7 に示す学習指導案で展開する。 

【表.7 学習指導案】 
過程 内容 

導入 
5分 

中和反応について 
探究の「問い」1 
溶液中のイオン数と液性の推移はどうなっているか 

 

展開1 
10分 

HClaqとNaOHaq，CH3COOHaqとNaOHaq 
の中和反応の実験のモデルとグラフを書く 

展開2 
10分 

中和点の微視的世界での考察(中和点≠中性) 

探究の「問い」2 

酸塩基のキャッチボールの終わりを決められるか  
 

展開3 
10分 

溶液中の粒子数変化を可視化する手法の仮説 

探究の「問い」3 

キャッチボールの終わりはどのようにすれば知ることができるか  
 

展開4 
10分 

手法の仮説，生徒発表 
参考文献と生徒発表の比較 

まとめ 
5分 

中和点に関する考えをまとめる 

化学単元「化学反応の速さと平衡・反応速度

を変える条件」において，「時計反応を観察し，

溶液の濃度と反応に要する時間の関係を探究

する」ことを探究の「問い」に設定し，化学反

応速度と溶液の濃度の関係について法則性を

見出すこと，反応速度を決める要因や化学反応

について考察することを目標に，図.4 に示すワ

ークシートを用いて，以下の探究の「問い」1

～3 を通して思考を深める授業展開をする。 

1.反応時間は，溶液の濃度とどのような関係があるか。  

2.反応速度は，溶液の濃度とどのような関係があるか。  

3.観察結果や考察をもとに，反応速度を決める

要因や化学反応のしくみについてまとめよう。 

 
【図.4 探究の『問い』 ワークシート】 
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7)日本史：探究の「問い」を創る授業シラバス 

カリキュラムマネジメントの視点で，生徒に

つけたい力を定義したうえで，毎授業，探究の

「問い」と学習ポイントとつけたい力の評価を

まとめた年間指導計画を表.8 に示す。「なぜ？」

の一歩を重視し，その疑問を自ら探究・解明し

ようとする姿勢を大事にする授業実践する。 

【表.8 日本史年間指導計画・探究の「問い」】 
授業（単元）の主題探究テーマ ポイント ① ② ③ 
列強はなぜ日本に開国を求めたのか? 歴史を動かす要因を

とらえる 
○ 

  
開国により国内はどう変わったのか?  時代の変化を読み解く   ○ 
幕末の政局はどのように転換し
たのか? 

歴史の流れをとらえる ○ 
  

大政奉還はどのような意図を持
って行われたのか? 

歴史の転換点を考察する  
  ○ 

新政府がめざした新たな国づく
りはどのようなものか? 

歴史の方向性を考察する  
 

○ 
 

改革はどのように進められてい
ったか?.武士をどうするか? 

改革の本質をとらえる ○   
新政府は国内外の問題にどう対
処したのか? 

歴史事象を分析する 
  ○ 

近代化はどのように進められて
いったのか? 

歴史事象を分析する 
 ○  

文明開化とはどのような変化だ
ったのか? 

変化の有り様をとらえる  
 

○ 
 

自由民権運動は日本の政治にど
のような影響を与えたか? 

歴史に与えた影響を
考察する 

○   
松方正義は近代日本経済の 
立役者か，民衆の敵か? 

歴史に与えた影響を
考察する 

○   
天皇は絶対君主か，最高機関か? 解釈し比較する   ○ 
日本はなぜドイツを範としたのか?  歴史の方向性を考察する   ○  
初期議会の争点は何だったのか? 歴史事象の本質をと

らえる 
○   

日本はなぜ朝鮮に進出したのか? 疑問を深く洞察する ○   
日清戦争は国内の政治・経済にど
のような変化をもたらしたか? 

変化を読み解く ○   
日清戦争後，アジア情勢はどのよ
うに変化したのか? 

世界史的視野でかか
わりをとらえる  ○  

日露戦争は侵略戦争か，防衛戦争か? 根拠を持って解釈する   ○ 
日露戦争後の国際関係はどのよ
うに変化したのか? 

時代の変化を読み解く ○ 
  

日本における産業革命はどのよ
うなものであったのか? 

歴史事象を分析する 
 ○  

どのような近代思想や文学が芽
生えたのか? 

歴史事象を分析する 
 ○  

西洋の科学や芸術は日本文化に
どのような影響を与えたか? 

歴史に与えた影響を
考察する 

○   
民衆はなぜ内閣を倒すことがで
きたのか? 

要因をとらえ事実を
考察する 

○   
第 1次世界大戦に日本はかかわる
べきであったのか? 

洞察し分析し比較する 
 ○  

第 1 次世界大戦後，世界はどう変
わったのか? 

世界史的視野でかか
わりをとらえる 

○ 
  

世界的デモクラシーは日本にど
う影響を与えたか? 

要因をとらえ事実を
考察する 

○   
大衆文化はどのようにして形成
されたか? 

要因をとらえ事実を
考察する 

○ 
  

日本経済はいかにして行き詰ま
ったのか? 

歴史事象を分析する 
 ○  

なぜ協調外交は挫折したのか? 世界史的視野でかか
わりをとらえる 

○   
日本はなぜファシズム化して 
いったのか? 

要因をとらえ事実を
考察する 

○   
二・二六事件で日本はどう変わっ
たのか? 

歴史に与えた影響を
分析，考察する  

○ 
 

なぜ日中戦争は全面戦争となっ
ていったのか? 

要因を多角的に考察
する 

○   
日本は恐慌からどのように脱出
したのか? 

歴史事象を分析する 
 

○ 
 

北進か?南進か?第3の道はなかっ
たのか? 

歴史事象を分析する 
 ○  

日米交渉はなぜ決裂したのか? 疑問を深く洞察する   ○ 
アメリカはなぜ原爆を使用したのか?  根拠を持って解釈する   ○ 
アメリカの占領政策はどのよう
に進められたのか? 

背景や事実を分析する ○ 
  

日本国憲法はどのような経緯で
つくられたのか? 

要因をとらえ歴史事
象を分析する  ○  

なぜ占領政策は転換されたのか? 歴史の転換点を考察する  ○   
55 年体制とは何か? 歴史事象をとらえ時

代像を考察する 
○   

高度経済成長はどのようにして
達成できたのか? 

要因をとらえ歴史事
象を分析する  

○ 
 

①探究力・思考力：歴史事象に疑問を持ち，探究心を持って 

歴史事象や要因をとらえ，思考できる力 

②読解力・分析力：史料・年表・地図・写真など諸資料から 

歴史事象を読み解き，分析できる力 

③解釈力・表現力：歴史事象の様々な考え方を解釈し，根拠

をもって自己の意見を説明・表現できる力 

4.検  証 

探究の「問い」を創る授業や教科の枠を越え

る授業について，公開授業や研究授業，実践報

告の内容を整理した結果を表.9 に示す。ロジッ

クスーパープレゼンテーションに併せて実施

した探究の「問い」を創る授業公開後に行った

授業参観者とのポスターセッションは，主体

的・対話的で深い学びを実現する授業研究に取

り組む県内外の多くの教職員等と情報交換す

る有意義な機会に位置づけることができた。

「問い」の設定方法について教科を越えて意見

交換する機会も増えてきており，教科の枠を超

えた授業設計を行う視点の高まりと，主体的・

対話的で深い学びを実現する授業改革の拡が

りを期待できる取組になっている。また，身に

つけたい力を定義したうえで探究の「問い」を

探究，解明する授業を展開する日本史の授業は，

本校職員研修でも実践例として提示され，コン

テンツベースからコンピテンシーベースへの

転換を進めるうえで参考になっていた。図.5 に

示すように，様々な教科・科目で，教科・科目

の特性やねらいに応じた探究の「問い」を創る

授業の実践を重ねている段階である。 

ART＆ENGINEERING－架け橋プロジェク

ト－ペーパーブリッジコンテストでは，30 人を

超える授業参観者が集まり，産・学・官連携し，

教科の枠を越えた授業設計，主体的・対話的で

深い学びのモデルを示すことができた。 

【表.9 H30 授業視察・実践発表一覧】 
日本史 

生 物 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 

新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト  

奥田和秀 

後藤裕市 

生 物 JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察  後藤裕市 

化 学 教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

理 数 探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 P11 参照 

生 物 熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業  後藤裕市 

化 学 九州高等学校理科教育研究会・実践発表 早野仁朗 

物 理 
化 学 
生 物 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表 
熊本県教育課程研究協議会・実践発表 
熊本県教育課程研究協議会・実践発表 

梶尾滝宏 
早野仁朗 
後藤裕市 

日本史 
物 理 

生 物 

熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 
熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察
熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 

奥田和秀 
梶尾滝宏 

後藤裕市 

日本史 熊本県立人吉高等学校・学校訪問授業視察 奥田和秀 

英 語 
物 理 

沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 
沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 

鬼塚加奈子 
梶尾滝宏 

全教科 探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 P11 参照 

物 理 鹿児島県立鹿屋工業高等学校・授業視察 梶尾滝宏 

物 理 岡山県立一宮高等学校職員研修・実践報告 梶尾滝宏 
 

反転 

学習 
► 

探究の 

問い 

つかむ 

► 
補足 

説明 
► 

探究の 

問い 

挑む 

► 
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問い 

創る 

► 
反転 

学習 

家庭 

学習 
 10分  15分  15分  10分  

家庭 

学習 

教科書 

理解 
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概念 

理解 
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整理 

 

概念 

理解 

補足 

説明 

 

実験 

論文 

資料 

提示 

 

探究 
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設定 

 

教科書 

理解 

問題 

演習 

【図.5 探究の「問い」を創る授業展開例】 
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(2)学校設定科目「未来科学Ａ」「未来科学Ｂ」 

1.仮  説 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学

基礎」の 4 領域を含む学校設定科目「未来科学

A」「未来科学 B」を通して，4 領域の関連性に

考慮しながら幅広く学習しながら未来科学 Lab 

(探究型実験)を実施することによって，科学論

文形式 IMRAD を意識したレポートができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 1 段階(5 段階評価)に着目して，未

来科学 Lab 受講生徒(中進生)と非受講生徒(高進

生)を対象に，未来科学 Lab 受講前後の変容の全

体像を把握するため，各観点を選択的回答方式(4

段階：4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価し

た結果を各段階の割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 1 段階(2~5 省略)】 

観点 記述語 

Logically 
(論理性) 

説明の一般性 
科学的論文形式IMRADに沿う 
レポート作成ができる 

Objectively 
(客観性) 

情報の正確性 
参考文献の出典を明らかにした 
レポート作成ができる 

Globally 
(グローバル) 

視野の拡がり 
興味・関心を未知領域で展開する 
レポート作成ができる 

Innovative 
(革新性) 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を変えるレポー
ト作成ができる 

Creative 
(創造性) 

未知の創造 
自分の既知と未知の区別がある 
レポート作成ができる 

 

3.方  法（検証内容） 

「未来科学 A」「未来科学 B」 

中学 3 年次から高校 1 年次にかけて，「物理

基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4

領域を含む学校設定科目「未来科学 A」「未来科

学 B」を設置する。高校 1 年中進生において，

「物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎」

各 2 単位を 0 に削減し，「未来科学 A」「未来科

学 B」各 3 単位の履修をもって，理科の基礎を

付した科目の選択必履修を代替する。中高一貫

教育校の特例（中学における先取り授業：年間

70 時間）と併せ，「物理基礎，化学基礎，生物

基礎，地学基礎」各 2単位の内容をすべて扱う。 

未来科学 Lab(探究型実験) 

未来科学 Lab は土曜授業日 1～2 限 2 時間連

続で，技術習得実験と未知探究実験の中間に位

置する探究型実験を実施する。未来科学 Lab の

目的と意義に関するガイダンス資料を配付し

たうえで，表.3 に示す指導方法と表.4 に示す探

究テーマで年間 8 回，実施する。探究テーマに

もとづいた実験計画を立案し，生徒がそれぞれ

実験方法及び実験対象を準備する。薬品及び実

験器具は生徒からのオーダーシートを受け教

員が準備する。実験後はレポートにまとめ表.2

に示す未来科学Labチェックリストで自己評価

して提出する。提出されたレポートは，未来科

学Labチェックリストを用いて教師評価も行う。 

  

【表.2 未来科学 Lab チェックリスト】                     【図.1 未来科学 Lab の様子】 
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【表.3 未来科学 Lab の指導内容】 

時 期 指導内容 

実施前 【授業】ガイダンス 

2週前 
【教員】探究テーマ提示 

【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1週前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 

【教員】薬品・器具の調整 

当 日 【授業】未来科学 Lab(2 時間連続) 

1週後 【生徒】レポート提出 

2週後 【授業】レポート作成講座 

【表.4 未来科学 Lab の探究テーマ】 

1.身近な生物から DNA を抽出しよう 

2.重力加速度を測るには？・標準誤差 

3.岩石の密度の測定 

4.分子模型演習/最も発泡する入浴剤の組成を探ろう  

5.アミノ酸混合物の謎にせまる 

6.おもりの振動に必要な輪ゴムは何本か？ 

7.プレートの移動方向と移動速度 

8.岩塩からイオン半径を探究する 

4.検  証 

中進生 78 人，高進生 158 人対象に，表.1 に

示すロジックルーブリックの 5 観点(L,O,G,I,C)

の 1 段階(5 段階評価)に着目して，未来科学 Lab

受講生徒(中進生)と非受講生徒(高進生)を対象

に，未来科学 Lab 受講前後の変容の全体像を把

握するため，各観点を選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価した各

段階の割合と各質問の平均を得た結果を表.5，

表.6 に示す。1 学年全員が学校設定科目「ロジ

ック」におけるロジックリサーチで科学論文形

式 IMRAD を意識したレポート作成を行うが，

未来科学 Lab を受講する中進生において，特に

「科学的論文形式 IMRAD に沿うレポート作成

ができる」の観点で変容が見られたことから，

未来科学Labチェックリストを通してレポート

作成する技能が定着していると考えられる。 

【表.5 未来科学 Lab 受講生徒自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 1 8 14 18 5 5 3 3 3 3 

3 17 39 38 62 13 33 16 32 21 47 

2 37 39 31 16 51 45 55 45 51 36 

1 45 13 17 4 31 17 26 20 25 15 

Ave 1.74 2.42 2.50 2.95 1.92 2.26 1.95 2.17 2.01 2.37 

差 0.68  0.41  0.34 0.22 0.36 

【表.6 未来科学 Lab 非受講生徒自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 0 3 2 7 1 5 2 4 1 5 

3 8 22 13 41 13 19 15 25 17 22 

2 35 44 38 33 41 46 48 48 36 41 

1 56 31 47 19 44 31 35 23 46 32 

Ave 1.52 1.96 1.70 2.36 1.72 1.97 1.83 2.10 1.73 1.99 

差 0.44 0.66 0.25 0.27 0.26 

(3)学校設定科目「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」  

1.仮  説 

特定の事物・現象について，物理学と数学の

それぞれの科目特性を活かした概念形成を図

ることによって，探究活動で扱う事物・現象に

関するデータを整理する視点を養い，統計処理

の手法を身につけることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

数学に関する意識調査について，選択的回答

方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)での回答

結果を得る。また，プレ課題研究及び課題研究

の研究結果に統計処理がなされ，データの正確

性を高められているかを検証する。 

3.方  法（検証内容） 

「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」を，高校 2 年に「探

究数学Ⅱ」を，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設

置し，数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学

B の領域について，それぞれ関連性に考慮しな

がら内容を振り分け，幅広く学習する。探究活

動で必要となるデータサイエンスの視点とし

て，確率分布と統計的な推測や場合の数と確率

の内容を重点的に行う。 

高校 1 年中進生において，「数学Ⅰ」3 単位及

び「数学 A」2 単位を 0 に削減し，学校設定科

目「探究数学Ⅰ」5 単位をもって代替する。中

高一貫教育校の特例（中学校における先取り授

業）と併せ，「数学Ⅰ」3 単位及び「数学 A」2

単位の内容をすべて扱う。高校 2 年中進ＳＳコ

ースにおいて，「数学Ⅱ」4 単位及び「数学 B」

2 単位を 0 に削減し，学校設定科目「探究数学

Ⅱ」6 単位をもって代替する。中高一貫教育校

の特例（中学校における先取り授業）と併せ，

「数学Ⅱ」4 単位及び「数学 B」2 単位の内容

をすべて扱う。高校 3 年中進ＳＳコースにおい

て，「数学Ⅲ」5 単位を 0 に削減し，学校設定科

目「探究数学Ⅲ」7 単位をもって代替する。中

高一貫教育校の特例（中学校における先取り授

業）と併せ，「数学Ⅲ」5 単位の内容をすべて扱

う。なお，一部内容の前後や組替など，より効

果的な教授法を研究開発する。 

数理融合教材開発 

学校設定科目「探究数学」・「未来科学」にお

いて，特定の事物・現象に焦点を当てた数理融

合教材を開発し，数学担当教員と物理担当教員

がチームティーチング(TT)で授業実践した内容

を表.1 に示す。物理担当教員が焦点を当てた事

物・現象に数学担当教員が数学的論拠に基づい

て思考・判断する態度を育てられる教材開発を

進める。ロジックガイドブック(40 頁参照)も活

用し，データサイエンスの視点を意識した探究

活動の展開となるようにする。 
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【表.1 数理融合教材】 

№ タイトル 

1 三 角 関 数「1m ものさしと影の長さ」 

2 仮説の意義「断熱容器での水温上昇」 

3 誤差を知る「10 秒の感覚」 

4 信頼区間とは「スーパーボールの跳ね返り」 

図.1 に示すように「目をつぶってストップウ

オッチで 10.00 秒に挑戦」の課題(教材タイトル

№3)に取り組み，ばらつきのあるデータを箱ひ

げ図を用いて数学的に思考・判断する能力の向

上を図る。また，図.2 に示すように「スーパー

ボールを静かに落としたときの，はねかえる高

さの規則性を調べる」の課題(教材タイトル№4)

に取り組み，信頼区間(その区間に平均がある確

率)と標準誤差(平均値の標準偏差)に関して，数

学的に概念や原理・法則の理解を図る。 

 
【図.1 箱ひげ図(n=10)作成 Excel ファイル資料】 

 
【図.2 標準誤差エラーバー(n=10)作成 Excel ファイル資料】 

 

4.検  証 

数理融合教材で授業を受けた 2年 3年課題研

究における研究データに統計処理がなされた

か検証した結果を表.2 に示す。三角関数，誤差，

信頼区間について数理融合教材を通して，対象

実験としてのコントロール設定，標本データの

扱い方，データのまとめ方についてロジックガ

イドブックを通して学んだ結果，ばらつきのあ

るデータの扱い方に変容が見られ，誤差や信用

区間を意識する研究が見受けられた。特に，母

集団と標本の違い，標準偏差と標準誤差の違い

に留意する課題研究が見られるようになった。 

また，SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3

年 65 人，GS コース 1 年 168 人，2 年 169 人

対象に実施した数学に関する意識調査アンケ

ートについて，選択的回答方式(4 段階：4 が肯

定的・1 が否定的)で回答した割合(％)及び平均

を得た結果を以下に示す。探究数学を履修する

SS コースで肯定的な回答が見受けられた。 

数学が好きである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 46 47 35 31 36 24 13 17 6 10 
3 38 39 37 38 41 46 46 35 28 31 

2 16 10 24 23 21 22 35 32 54 39 
1 0 5 4 8 2 8 6 16 12 19 

Ave 3.21 3.27 2.80 2.92 3.15 2.86 2.60 2.53 2.26 2.33 
差 0.07  0.12 -0.29 -0.07 0.06 

数学を勉強すると日常生活に役立つ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 16 14 9 14 6 11 9 7 5 7 
3 50 41 41 38 40 46 43 29 24 21 

2 33 37 43 39 43 30 42 46 56 54 
1 2 8 7 9 11 13 6 18 16 18 

Ave 2.80 2.62 2.52 2.56 2.41 2.56 2.55 2.25 2.18 2.16 
差 -0.18  0.04 0.15 -0.30 -0.02 

【表.2 統計処理が見られた課題研究テーマ】 

テーマ 処 理 

ウトウトタイムの効率化を目指して A N O VA 

白亜系二枚貝化石の成長に伴う形態的特徴の変化  相関係数 

振動スピーカーを用いたうなりの可視化の研究  標準誤差 

「振り子式反発係数測定法」の研究 回帰分析 

有明海のアカシュモクザメの年齢測定法の開発  散 布 図 

ニホンイシガメの現状と対策 カイ二乗検定 

昼寝“ウトウトタイム”をすることでジャグリングの回数が増える 標準誤差 

細胞培養の技術を活用した細胞増殖の条件検証  T 検 定 

安全領域の公式化 三角関数 

 
【図.3 ロジックガイドブック P.18 [O-4] 】 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，理数教育の教育課

程を開発し，教科の枠を越える授業，探究の

「問い」を創る授業の実践』の効果とその評

価を検証するために，アンケートを実施した。 

仮説 既成概念にとらわれることなく社会の

問題を発見・解決し，新たな価値を創造

する資質・能力を育てることができる 

実施日 事前：H30 年 5 月 事後：H31 年 1 月 

対 象 SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65 人， 

GS コース 1 年 168 人，2 年 169 人(有効回答) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 各コースの結果を下表に示す。 
他教科を勉強するために数学が必要だ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 20 29 31 34 35 29 14 16 7 11 

3 41 38 46 38 30 43 39 33 34 29 
2 36 30 19 23 21 25 41 39 52 50 

1 3 3 4 5 14 3 6 12 8 10 
Ave 2.78 2.92 3.06 3.02 2.86 2.97 2.61 2.52 2.39 2.40 

差 0.14  -0.04 0.11 -0.09 0.01 

他教科を勉強するために理科が必要だ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 16 21 31 34 46 59 11 7 4 7 

3 33 41 35 34 29 23 27 25 20 19 
2 39 32 28 27 14 15 49 46 63 57 

1 13 6 6 5 11 3 14 23 13 18 
Ave 2.52 2.76 2.93 2.98 3.10 3.38 2.34 2.15 2.16 2.14 

差 0.24 0.05 0.28 -0.19 -0.02 

従来の枠組・構造を変えることができる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事前 事前 事後 事後 事後 事前 事後 
4 5 7 4 17 15 6 1 1 1 1 

3 13 30 29 36 38 60 8 16 10 24 
2 57 53 56 44 42 32 41 47 62 54 

1 25 10 11 3 5 2 50 36 27 22 
Ave 1.97 2.33 2.25 2.67 2.68 2.71 1.59 1.83 1.85 2.04 

差 0.36  0.42 0.03 0.24 0.19 

新しい概念を見出すことができる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 2 8 5 17 19 27 2 2 1 4 
3 17 37 45 48 43 50 11 20 17 30 

2 49 45 40 28 33 16 42 42 56 46 
1 32 10 9 6 5 8 46 35 27 20 

Ave 1.89 2.43 2.47 2.77 2.80 2.95 1.69 1.90 1.91 2.17 
差 0.54  0.30 0.15 0.21 0.26 

既成概念にとらわれることなく社会の問題

を発見・解決し，新たな価値を創造する資質・

能力として，数学及び理科と他教科との関係を

もつ力，従来の枠組みを変える，新しい概念を

見出す力を検証した結果，SS コースの生徒約

70%が肯定的な回答をした。また，既成概念を

変える意識をもつ生徒の割合もSSコースで多

く見受けられた。探究の「問い」を創る授業を

展開することによって，生徒の学びの姿勢に変

容が起きていることが示された。 

(2)学校経営への効果 

理科・数学の職員を中心に SSH 指定以降，

様々な教育実践に取り組み，表.1 に示す内容を

実施するなど，その成果の普及を果たすことが

できている。全教科で『探究の「問い」を創る

授業』を推進することによって，生徒の学びを

中心に据えた，主体的・対話的で深い学びの実

現を目指す授業改革を進めている。今年度は，

表.1 に示す以外にも県内外から探究の「問い」

を創る授業を視察するために来校する教育関

係者が増加し，授業改革を活性化させる一助と

なった。また，生徒評価アンケートでも以下の

ように約 9 割の生徒が，理数教育が充実してい

る，探究型授業が充実していると肯定的な回答

を示しており，授業のねらいや取組が生徒に伝

わっている様子をうかがうことができた。 

【表.1 主な実践発表，研究授業一覧】 
年 内容 教員 

H25 

サイエンスリーダーズキャンプ山口大学 後藤裕市 

熊本県教育課程研究協議会・発表 山﨑惟善 

県教育委員会学校訪問・研究授業 後藤裕市 

H26 

県立中学校教科研究協議会・研究授業 河野年美 

熊本県中学校理科授業研究大会・研究授業 河野年美 
早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 梶尾滝宏 

「教育の情報化」推進フォーラム・実践発表 髙木久幸 

H27 

高等学校教育課程熊本県研究協議会理科部会 後藤裕市 

SSH 冬の情報交換会第 2 分科会・司会 後藤裕市 

アクティブラーニング研修 
上越教育大学：西川純 教授 協力 

河野年美 
廣田哲史 

H28 

サイエンスリーダーズキャンプ東京理科大学 早野仁朗 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表 後藤裕市 

大分県高等学校教育研究会理科部会夏季研修会・実践発表 後藤裕市 

アクティブラーニング研修 
熊本県立苓明高等学校・溝上広樹 教諭協力 

全 職 員 

「未来の学校」創造プロジェクト・研究授業 後藤裕市 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 早野仁朗 

サイエンスリーダーズキャンプフォローアップ企画山口大学  後藤裕市 

ベネッセ教育総合研究所・研究授業 後藤裕市 

H29 

熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 後藤裕市 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 梶尾滝宏 

SSH 情報交換会第 1 分科会・ファシリテーター 後藤裕市 

熊本県理数教育指導者成講座 実践発表 後藤裕市 

H30 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 

新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト 

奥田和秀 

後藤裕市 

JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察 後藤裕市 

教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 P11 参照 

熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 後藤裕市 

九州高等学校理科教育研究会・実践発表 早野仁朗 

九州高等学校理科教育研究会・研究協議コーディネーター 後藤裕市 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[物理] 
熊本県教育課程研究協議会・実践発表[化学] 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[生物] 

梶尾滝宏 
早野仁朗 

後藤裕市 

全国高等学校文化連盟研究大会熊本大会・実践発表 梶尾滝宏 

探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 P11 参照 

岡山県立一宮高等学校職員研修・実践報告 梶尾滝宏 
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理数系教育が充実している 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 65 58 61 77 53 22 52 41 34 39 
3 33 37 37 22 38 63 46 51 57 50 

2 2 5 0 0 7 13 2 7 9 10 
1 0 0 2 2 2 2 0 2 0 0 

Ave 3.63 3.53 3.57 3.73 3.46 3.06 3.51 3.30 3.25 3.30 
差 -0.10  0.16 -0.40 -0.21 0.05 

探究型授業が充実している 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 59 65 61 78 46 37 46 46 35 46 
3 33 29 31 19 29 57 50 41 52 42 

2 8 6 6 2 14 5 4 10 12 10 
1 0 0 2 2 11 2 1 2 1 2 

Ave 3.51 3.58 3.52 3.73 3.10 3.29 3.41 3.30 3.21 3.31 
差 0.07  0.21 0.19 -0.11 0.10 

理科が好きである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事前 事前 事後 事後 事後 事前 事後 

4 46 39 35 41 36 21 13 8 6 7 
3 38 48 37 42 41 56 46 34 28 29 

2 16 13 24 13 21 21 35 43 54 51 
1 0 0 4 5 2 3 6 15 12 13 

Ave 3.30 3.26 3.04 3.19 3.11 2.94 2.65 2.35 2.28 2.31 
差 -0.04  0.15 -0.18 -0.30 0.03 

理科を勉強すると日常生活に役立つ 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 27 32 31 42 38 35 13 9 7 11 

3 52 49 57 47 32 43 42 36 44 44 
2 19 14 9 8 16 16 39 41 42 38 

1 3 5 2 3 14 6 6 14 7 7 
Ave 3.02 3.08 3.19 3.28 2.94 3.06 2.63 2.40 2.52 2.59 

差 0.06  0.09 0.12 -0.23 0.07 

SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれ

までの改善・対応状況について 

平成 30 年度実践型指定のため記載不要 

５ 校内における SSHの組織的推進体制 

中高一貫教育校として，理数教育の教育課程

を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の実践を進めるために以下に示

す組織的推進体制を構築している。週時程に 1

時間会議を設定する「第二期 SSH 推進委員会」

を設置して研究開発及び実践の方向性を議論

する。「探究の「問い」を創る授業」を・公開

授業「研究開発部会」に加え，「課題研究担当

者ミーティング(会議)」として週時程に 1 時間

会議を設定し，数学・理科の教員全員が出席し

て情報共有を図る。年 2 回実施するロジックス

ーパープレゼンテーションに併せて「探究の

「問い」を創る授業・公開授業」を実施する。

7 月は理数教育に関する学校設定科目，1 月は

全教科対象に公開授業を実施することによっ

て，主体的・対話的で深い学びを全校体制で推

進する。 
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  成果⇩波及   

探究の「問い」を創る授業・公開授業 

６ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫

教育校として，6 年間を通した数学・理科に

関する教育課程の開発」から，第 2 期 SSH

研究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，

理数教育に関する教育課程の開発及び教科の

枠を越え，探究の『問い』を創る授業の実践」

へと発展した第 1 年次に生じた課題 1～5 に

焦点を当て，今後の研究開発を進めていくこ

ととする。 

1.探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開 

探究の「問い」を創る授業を通して，教員，

生徒から教科書や学習内容との関連性の高い

「問い」を創ることができている。授業で創

った探究の「問い」を一覧化することによっ

て，1 年ロジックリサーチ及びプレ課題研究

におけるテーマ設定につなげる 

2.教科の枠を越える授業の推進 

 SS 探究化学，SS 探究物理，SS 探究生物 

探究の「問い」を創る授業を通して，創る

ことができた探究の「問い」を一覧にしたシ

ラバスを作成し，異なる教科科目間で同様の

「問い」を見出すことによって，一つの事象

を異なる視点で探究する授業を推進する。

H31(2019 年)開講する SS 探究化学，SS 探究

物理，SS 探究生物を中心に実践を進める。 

3.データサイエンスに関する授業実践 

高校 2 年 3 年対象に実施する SS 課題研究

において，探究活動に必要なデータサイエン

スを扱う授業実践を進める。統計学について，

統計処理に関する授業実践を図る。 

4.ロジックルーブリックとロジックアセスメントの関係 

ロジックルーブリックの各観点と段階に用

いた記述語に基づいて作成する総合問題「ロ

ジックアセスメント」から本校が定義した力，

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を測る。 
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Ⅱ  中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践 
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓

く探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一貫

教育校として，中学段階の宇土未来探究講座，高

校段階の学校設定教科「ロジック」における探究

活動の効果的な指導方法の研究開発を進めるこ

とで，未知なるものに挑む UTO-LOGIC を備え，

グローバルに科学技術をリードする人材を育成

することをねらいとする。 

UTO-LOGIC とは 

・本校が定義した生徒に身につけさせたい力。 

・LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新

性・創造性）を駆使して，既成概念にとらわ

れることなく未知なるものに挑む態度を身

に付けさせる。 

・授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に

先駆けての宇土校ならではの取組が世界の

モデルとなることを全校あげて目指す。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。

その思考は革新的であれ，創造的であれ 

Think Ｌogically,Ｏbjectively and Ｇlobally．Be 

Ｉnnovative and Ｃreative. 

(2)研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知な

るものに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバル

に科学技術をリードする人材を育成するため

に，中学段階における「宇土未来探究講座」，

高校段階における学校設定教科「ロジック」を

開発することを目標とする。 

中学段階では，「野外活動」「地域学」「キャ

リア教育」を柱に，身近な環境，地元の資産に

目を向け，興味・関心をもち，知識及び手法を

用いて考えをまとめ，発表する力を身につける

過程を通して，知識と体験を一体化する手法を

学ばせる。高校段階では，学校設定教科「ロジ

ック」における学校設定科目「ロジックプログ

ラム」，「SS（スーパーサイエンス）課題研究」，

「GS（グローバルサイエンス）課題研究」，「ロ

ジック探究基礎」を中心に探究活動を行うため

のプログラムを実践する。特に，教科との関わ

りを重視したプログラムの実践を図る。 

(3)研究開発の仮説 

公立の併設型中高一貫教育校として，教科と

の関わりを重視した探究活動を行うプログラ

ムを実践することによって，社会の様々な変化

に主体的かつ柔軟に対応する資質・能力を育て

ることができる。 

 
 

(4)研究開発の内容及び実践 

中学段階，総合的な学習の時間「宇土未来探

究講座Ⅰ～Ⅲ」，高校段階，学校設定教科「ロ

ジック」における学校設定科目「ロジックプロ

グラム」，「SS（スーパーサイエンス）課題研究」，

「GS（グローバルサイエンス）課題研究」，「ロ

ジック探究基礎」を中心に探究活動を行うため

のプログラムを実践する。特に，教科との関わ

りを重視したプログラムの実践を図る。中学段

階及び高校段階で以下の 1～9 に取り組む。 

1.中学段階における「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱

に，身近な環境，地元の資源に目を向け，興味・

関心をもち，実験・観察等を通して考えをまと

め，発表する力を身につける。身近なところか

ら研究課題を発見し，解決する手法を学ぶ。 

2.高校 1 年における「ロジックプログラム」 

1)ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

Ⅰではロジックガイドブック活用ガイダン

スを行う。中学時の探究活動及び海外研修報

告を行う前年度成果発表会を実施し，SSH 事

業の効果の波及と生徒の意識向上を図る。 

Ⅱでは最先端の研究に関する 16 講座を開講

する。自分の関心をもとに選択した講義受講

を通して将来の展望を拓く。また，探究活動

のテーマ設定との関連付けを意識させる。 

Ⅲでは数学・物理・化学・生物・地学・情報

の各領域について，職員が教材教具を開発し，

探究活動のテーマ設定の動機づけを行う。 

2)ロジックリサーチ・ポスターセッション 

生徒一人一人が設定した課題について，レポ

ート・ポスター作成をし，ポスターセッショ

ンする。代表者発表会も実施する。 

3)未来体験学習(県内先端企業訪問) 

県内の科学技術関連 10 事業所を訪問し，研

究現場の実際を体験する。プレ課題研究のテ

ーマ設定の動機づけを行う。 

4)未来体験学習(関東研修) 

筑波研究学園都市を中心に訪問し，基礎研究

の重要性を学び，研究の意欲向上を図るとと

もに，技術立国の重要性を再認識する。プレ

課題研究の取組に関する意欲向上を図る。 

5)プレ課題研究 

課題研究の事前学習として，仮説設定から実

験手法，発表資料作成までの研究の手順を指

導する。SS コースの生徒は「個人新規」，「グ

ループ新規」，「研究室体験」から選択してテ

ーマ設定する。GS コースの生徒は「グルー

プ研究」としてロジックリサーチからの接続

を意識したテーマ設定をする。 
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3.高校 2 年における「SS 課題研究」SSH 主対象  

SS コースの生徒が 1 学年プレ課題研究の取

組や生徒の興味の方向性を重視し，「個人研

究」・「グループ研究」・「継続研究」から選択し

てテーマ設定する。指導体系は「共同研究型」，

「連携型（機器・実験方法など協力を受ける）」，

「自治型（連携機関を設けない）」に分け，テ

ーマに適した指導を行う。 

4.高校 2 年における「GS 課題研究」SSH 非主対象  

GS コースの生徒がプレ課題研究の取組や生

徒の興味の方向性を重視し，学問分野から選択

してテーマ設定する。指導体系は教科担当職員

及び学年所属職員で教科の専門性と学年の生

徒理解を活かした指導をする。 

5.「ロジック探究基礎」ロジックアセスメント 

「ロジックガイドブック（本校作成・探究活動

の手引き）」を教材に，担当教員が「GS 課題研

究」を進めるにあたって，未知なるものに挑む

UTO-LOGIC を育成するための授業を実施する。 

6.高校 3 年における「SS 課題研究」SSH 主対象  

探究活動の成果を課題研究論文集にまとめ，

英語による口頭発表を行う機会を設定するこ

とで課題研究の成果をグローバルな舞台で発

表する技能と態度を育成する。 

7.ロジックスーパープレゼンテーション 

第 1期に開催したSSH研究成果発表会，SSH

課題研究成果発表会を発展させた SS 課題研究，

GS 課題研究を始めとする探究活動の成果発表

の機会を設定する。 

8.高大連携・高大接続 

大学との連携指導体制を「短期指導」，「継続

指導」，「連携型指導」の 3 つに分類し，ねらい

を明確にした高大連携を図る。また，課題研究

の取組と活動実績を活かした生徒の進路希望

実現の方法として，推薦入試・AO 入試を活用

し，高大接続の在り方を検討する。 

9. 科学部活動の活性化 

「物理班」「化学(MRI)班」「生物班」に分か

れ，生徒自らが設定した研究テーマについて主

体的な活動を行う。生徒理科研究発表会，科学

研究物展示会をはじめとする科学系コンテス

トへの参加を積極的に行う。 

(5)研究開発の実践の結果概要 

1 年「ロジックプログラム」2 年「SS 課題研

究」，「GS 課題研究」，3 年「GS 課題研究」と

段階的に探究活動を進めるうえでの，テーマ設

定方法と指導方法の構築，「ロジックガイドブ

ック（本校作成・探究活動の手引き）」の活用，

ロジックルーブリックを活用した評価など探

究活動の体制を構築することができた。表.1，

表.2 で示すように，海外などで英語での口頭発

表を経験した生徒，国内学会での研究発表を経

験した生徒など校外での研究発表者が増加し，

学校全体の探究活動の取組を活性化させる原

動力となった。探究活動における高大連携・高

大接続の在り方についても研究を進めること

ができた。また，高進 SS コースを希望する生

徒数増加，GS コースの生徒による台湾國立中

科實驗高級中學発表やスーパーハイスクール

合同研究発表会など，高校から入学する生徒へ

の波及と，学校全体として SSH 事業を充実さ

せる方向性を示すことができた。 

科学部は第 15 回高校生科学技術チャレンジ

花王賞受賞に伴い出場した Intel ISEF2018 

(The Intel International Science and 

Engineering Fair 2018)で物理・天文学部門グラ

ンドアワード賞 4 位受賞し，教科書「高校物理

(東京書籍)」での研究内容掲載と併せて，探究

を進めていくうえで全校生徒の目標や到達点

を示す象徴的な活動を進めた。 

【表.1 H25SSH 指定以降 SS コース人数推移】 

 
SSH 

1 期生 

SSH 

2 期生 

SSH 

3 期生 

SSH 

4 期生 

SSH 

5 期生 

SSH 

6 期生 

英語口頭発表 全員 全員 全員 全員 14 3 

国 際 発 表 4 13 21 8 14 3 

学会等発表 6 20 23 35 25 4 

中 進 S S 41 36 39 42 46 39 

高 進 S S 11 9 12 23 22 27 

【表.2 H25SSH 指定以降研究発表件数推移】 

規模  H25 H26 H27 H28 H29 H30 

県大会 
九州大会 

SS 0 10 14 18 30 20 

部 9 14 15 18 12 16 

全国 
大会 

SS 0 0 0 1 1 0 

部 3 4 3 4 3 2 

学会 SS 0 1 3 9 7 6 

部 0 0 2 3 1 3 

国際 
発表 

SS 0 1 3 3 3 11 

部 0 1 2 2 1 2 

総計 SS 0 12 20 31 41 37 

部 12 19 22 27 19 22 
【県・九州】 
生徒理科研究発表会・県科学展・日本学生科学賞・熊
本県スーパーハイスクール合同発表会・サイエンスイ
ンターハイ＠SOJO(H26，H29 グランプリ)・九州生徒
理科発表大会・サイエンスキャッスル九州大会(H28 最
優秀賞)・バイオ甲子園・WRO Japan 九州・山口地区
大会・熊本テックプラングランプリ・熊本県アプリア
ワード(H30 グランプリ) 
【全国大会】 
全国総文祭(H29 物理部門最優秀賞)・日本学生科学賞・
JSEC 高校生科学技術チャレンジ・SSH 生徒研究発表
会(H27 文部科学大臣表彰) 
【学  会】 
日本発生生物学会・日本植物生理学会・日本物理学会
Jr.セッション・化学工学会・日本植物学会・日本動物
学会・日本古生物学会・九州両生類爬虫類研究会・熊
本大学医学部柴三郎研究発表会・熊本記念植物採集会 
【国際発表】 
Intel ISEF・SLEEP SCIENCE CHALLENGE・国際先端
科学技術学生会議・中国青少年科学技術イノベーショ
ンコンテスト(H26 銀メダル)・青少年科学技術会議(H28
最高賞)・台湾國立中科實驗高級中學発表・大韓民国盆
唐中央高校研究発表会 
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中高一貫教育校として 6年間を通した探究活動 
 

２ 研究開発の経緯 

第１期開発型(H25～H29)では，6 年間を通し

た総合的な学習の時間「宇土未来探究講座」の研

究開発に取り組んだ主な実践と課題をまとめた

ものを表.3 に示す。5 年間を通して，中学段階「宇

土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」における「野外活動」「地

域学」「キャリア教育」を柱にした豊かな体験活

動を経験した中進生と高校段階「宇土未来探究講

座Ⅳ～Ⅵ」における科学的探究活動の中心となる

SS コースの存在から，「高校から入学する生徒へ

の波及を大きくして，学校全体として探究活動を

充実する」必要性が高まり，第２期実践型(H30

～)に取り組んでいる段階である。 

【表.3 第 1 期開発型における実践と重点課題の経緯】  

第

1

年

次 

実
践 

・高校 1 年全生徒を主対象として宇土未来

探究講座Ⅳプログラム開発 

・SSH 研究成果発表会開催 

課
題 

・中学段階「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」

と高校段階「宇土未来探究講座Ⅳ」の接続 

・高校における宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅵが

学年裁量の運用で系統性が不十分。 

・プレ課題研究を通して，プレゼンテーシ

ョン力やレポート作成力の向上を実感

した生徒が増えた反面，科学技術関連情

報に触れる機会が不十分 

第

2

年

次 

実
践 

・高校 2 年 SS コース対象に「課題研究」，

主対象以外の生徒も探究活動を実施 

・プレ課題研究，課題研究におけるガイダ

ンス充実，SSH 研究成果要旨集発刊 

課
題 

・プレ課題研究から課題研究への接続，テーマ設定 

・科学的探究活動の成果発表機会の充実 

第

3

年

次 

実
践 

・高校 3 年 SS コース対象に「課題研究」を実施  

・SSH 課題研究成果発表会（英語）開催，

SSH 課題研究論文集発刊 

・課題研究テーマ設定を「個人」，「継続」，

「グループ」，課題研究指導を「共同研

究型」，「連携型」，「自治型」と体系化 

・国際発表，各種学会など発表機会の充実 

課
題 

・生徒の成長や変容を測る課題研究の評

価方法が不十分 

・科学的探究活動のデータベース化と組

織的な指導体制構築 

第

4

年

次 

実
践 

・課題研究評価としてロジックルーブリ

ック作成 

・課題研究の取組と実績を活かした高大接続の検討 

・研究開発部を中心にした全校体制の構築と 

課題研究担当者ミーティングの設置 

課
題 

・教員の指導の差と持続可能な組織運営 

・課題研究を行う SS コースと探究活動

を行う主対象外の取組，実績の差 

第

5

年

次 

実
践 

・探究活動の段階と評価観点を連動させ

たモジュール学習による「ロジックガ

イドブック(本校開発教材)」の作成 

・主対象外の生徒の探究活動発表機会の拡大 

課
題 

・探究活動を通して身につけさせたい資

質 LOGIC【L（論理性），O（客観性），

G（グローバル），I（革新性），C（創造

性）】を高める取組について，各教科の

視点の組み込みが不充分であり，SS コ

ース課題研究の指導担当者と SS コース

を除く探究活動の指導担当者の指導方

法や指導内容に差がある。 

教 育 課 程 内  教 育 課 程 外 
     

宇土未来 

探究講座 

Ⅰ～Ⅲ 

 

野 外 活 動 地 域 学 キ ャ リ ア 教 育  科 学 部 活 動 

中 高 

合 同 

農村体験・島体験 

無人島サバイバル 

E n g l i s h  C a m p 

卒業研究【個人】 

職 業 講 話 

インターンシップ 
     

ロジック 

プログラム 

 ロ ジ ッ ク リ サ ー チ 【 個 人 研 究 】  科 学 部 

活 動  ↙ ↓ ↘  ↓  

 S S H 主 対 象  SSH 主対象以外  物

理

班 

化

学

班 

生

物

班 

     

 研究室体験 個 人 研 究 グループ研究  グ ル ー プ 研 究  

 プ レ 課 題 研 究  プ レ 課 題 研 究  

  ↓ ↓ ↓  ↓↓  

課 題 研 究 テ ー マ 検 討 ・ 決 定  地

学

班 

情

報

班 

中
高
合
同 

  ↙ ↓ ↘  ↓  

課題研究 
 継 続 研 究 個 人 研 究 グループ研究  グ ル ー プ 研 究  

 S S 課 題 研 究  G S 課 題 研 究  

  ↓ ↓ ↓     

ロジックスーパープレゼンテーション・研究論文・各種コンテスト出場・学会発表・海外国際発表 
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３ 研究開発の内容 

(1) 宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ【中学段階】 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱

に，身近な環境，地元の資産に目を向け，興味・

関心をもち，知識及び手法を用いて考えをまと

め，発表する力を身につける過程を通して，知

識と体験を一体化する手法を学ばせる。 

1.仮  説 

宇土未来探究講座Ⅰ（中学 1 年） 

身近な環境に目を向けさせ，興味関心を喚起

し，様々な体験活動を重ねることにより，身近

なところから研究課題を発見，解決していく手

法を学ばせることができる。特に，理科・数学

に興味関心を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅱ（中学 2 年） 

野外活動体験や職場体験，パンフレット作り

で，調べたことや考えたことをまとめることに

より，科学的な手法の意義の理解ができる。特

に，理科・数学への興味関心により，将来の展

望を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅲ（中学 3 年） 

無人島生活体験やイングリッシュキャンプ，

論文作成で，研究成果をまとめ，発信すること

により，問題解決力・表現力を育成することが

できる。探究活動を通して科学技術分野のリー

ダーとなるための基礎を築くことができる。 

2.研究内容（検証方法） 

「野外活動」，「地域学」，「キャリア教育」，「囲

碁教育」を通して，科学と関連する様々な項目

を学習した「中進生」と高校から入学した「高

進生」を対象に高校 1 年 4 月アンケートを実施

する。各質問は選択的回答方式(4 段階：4 が肯

定的・1 が否定的)で実施し，回答の割合(％)及

び平均を得る。 

3.方  法（検証内容） 

 宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを「野外活動」，

「地域学」，「キャリア教育」，「囲碁教育」の領

域に分け，表.2(次頁)に示すように体系的な教

育プログラムを実践する。中学 3 年では表.3(次

頁)に示すように卒業研究に取り組む。 

4.検  証 

中進生 78 人，高進生 158 人対象に実施した

アンケートについて，選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合(％)及

び平均を得た結果を表.1 に示す。卒業研究等を

通して文献調査を行う機会を設定している中

進生において，理科関連の読書や科学分野のウ

ェブサイト閲覧，特に，科学系論文閲覧で高い

意識をもつ生徒の育成ができていることが確

認できた。実習に積極的に参加する意識，人前

で話をすることが得意，外国人と積極的に会話

する意欲についても，体験活動の成果や報告を

発表する機会が多い中進生で高い意識をもつ

生徒が多い傾向であった。特に，理科・数学が

好き，最先端科学や研究に関心ある生徒が中進

生に多く見受けられた。PC での文書作成や計

算処理を得意する生徒が中進生，高進生ともに

約 80%と多いことは，1 年ロジックプログラム

における要旨やポスター資料を作成するうえ

で，強みとなっていることが示された。 

【表.1 入学直後 SSH 意識調査結果[割合(%)・平均]】  

 
理科関連読書 

科学分野 

ウェブ閲覧 

科学系企画 

への意識 

科学系論文 

閲覧 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 3 2 1 1 1 1 1 0 

3 14 10 5 4 8 5 9 2 

2 38 29 29 22 38 17 12 11 

1 45 59 64 73 53 77 78 87 

Ave 1.74 1.54 1.44 1.34 1.58 1.31 1.33 1.15 
 

 

学会や発表会

への意識 
理科が好き 数学が好き 英語が好き 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 0 0 30 18 26 24 18 18 

3 3 3 43 44 36 34 25 38 

2 26 13 22 34 30 34 43 37 

1 72 84 5 4 8 8 14 7 

Ave 1.31 1.19 2.97 2.75 2.81 2.74 2.47 2.67  

 

外国への 

留学希望 

最先端技術や
研究に関心 

技術者・研究
者になりたい 

実験実習に 

積極的に参加 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 18 15 30 21 13 12 5 2 

3 23 25 34 23 29 28 14 6 

2 30 35 21 32 40 39 34 36 

1 29 25 14 24 18 20 47 55 

Ave 2.31 2.31 2.80 2.41 2.36 2.32 1.78 1.55 
 

 

人前で話をす

ることが得意 

外国人と積極

的に話したい 

情報端末 

使用・活用 

PC での文書

作成・計算 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 23 16 23 6 18 13 38 33 

3 42 48 42 19 29 29 43 45 

2 27 25 27 45 35 41 13 19 

1 8 11 8 31 18 17 6 3 

Ave 2.81 2.69 2.12 2.00 2.47 2.37 3.12 3.08  
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【表.2 宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲの学習領域及び内容と科学との関連】 

【表.3 宇土未来探究講座Ⅲ「卒業研究」テーマ一覧】 

3101 次の紙幣に載るのは誰～紙幣の肖像人物の業績から共通点を見つけ，導き出されるのるための条件～  3201 物の略称について 

3102 錬金術がしたい ～核融合反応を起こすには～ 3202 日本における在来種と外来種～ヒアリは日本に生息しているのか～  

3103 ゲーム依存について～ゲーム依存対策～ 3203 認知症の予防～日常生活との関係～ 

3104 カメの観察をしよう～カメの生態について調べよう～ 3204 人生を円滑に進めるために～じゃんけんの勝率を上げるために～  

3105 ピーマンの苦味を減らす方法～子供のピーマン嫌いを減らすため～  3206 方言と共通語～方言の必要性～ 

3106 ありは毒物を見分けることができるか～絶食させたアリと食物を与えているアリの判断力の違いについて～ 3207 紙飛行機をより遠くまで飛ばしたい 

3107 多肉植物の構造と環境の関わり 3208 どん底から復活する経営戦略～経営赤字からＶ字回復した企業に共通する特徴とは～  

3108 天気のことわざを実証しよう～観天望と天気の関わり～ 3209 Building for Natural disasters～通常建築におけるハイブリッド構造と強度の関係～ 

3109 アガーの性質についての研究～植物の「アガー」栽培～ 3210 色よって，温度上昇率はどう変わるか～補色（反対色）の吸収する光の量～ 

3110 目の疲労の取り方～インターネットに載っている方法で本当によくなるのか～  3211 なついているうさぎの行動～うさぎがつたえたいこと～ 

3111 地震に強い家～地震に強い家にするにはどのような構造工夫をしたらよいか～  3213 本当の自分とは～自分の行動に隠された真実とは～ 

3112 新鮮な味の見分け方 3214 集団心理～人の心の光と闇～ 

3113 土による野菜の育ち方～野菜を育てやすい土とは～ 3215 ストレスをやっつけよう～効果的かつ効率的なストレス解消法とは～ 

3115 なぜ外国人の身長は高いのか～オランダ人が身長が高い理由～  3216 ゲシュタルト崩壊に年齢や漢字の形が関係しているか 

3116 朝食と朝の目覚め具合に関係性はあるのか～朝食で気持ちいい朝を迎えよう～  3217 ベイスターズは親会社が変わってからなぜ観客動員数が増えたのか～ベイスターズの進化そのとき他球団は!?～  

3117 戦争はなぜ起こるのか～戦争のない世の中は来るのか～ 3218 速く走る方法～道具や方法で足は速くなるか～ 

3118 振動はどこまで広がり，被害はどこまでの範囲で発生したか～東日本大震災と熊本地震を比べて～  3219 地震被害縮小～熊本地震の特徴と被害縮小のための対策～ 

3119 人々は挨拶を聞いているのか 3220 逃げ水の研究～挑戦！逃げ水を小さな水槽で再現～ 

3120 テニスの王子様は実現可能か 3221 色による人のイメージの変化～色が人に与える印象～ 

3121 液体による植物の成長の違い～植物は育てる液体によって成長にちがいがあるのか～  3222 紙飛行機をより遠くへ飛ばす方法とは～力と重量の相関関係を探る～ 

3122 竜巻の原理～竜巻の特徴について～ 3223 LGBT について～性的少数者が楽に生活するために～ 

3123 発酵食品を作ってみよう～豆乳ヨーグルトと身近な菌～ 3224 朝にすっきり目覚める方法～朝から気持ちよくスタートするためには～  

3124 色について～色の見え方･伝わり方～ 3225 絵と個人との関連性について 

3125 明朝体～文字の書体による印象の違い～ 3226 興味をそそるクラッシック 

3126 日本と朝鮮半島の関係～歴史から未来を考える～  3227 住～住みやすい都道府県～ 

3127 日本の観光業について～日本各地に外国人観光客を呼ぼう！～  3228 八咫烏と人々の共存の仕方～昔の人々が現在に残してきた理由とは～ 

3128 ジビエ料理のこれから～野生動物と共生していくためには～  3229 植物で布を染色してみよう～植物の色を鮮やかに出すには～  

3129 糖質について～血糖値の上がり方とカロリーの関係～ 3230 新聞の魅力を再発見！！～新聞に潜むたくさんの魅力～ 

3130 うとゆきながしゃんをゆるキャラグランプリにしよう！～くまモンから学ぶグランプリの特徴～  3231 心を動かす言葉～人の心理に基づく“よい表現”の共通点とは～  

3131 犬と人の心理学 3232 ストレスと自律神経の関係～自律神経の整え方～ 

3132 ユニバーサルデザイン～ユニバーサルデザインの共通点から形に～  3233 勉強をはかどらせよう！～勉強のストレスを軽減させるためには～  

3133 音について 3234 果物で砂糖をつくろう！！～果物から砂糖を取り出すことはできるか～  

3134 青色と記憶～青色が記憶に与える効果とその他の効果～ 3235 電子機器の使用時間と睡眠の時間と質との関係性～スマホを使わなければ朝スッキリ起きれるってマジっすか!?～ 

3135 2045 年問題～AI が人類を越える日～ 3236 いじめと心理学～集団心理によるいじめの防止方法を探る～  

3136 粘着と素材～粘着力と素材は関係するのか～ 3237 ストレスと間食について～ストレスに対する効果的な間食とは？～  

3137 地域と言葉～ぐっちっぱーのぐのちのぐのぱ～ 3238 地球以外に生物が存在する星はあるのか～生物が存在する可能性はどれくらいか～  

3138 声の遺伝と性質について～親子の声～ 3239 鳥獣と対策～農業のこれから～ 

3139 百人一首～多視点からみる百人一首の世界～   

3140 教室移動にかかる時間の差～宇土中生の教室移動を早くするためには～    
  

  野外活動 地域学 キャリア教育 囲碁教育 
1
年 
70 

時

間 

内  容 菊池のんびり農村生活体験 

御所浦わくわく島体験 

宇土の自然を通して熊本， 

日本の自然や文化を知ろう 

職業講話 囲碁教室 

囲碁大会 

 
 

科学との 

関連項目 

・火熾し・飯盒炊爨 

・天体観測 ・化石採集 

・田んぼの生き物  

・籾を用いた探究活動 

・白山登山(動植物の観察) 

・木に親しむ 

・高校生論文読み解き 

・既習テーマを用いた探究活動 

・アナウンサー 

・気象台予報官 

・学芸員，理学博士 

・菓子職人，起業家 
2
年 
70 
時 

間 

内  容 阿蘇自己再発見キャンプ 地域紹介パンフレット 宇土中インターンシップ 

科学との 

関連項目 

・火熾し ・ロープワーク 

・自然体験 ・植物の観察 

・地域紹介パンフレット作
成に関わるICT機器活用 

・農業・花卉・養鶏・園芸 

・製茶・畜産・建築・建設 

・製造・教育・福祉・環境関連 

3
年 
70 
時 
間 

内  容 無人島サバイバル生活体験 自由テーマでの探究活動 

イングリッシュキャンプ 

パネルディスカッション 

「夢を描く」 

科学との 

関連項目 

・磯の生き物観察・測量 

・調理などの野外生活  

・植物観察・天体観察 

・テーマ探し・情報収集 

・まとめ・研究発表 

・英語表現活動 

・講師・地域インタビュー 

・意見交換，まとめ 

・プレゼンテーション 

自
国
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
心
の
醸
成 

「
論
理
的
思
考
」・「
集
中
力
」・「
大
局
観
」 
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(2)ロジックプログラム【高校１年】 

1)Ⅰ(前年度成果発表会)・Ⅱ(出前講義)・Ⅲ(科学史講座) 

1.仮  説 

同年代の探究活動，最先端の研究や技術，自

然科学の原理に関する歴史に触れることによ

って，将来の進路や職業を考え，探究する態度

や研究への興味・関心を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

「将来の進路や職業を考えるうえで，また，

研究に関心をもつうえで有意義・効果的であっ

たか」について，選択的回答方式(4 段階：4 が

肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。 

3.方  法（検証内容） 

ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲを表.1 の計画

で実施する。ガイダンスでは，生徒自主制作

SSH 紹介 DVD 上映，SSH 研究主任による事業

紹介，シンキングツール活用，ロジックガイド

ブック(本校開発教材・40 頁参照)活用ガイダン

スを行う。表.2 に示す本校理科，数学教員によ

る科学史講座，表.3 に示す高校 1 年の中学次の

海外研修や探究活動の成果を発表する前年度

成果発表会，表.4 に示す出前講義を実施し，探

究活動のテーマ設定や探究活動への意義，意欲

を高められるようにする。 

【表.1.ロジックプログラム実施計画】 

Ⅰガイダンス・シンキングツール  4 月 13 日・20 日  

Ⅰ前年度成果発表会 6 月 15 日 

Ⅱ出前講義・16 講座 10 月 11 日 

Ⅲ科学史講座・6 講座 5 月 18 日・25 日・6 月 8 日 

【表.2 科学史講座名及び担当者】 

物理 力の Newton，光の Newton 梶尾滝宏 

化学 金属の歴史 早野仁朗 

生物 有明海のノリ養殖・ウトウトタイムの経緯  後藤裕市 

地学 自然は謎解きされるのを待っている～地層・岩石から分かること～  本多栄喜 

数学 無限ホテル 竹下勝明 

数学 四次元ポケットについて考える 上野雅広 

【表.3 前年度成果発表会・発表内容】 

海
外
研
修 

1 中進 米国研修 

2 高進 homestay in Australia 

探
究
活
動 

3 高進 私と自由研究 

4 高進 野菜と果物の長持ち保存方法 

5 中進 
スペースコロニーがどのようなものになるか 
～宇宙での人類の移住先～ 

6 中進 うずらの卵を孵化させよう 

7 中進 植物と CO2の関係 

  
【図.1 前年度成果発表会・出前講義の様子】 

【表.4 出前講義・講座一覧】 
1 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 田中 剛 

「地球の年令をはかる-岩石の年代測定の話-」 

2 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 四方 雅仁 

「遺伝子組換えとゲノム編集～品種改良の加速化・効率化～」  

3 山口大学大学院医学系研究科 助教 北川 孝雄 

「微生物から学んだ生命の基本原理と最近の癌・再生医療研究」 

4 北九州市立大学国際環境工学部機械システム工学科 准教授 趙 昌熙  
「生体機械工学と人工関節のはなし」 

5 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 助教 美藤 純弘 
「たかが唾液，されど唾液 〜唾液がでることの意味〜」 

6 九州大学大学院 農学研究院  教授 酒井 謙二 
「応用微生物学者は『もやしもん』に嫉妬している」 

7 大分大学理工学部福祉メカトロニクスコース 准教授 池内 秀隆 
「メカトロニクスと福祉工学」 

8 九州工業大学工学部総合システム工学科  教授 藤田 敏治  

「正多面体のはなし－折り紙でいろいろな立体をつくろう－」  

9 福岡県立大学看護学部  講師 増満 誠 

「看護に活きる・活かす，知覚・認知心理学から スポーツビジョンまで，眼の働きを科学する」 

10 熊本大学工学部機械数理工学科  教授 北 直泰 
「数学で気づけたこと（自転車の反射板）数学で気づけなかったこと（パラシュート）」  

11 山口大学 大学教育機構 教授 小川 勤 
「子供の貧困と学力問題」 

12 長崎県立大学経営学部経営学科  教授 代田 義勝 
「スウェーデンはどのように福祉社会を作り上げているのか」  

13 熊本大学文学部総合人間学科  教授 鹿嶋 洋 
「災害と地理学」 

14 鹿児島大学法文学部 教授 藤内 哲也 

「描かれた外来者―絵画からよみとる都市の国際性―」 

15 熊本大学教育学部 准教授 山本 耕三 

「受験生がつくる地域間の結び付き」 

16 九州大学芸術工学部 准教授 伊藤 浩史 
「生命とはなにか？～数学を使った生物学のススメ～」 

4.検  証 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に実

施したアンケートについて，選択的回答方式(4

段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合

(％)及び平均を得た結果を表.5 に示す。また，

SSH 主対象である高校 1 年が，高校 2 年次に

SSコースを選択する人数の推移を表.6に示す。 

ロジックプログラムⅠ・Ⅱ・Ⅲが探究活動を

進めるうえで有意義・効果的と肯定的にとらえ

た生徒は，SS コース約 70～80%，GS コース

約 45%～55%と差がみられたことから，探究活

動の意義や理解が不十分であると考えられる。

テーマ設定につながる取組に加え，ガイダンス

の充実や，探究の過程を経験させるミニ課題研

究を実施するなど探究活動に必要な考え方，技

能や手法を実感させる取組を充実させる必要

があると考えられる。 

【表.5 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 

ガイダンス 
シンキングツール 

科学史講座 
6 講座 

前年度 
成果発表会 

出前講義 
16 講座 

SS GS SS GS SS GS SS GS 

4 13 8 17 9 19 11 32 15 

3 51 41 60 36 56 39 44 42 

2 30 36 17 42 21 35 17 30 

1 6 14 5 13 5 15 6 13 

Ave 2.70 2.43 2.90 2.41 2.89 2.46 3.02 2.60 

【表.6 高校 2 年 SSH 主対象生徒数の推移】 
 H25 H26 H27 H28 H29 H30 
中進 SS 41 36 39 42 46 38 
高進 SS 11 9 12 23 22 27 
SS 総計 52 45 51 65 68 65 
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(2)ロジックプログラム【高校１年】 

2)ロジックリサーチ・ポスターセッション 

1.仮  説 

(1)自らの興味・関心の高い事象について，探究

活動の手引き「ロジックガイドブック(本校開

発教材・40 頁参照)」を活用した探究活動の

取組を通して，未知を探究する態度や研究へ

の興味・関心を高めることができる。 

(2)ロジックルーブリック(40 頁参照)及びロジ

ックガイドブックを生徒・教員で共有するこ

とによって，自らの興味・関心の高い事象に

ついて，科学論文形式 IMRAD を意識したレ

ポート及びポスター作成，プレゼンテーショ

ンで表現することができるようになる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)「将来の進路や職業を考えるうえで，また，

研究に関心をもつうえで有意義・効果的であ

ったか」について，選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。 

(2)表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 1 段階(5 段階評価)に着目して，

ロジックリサーチ実施前後の変容の全体像を

把握するため，各観点を選択的回答方式(4 段

階：4 が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価し

た結果を各段階の割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 1 段階(2~5 省略)】 

観点 1段階(ロジックリサーチ)・記述語 

Logically 
(論理性) 

説明の一般性 
科学的論文形式IMRADに沿う 
レポート作成ができる 

Objectively 
(客観性) 

情報の正確性 
参考文献の出典を明らかにした 
レポート作成ができる 

Globally 
(グローバル) 

視野の拡がり 
興味・関心を未知領域で展開する 
レポート作成ができる 

Innovative 
(革新性) 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を変えるレポート作
成ができる 

Creative 
(創造性) 

未知の創造 
自分の既知と未知の区別がある 
レポート作成ができる 

3.方  法（検証内容） 

ロジックリサーチ・ポスターセッションは，

生徒自らが設定したテーマを探究してレポー

トを作成する「ロジックリサーチ」と，ポスタ

ーを作成し発表する「ポスターセッション」の

2 段階で構成される。表.2・表.3 で示すプログ

ラムを計画し，表.5 に示すように 1 学年生徒全

員が設定したテーマを担当教員が個別指導を

行う。生徒には，アヤトゥスカルタ等シンキン

グツール，先行研究調査，科学論文形式 IMRAD

等，ロジックガイドブックに基づいたガイダン

スを実施する。担当教員には，表.4 に示すアジ

ェンダで教科ごとにグループ編制をしたワー

クショップを行う。H29 生徒ロジックリサーチ

「紫の歴史」をアンカー作品に設定し，「教科

の特性，視点によって探究の可能性が拡がる」

ことをねらいとした職員研修を実施する。 

【表.2 ロジックリサーチ日程】 

4月 20日 
SSH ガイダンス・テーマ検討開始 
ロジックガイドブック配付 

6月 15日 テータ提出・全職員で担当割振り 

6月 20日 職員研修「ワークショップ」 

6月 22日 
ロジックリサーチ・ガイダンス 
探究方法に関する面談実施 

7月 20日 レポート提出（一次提出） 

夏季休業 レポート添削・訂正 

8月 31日 レポート提出（完成） 

【表.3 ポスターセッション日程】 

9 月 8 日 クラスポスターセッション 1 

9月 21日 クラスポスターセッション 2 

9月 28日 クラスポスターセッション 3 

10月26日 代表者発表会 

【表.4 職員研修ワークショップ・アジェンダ】 
時間 内容 

5 分 オープニング 
10 分 ロジックリサーチ・ガイダンス 

40 分 
 
 
 

(10 分) 
 

(2 分) 
 

(10 分) 
 
 

(8 分) 
(5 分) 

 
(5 分) 

ワークショップ 
ねらい 教科の特性，視点によって探究の
可能性が拡がることを実感する 

アンカー作品の修正点を付箋紙「赤」に記入 
 ＊一枚の付箋紙に 1 コメントのみ記入 
付箋紙「赤」を A0 ポスターに添付 
 ＊関連ある部分の近くに添付する 
アンカー作品のテーマについて， 
 「自分ならどう探究するか」を付箋紙「黄緑」に記入 
 ＊題材や方向性，探究方法を記入 
付箋紙「黄緑」を A0 ポスターに添付 
A0 ポスターに「赤」で修正点・改善点など記入 
 ＊班でディスカッションして，代表的なものを記入 
ワールドカフェ方式で共有 
１人がポスターにて説明・残りは他班で説明を受ける。 
他班で説明を受けた内容を説明で残った 1 人に伝える 

5 分 クロージング 

   
【図.1 職員研修の様子】 
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夏季休業を中心に，生徒が進める探究活動を

担当教員が支援する。文書作成ソフトでレポー

ト作成を進め，データは生徒が所有する記録媒

体に保存し，最終的に校内 LAN にデータ提出を

する。ポスターセッションでは，ロジックガイ

ドブックに示した作成要領に基づいてポスタ

ーを作成した後，PDF 形式に変換した資料をタ

ブレット端末からスクリーン投影し，一人 3 分

以内でクラス発表を行う。ポスターセッション

実施後，生徒間の相互評価によりクラス代表 2

人を選出し，合計 12 テーマ，プレゼンテーシ

ョンソフトを活用した全体発表を行う。 

 
【図.2 ロジックガイドブック P.3 [O-1] 】      

 
【図.3 クラスポスターセッションの様子】 

      

  
【図.4 代表者発表の様子】 

 
      

【表.5 研究テーマ及び担当教員】 
ID 研究テーマ 担当教員 

1101 川の水質調査 梅本亜紗美 

1102 ボールペンの仕組み 佐藤 良一 

1103 シャープペンの芯が折れにくい仕組み 中元 義明 

1104 足が速くなる方法 磯野 克康 

1105 男女の産み分け方 皆越千賀子 

1106 二階から目薬の確率 上野 雅広 

1107 きれいな川と汚れた川の違い 植田 直子 

1108 メントスコーラの原理 吉村 早織 

1109 色が人に与える影響 國武 弘明 

1110 紙飛行機の上手く飛ぶ折り方，投げ方 磯野 克康 

1111 なぜ虹が出来るのか 梶尾 滝宏 

1112 天然水への味のつけ方 吉村 早織 

1113 ルービックキューブをそろえるコツ 中元 義明 

1114 縮毛について 組島 枝莉 

1115 地球の自転が止まるとどうなる？ 上野 雅広 

1116 キリスト教について 犬童 晴南 

1117 自由落下運動 植田 直子 

1118 今いる虫 長尾 圭祐 

1119 人工知能と仕事 上野 雅広 

1120 筋肉について 境  亜希 

1121 にわとりはなぜ飛べないのか 中元 義明 

1122 野菜の苦みをなくすには 植田 直子 

1123 ジュースに含まれる砂糖の量 皆越千賀子 

1125 肌を白くするために 廣田 哲史 

1126 抹茶とコーヒーについて 犬童 晴南 

1127 蚊にさされたときの効果的な対処法 吉村 早織 

1128 
赤ちゃんが好きな形や色について 

～アンパンマンはなぜ好かれるのか～ 
國武 弘明 

1129 縮毛の人と直毛の人の違い 組島 枝莉 

1130 日焼けの跡をなくすには 廣田 哲史 

1131 地震で起こる大地の変化 本多 栄喜 

1132 日焼けが肌に及ぼす影響 廣田 哲史 

1133 日焼けが体に及ぼす影響 廣田 哲史 

1134 ビタミンＣの疲労回復効果 皆越千賀子 

1135 声が役に立つこと 犬童 晴南 

1136 
「防災と食事」 

災害時に食べ物に困らないようにするには？ 
永吉与志一 

1137 身長について 佐藤 良一 

1138 筋肉について 境  亜希 

1139 品種改良によってできたりんごについて 鬼塚加奈子 

1140 縮毛と直毛の違いについて 組島 枝莉 

1201 燃料電池について 吉村 早織 

1202 人工芝について 山口 輝尚 

1203 インフルエンザの感染経路・感染力と予防 牧野 貴子 

1204 糸電話の可能性 山口 輝尚 

1205 辛味と痛みの関係について 井上  遙 

1206 アライグマへの対策と法整備 長尾 圭祐 

1207 生物の進化 中元 義明 

1208 赤潮について 村田  繁 

1209 なぜ進化には多様性があるのか？ 奥田 和秀 

1210 島原の乱と天草四郎 井上  遙 

1211 花粉症とは？ 上野 雅広 

1212 花粉症について 上野 雅広 

1213 入浴で得られる効果 國武 弘明 

1214 風エネルギーの効率的な利用法 竹下 勝明 

1215 授業中に眠くなるのは何故か？ 金子 隆博 

1216 サイドスローの極意 磯野 克康 

1217 骨折の仕組み 山口 輝尚 

1218 タイムマシンを作ることは可能か？ 上野 雅広 

1219 バレーボールの回転数とサーブの軌道 本多 栄喜 

1220 生物の成長について 中元 義明 

1221 環境に配慮した効率のいい発電 長田 洋子 

1222 体内の情報伝達について 金子 隆博 

1223 ゴム人間は本当に強いのか？ 橋本 慎二 

1224 人間はなぜ筋肉痛になるのか？ 境  亜希 

1225 筋肉をたくさんつけるには？ 境  亜希 

1226 生物が水に浮くこと 長尾 圭祐 

1227 生物の毛について 梅本亜紗美 

1228 暑い夏にぴったり！保冷実験！ 植田 直子 

1229 日焼け止めを塗る量と効果 廣田 哲史 

1230 The food culture difference 永吉与志一 

1231 ダウン症について 松岡  訓 

1232 人の記憶について 後藤 裕市 

1233 蚊の嫌う香り成分と色について 中山富美子 
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1234 水中でシャボン玉はできるのか？ 梶尾 滝宏 

1235 肌の色を白くするには？ 廣田 哲史 

1236 酸性・アルカリ性の食べ物 吉村 早織 

1237 寝癖がつく理由と対策 井上  遙 

1238 音楽が与える影響 犬童 晴南 

1239 熊本地震による液状化現象 本多 栄喜 

1240 食品添加物とヒトの影響 國武 弘明 

1301 サイコロの確率計算 吉村 早織 

1302 効率のよいカビの殺し方 後藤 裕市 

1303 サッカー戦術の歴史 竹下 勝明 

1304 人の「癖」について 廣田 哲史 

1305 正史三国志と三国志演義の比較 國武 弘明 

1306 コナンの導くパラレルワールドの未来 犬童 晴南 

1307 音楽を聴いている時と何も聞かないときの記憶力の差  犬童 晴南 

1308 秋元康の作った曲はなぜ売れるのか 犬童 晴南 

1309 橋の強度 早野 仁朗 

1310 ケースレス弾を使用した銃の考察 竹下 勝明 

1311 戦国時代のお城 奥田 和秀 

1312 第二次世界大戦から現代までの銃の進化 佐藤 良一 

1313 植物の成長できる高さ 佐藤 良一 

1314 植物の呼吸 後藤 裕市 

1315 環境保全の取組 鬼塚加奈子 

1316 フリースローの決まる確率を斜方投射を使って求める  梶尾 滝宏 

1318 嶽本陸を縫い糸何本で吊れるか。 森内 和久 

1319 ペットボトルロケットの研究 梶尾 滝宏 

1320 シャボン玉の持久性とシャボン液の関係 早野 仁朗 

1322 宇宙空間のどの場所が太陽光発電の効率が良いか  竹下 勝明 

1323 ピンポン玉の浮き上がり方 鬼塚加奈子 

1324 世界の同性婚事情 鬼塚加奈子 

1325 坂口安吾について 松岡  訓 

1326 白砂糖の代用品 國武 弘明 

1327 喫煙が周囲に及ぼす影響 吉村 早織 

1328 日焼け止めの効果 松永 美志 

1329 天気予報で予想できない降雨 本多 栄喜 

1330 怪我をしにくい身体とは 廣田 哲史 

1331 日本と韓国 永吉与志一 

1332 古典歌舞伎から演劇への発達 橋本 慎二 

1333 地震について 本多 栄喜 

1334 二酸化炭素を削減・利用する 早野 仁朗 

1335 睡眠に適した音楽 犬童 晴南 

1336 ダイラタンシー現象と内部衝撃について 竹下 勝明 

1337 西洋の哲学者たちの背景を考察する 森内 和久 

1338 動物のシェルターの現状と打開策 長尾 圭祐 

1339 Eyes color～違いと秘密～ 橋本 慎二 

1401 ボーカロイドを用いた方言の研究 村田  繁 

1402 酸性・アルカリ性と融点・沸点との関係 村田  繁 

1403 パソコンの中に立体人間を造ろう！！ 竹下 勝明 

1404 人工肉について 佐藤 良一 

1405 シャボン玉で手紙を運びたい 村田  繁 

1406 服の汚れを落とすのは，どのような成分なのか 國武 弘明 

1407 乳酸菌の分離と簡易同定 後藤 裕市 

1408 切り花を長持ちさせるには 鬼塚加奈子 

1409 10 年後の職業 中山富美子 

1410 人類滅亡の可能性 村田  繁 

1411 ガムはチョコと一緒に食べるとなぜ溶けるのか  上野 雅広 

1412 脳のない生物の進化について 井上  遙 

1413 熊本のオカルト 橋本 慎二 

1414 洗剤による汚れの落ち方の違い 牧野 貴子 

1415 成人年齢の引き下げによる我が国への影響 原  明倫 

1416 若者の関心事と投票 森内 和久 

1417 ストレッチと健康の関係 磯野 克康 

1419 野球場のふしぎ 磯野 克康 

1420 LGBT～日米の性に対する考え方の違い～ 牧野 貴子 

1421 最高硬度の物体とその活用法 村田  繁 

1422 
ゴムの弾性力について～漫画『ONE PIECE』”

ゴムゴムの銃”の威力を求めよう～ 
橋本 慎二 

1423 精神疾患について 原  明倫 

1424 藻類を用いた光合成色素の比較 後藤 裕市 

1425 2050 年の人工知能について 井上  遙 

1426 作曲家の生い立ちについて 井上  遙 

1427 血小板の研究 井上  遙 

1428 性格とストレスの関係 鬼塚加奈子 

1429 折れにくいチョークの持ち方 松岡  訓 

1430 鶏の生態研究 北島 潤一 

1431 1582 年 6 月 2 日，これ何の日だっ！ 奥田 和秀 

1432 宇土半島の地形と気象による影響 本多 栄喜 

1433 太陽光と人工ライトでの植物の成育の違い 後藤 裕市 

1434 略語について 國武 弘明 

1435 人間と感情 松岡  訓 

1436 匂いが人に及ぼす影響 北島 潤一 

1437 もし地球の自転や公転の速度が変化したら？ 原  明倫 

1438 紐の垂れ方を式にできるか 長田 洋子 

1439 殺処分を減らすために 中山富美子 

1440 庭の植物でオリジナルの図鑑を作る 長尾 圭祐 

1501 地球の自転 原  明倫 

1502 DNA の抽出 後藤 裕市 

1503 鼻炎を治す方法 原  明倫 

1504 地球温暖化の影響 本多 栄喜 

1505 宇宙のはじまり 原  明倫 

1506 疲れのとれる睡眠 金子 隆博 

1507 北朝鮮からの脱北 永吉与志一 

1508 星の起源と寿命 井上  遙 

1509 疲れのとれる睡眠時間 金子 隆博 

1510 坊主にしたらなぜ髪質が変わることがあるのか  磯野 克康 

1511 
トランプ大統領がなぜ非難を浴びながらも 

大統領をやめさせられないのか？ 
奥田 和秀 

1512 地球 原  明倫 

1513 静電気の力 梶尾 滝宏 

1514 カールじいさんと空飛ぶ家 森内 和久 

1515 フルダイブ型技術の実現について 村田  繁 

1516 宇宙の成り立ちと特徴 牧野 貴子 

1517 負担の少ないピッチングフォーム 磯野 克康 

1518 なぜ海は満ち引きをするのか？ 原  明倫 

1519 月と地球の関係 牧野 貴子 

1520 DNA の抽出・観察と活用（植物） 後藤 裕市 

1521 ロジンの歴史 梅本亜紗美 

1522 発生したエネルギーは何処へ行く？ 梶尾 滝宏 

1523 まぶたの一重と二重の構造の違い 長田 洋子 

1524 大豆の秘密 中山富美子 

1525 足の速さについて 磯野 克康 

1526 体にいい食べ物 中山富美子 

1527 型に入れた野菜とそのままの野菜の違い 松永 美志 

1528 汗拭きシートの成分 吉村 早織 

1529 化粧品の成分について 組島 枝莉 

1530 なぜ，日焼けしやすい人とそうでない人がいるのか 組島 枝莉 

1531 いろいろな形の野菜を作る 鬼塚加奈子 

1532 健康に良い食べ物 松岡  訓 

1533 音楽が人に与える影響とは 犬童 晴南 

1534 日焼けについて 早野 仁朗 

1535 熊本城の地震被害 本多 栄喜 

1536 液状化現象の追求 犬童 晴南 

1537 人の感情について 松岡  訓 

1538 熱 松岡  訓 

1539 沈殿の速さと関係性 早野 仁朗 

1601 人間は火星に住めるか？ 本多 栄喜 

1602 混ぜたらあぶないもの 吉村 早織 

1603 最近の台風の勢力について 井上  遙 

1604 これから必要になる職業 松岡  訓 

1605 悪影響のあるウイルスがなくなったら 廣田 哲史 

1606 仮想通貨と電子マネーの違い 上野 雅広 

1607 人の集中力について 磯野 克康 

1608 えら呼吸のしくみと応用 村田  繁 

1609 波について 竹下 勝明 

1610 セミの寿命はどのくらいだろうか？ 村田  繁 

1611 カフェインについて 磯野 克康 

1612 夕日はなぜ赤いのか？ 梶尾 滝宏 

1613 緑色の葉と赤色の葉の違い 吉村 早織 

1614 なぜ授業は眠くなるのか？ 金子 隆博 

1615 水力発電で車を走らせる 竹下 勝明 

1616 人の体内時計について 原  明倫 

1617 AI で明るい未来を 鬼塚加奈子 

1619 砂糖依存症を知る。 國武 弘明 

1620 プログラミングと出力の関係 竹下 勝明 

1621 トマトの美味しさの秘密 廣田 哲史 

1622 アイシングの効力 境  亜希 

1623 チョークと原料の関係 松岡  訓 

1624 仮想通貨が普及しない理由と今後の普及可能性  松永 美志 

1625 アミノ酸のはたらき 長田 洋子 

1626 赤ちゃんはなぜ「いないいないばあ」で笑うのか？  松岡  訓 

1627 AI が人間の能力を上回るとどのようなことが起こるのか  廣田 哲史 

1628 宇宙でＷi-Fi を使うことができるのか。 竹下 勝明 

1629 洗剤の泡立て時間と洗浄効果 皆越千賀子 
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1630 UV レジンが硬化する仕組み 上野 雅広 

1631 東京の空気は本当に汚いのか。 梅本亜紗美 

1632 本当の自分を写し出すのは写真？それとも鏡？  原  明倫 

1633 汗ふきシートについて 梅本亜紗美 

1634 虹 井上  遙 

1635 スーパーフードについて 皆越千賀子 

1636 冷たいものを食べたときに頭がキーンとなるのは何故か  上野 雅広 

1637 オーロラの仕組み 本多 栄喜 

1638 抗酸化作用 松永 美志 

1639 国によって顔のつくりや体格が違うのはなぜか  國武 弘明 

1640 過去の洪水から自分の地域を調査する 永吉与志一 

4.検  証 

(1) 未知を探究する態度や研究への興味・関心を高める 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に実

施した「将来の進路や職業を考えるうえで，ま

た，研究に関心をもつうえで有意義・効果的で

あったか」アンケートについて，選択的回答方

式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回答した

割合(％)及び平均を得た結果を表.6 に示す。ロ

ジックリサーチ・ポスターセッションが探究活

動を進めるうえで有意義・効果的と肯定的にと

らえた生徒は，SS コース約 75%，GS コース

約 60%となった。また，探究活動の手引き「ロ

ジックガイドブック」を活用が探究活動を進め

るうえで有意義・効果的と肯定的にとらえた生

徒は，SS コース約 70%，GS コース約 45%と

なった。クラス発表会では，全員がポスターセ

ッションする機会を通して，プレゼンテーショ

ンやポスターについて相互評価を進めること

ができ，代表者発表会では，探究活動の到達目

標を高めるうえで効果が高く，プレ課題研究の

テーマ設定を検討するうえでも重要な役割を

果たした。ロジックリサーチの進め方に関する

職員研修・生徒対象のガイダンスを実施したう

えで取り組んだことで，すべてのレポート及び

ポスターで科学論文形式 IMRAD を意識した探

究活動をすることができていた。ロジックガイ

ドブックは，探究を教えるための教材ではなく，

必要なときに手引きとして活用する運用とし

たが，ガイダンス機能を充実させることをねら

いに改訂版を編纂する必要性がある。 

(2)科学論文形式 IMRAD を意識した表現・発表 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に，

ロジックルーブリックの 5 観点(L,O,G,I,C)の 1

段階(5 段階評価)に着目して，ロジックリサー

チ実施前後の変容の全体像を把握するため，各

観点を選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で生徒自己評価した各段階の割合(%)

と各質問の平均を得た結果を表.7，表.8 に示す。

ロジックリサーチ・ポスターセッションを通し

て，5 観点(L,O,G,I,C)において全体的に生徒自

己評価が高くなった傾向が得られた。特に，

Logically(論理性)「科学的論文形式 IMRAD に沿

うレポート作成ができる」と自己評価する生徒

の割合が増えた。また，Objectively(客観性)「参

考文献の出典を明らかにしたレポート作成が

できる」と自己評価する生徒の割合が増えたこ

とからも先行研究調査を意識した探究活動を

展開できていることが示された。しかし，

Innovative(革新性)「自分の認識・感覚を変える

レポート作成ができる」や Creative(創造性)「自

分の既知と未知の区別があるレポート作成が

できる」の自己評価が低い傾向が得られたこと

から，研究の目的設定や研究計画立案について，

教員と生徒の面談方法やシンキングツールの

活用法の検討が必要であることから，探究の

「問い」を創る授業を通して生じた探究テーマ

を活用することも有効だと考えられる。 

【表.6 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 

ロジックリサーチ 
ポスターセッション 

代表者発表会 
ロジック 

ガイドブック 
SS GS SS GS SS GS 

4 29 17 27 12 16 7 
3 46 43 49 45 51 38 

2 22 31 21 33 27 40 
1 3 8 3 11 6 15 

Ave 3.00 2.69 3.00 2.57 2.76 2.36 

【表.7 SS コース自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 0 6 17 21 3 6 2 2 3 5 

3 20 44 25 62 19 38 19 37 21 53 

2 34 38 38 14 50 40 52 47 56 33 

1 45 11 20 3 28 16 27 15 21 8 

Ave 1.75 2.46 2.39 3.00 1.97 2.35 1.95 2.25 2.06 2.55 

差 0.71  0.61  0.38 0.30 0.49 

【表.8 GS コース自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 1 4 2 7 2 4 2 4 1 4 

3 8 22 20 42 11 18 14 24 17 21 

2 37 44 35 33 42 48 50 47 36 42 

1 55 31 43 18 44 30 34 25 46 33 

Ave 1.53 1.98 1.81 2.39 1.72 1.96 1.84 2.08 1.74 1.96 

差 0.45  0.58 0.25 0.24 0.22 
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(2)ロジックプログラム【高校１年】 

3)未来体験学習(県内先端企業訪問) 

1.仮  説 

科学技術を活用・応用して事業を展開する研

究機関及び事業所での研修を通して，科学技術

の発展と日常生活との関連を理解し，進路選択

について考えを深めることができる。また，ロ

ジックリサーチなど探究活動を進めるうえで

必要な知識や素養を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

「将来の進路や職業を考えるうえで，また，

研究に関心をもつうえで有意義・効果的であっ

たか」「未来体験学習実施前後で意識が変容し

たか」について，選択的回答方式(4 段階：4 が

肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。 

3.方  法（検証内容） 

1 学年全員対象に事業所(表.1)で実施する未

来体験学習を表.2 のように計画する。ガイダン

スでは，事業所作成の受入カードやパンフレッ

トをもとに事業所を紹介し，進路希望に応じた

事業所を選択させる。事前指導，研修，事後指

導に分けて実施する。事前指導では“しおり”

を活用して，『選択理由またはイメージ整理』

『HP・資料から特徴整理』『特徴を表すキーワ

ード』『質問したいこと』の 4 項目の記入を課

題とする。研修内容は表.3 に示すように「事業

概要説明」，「施設見学」，「機器・装置等を活用

した実習」，「講義」を中心に各事業所で研修プ

ログラムを構築し，ロジックリサーチ及びプレ

課題研究など探究の視点を重視して実施する。 

【表.1 事業所一覧及び引率者】 

 事業所名 引率者 

1 平田機工株式会社 井上 遥 

2 エーザイ生科研 國武弘明 

3 カネリョウ海藻株式会社 鬼塚加奈子 

4 保健環境科学研究所 本多栄喜 

5 メルシャン八代工場 上野雅広 

6 JNC(株)水俣製造所(チッソ) 松岡 訓 

7 熊本県水産研究センター 原 明倫 

8 不二ライトメタル株式会社 吉村早織 

9 KM バイオロジクス株式会社 磯野克康 

10 日本合成化学工業(株)熊本工業 村田 繁 

【表.2 未来体験学習日程】 

6 月 22 日 ガイダンス・事業所紹介 

7 月 2 日 事業所別参加者名簿決定 

7 月 6 日 第 1 回事前指導「事業概要理解」 

7 月 20 日 第 2 回事前指導「研修中の注意」 

7 月 24 日 未来体験学習(県内先端企業訪問) 

7 月 27 日 事後指導「レポート作成」 

【表.3 研究機関・事業所別研修内容】 

平田機工株式会社 
会社説明（DVD 視聴，概要説明） 
工場見学（自動車関連生産設備） 

エーザイ生科研 
分析センター見学，健康な農作物・社会貢献 
農作物生産における土壌診断に基づく土づくり 

カネリョウ海藻株式会社 
会社概要説明（海藻関連商品・品質管理） 
加熱殺菌システム（THC）説明・見学 

保健環境科学研究所 
所長挨拶及び研究所の概要説明 
微生物科学部，生活化学部，大気科学部， 
水質科学部の施設見学研修，各部研究発表 

メルシャン八代工場 
工場概要説明（商品開発・品質管理） 
水質確認実験・アルコール発酵・工場見学（発酵・醸造過程）  

JNC(株)水俣製造所(チッソ) 
オリエンテーション（歴史・製品説明）・農業システム説明（水力発電・化学肥料）  
展示室説明（液晶有機 EL 材料，ファインケミカル製品，シリコンケミカル製品等） 

熊本県水産研究センター 
研修「水産生物を知る」種類を知るスケッチ/固定 
定性的特徴を知る 外部形態測定 
定量的特徴を知る 一定量中の現存量計数 

不二ライトメタル株式会社 
挨拶・会社案内・マグネシウムの基礎講座 
工場見学（マグネシウム加工工場，表面処理工場）  
加工装置の実演・表面処理実演（FSW，プレス機，マシニングセンター）  
マグネシウムと他金属の重さの体験，マグネシウム製車椅子  

KM バイオロジクス株式会社 
事業概要説明（医薬品産業・化血研紹介）先輩との懇談会 
製造技術等説明（インフルエンザワクチンができるまで）  
インフルエンザワクチン製造工程見学 
生体組織接着剤 使用方法実演・実習 

日本合成化学工業(株)熊本工業 
概要説明（事業・商品開発）・工場見学（バイオマスボイラー）  
実験（ポリビニルアルコール水溶性確認） 

4.検  証 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に実

施した「将来の進路や職業を考えるうえで，ま

た，研究に関心をもつうえで有意義・効果的で

あったか」，「未来体験学習実施前後で意識に変

容が見られたか」について，選択的回答方式(4

段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合

(％)及び平均を得た結果を表.4 に示す。SS コー

スを選択した 65 人で特に，県内先端企業訪問

は進路選択や研究への関心を高めるうえで効

果的で，最先端技術への関心や研究者への関心

を高めるうえで有効であることが示された。 

【表.4 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 

県内先端 
企業訪問  

最先端技術や 
科学への関心 

技術者・研究者 
になりたい 

SS GS SS GS 

SS GS 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 48 20 4 21 27 9 10 10 16 1 2 

3 38 37 3 33 53 26 22 19 35 5 6 
2 11 31 2 35 11 42 39 38 27 35 24 

1 3 11 1 11 8 23 29 33 21 60 68 

Ave 3.30 2.66 
Ave 2.63 3.00 2.22 2.13 2.05 2.47 1.47 1.43 

差 0.37  -0.09 0.42 -0.04 

  
【図.1 未来体験学習の様子】 
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4)未来体験学習(関東研修)・SSコース 

1.仮  説 

先端技術を活用した研究や最新の知見に関

する研究を行う大学及び研究機関での研修を

通して，探究活動に必要な知識や素養を高め，

探究する心を育むとともに，進路選択について

考えを深めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

「将来の進路や職業を考えるうえで，また，

研究に関心をもつうえで有意義・効果的であっ

たか」について，選択的回答方式(4 段階：4 が

肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。また，

研修内容を報告する機会を設定し，プレゼンテ

ーションの構成・資料及び発表内容を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

1 年 SS コース 65 人を対象に，表.1 の日程で

実施する。事前に表.2 に示す発表分担に基づく

班編制をし，研修報告資料作成と関東研修の意

義に重点を置いたガイダンスを充実させる。研

修は1日目午後をA班・B班，2日目はExcellent，

Standard に分け，さらに Standard は午後を A

班，B 班と常に 2 班に分ける班編制をし，表.3

の研修内容で実施する。研修報告の時間を設定

し，表.4 で示す形式で事前学習・研修で学んだ

こと，経験したことをプレゼンテーションする。

特に，研究機関での研修内容，得たこと感じた

ことを中心に，全員が 2 日続けて発表を行う。

各班は貸与したタブレット PC1 台を活用して

準備する。この発表内容は SSH 研究成果発表

会や 1 学年集会などの報告の機会，次年度への

継承資料としても活用する。研修後は，A4 一

枚自由記述での研修報告書を作成する。 

【表.1 未来体験学習（関東研修）日程】 

11 月 9 日 第 1 回事前指導「ガイダンス」 

11月 14日 第 2 回事前指導「班編制」 

11月 26日 第 3 回事前指導「発表方法・事前学習の意義」 

11月 30日 第4回事前指導「H28参加生説明」 
「進路選択・課題研究と関東研修」 

12 月 5 日 第 5 回事前指導「諸注意」 

12月6~8日 関東研修 1～3 日目 

12 月 11日 第 1 回事後指導「発表資料提出」 

12月 22日 第 2 回事後指導「学年集会報告」 

1 月 31 日 SSH研究成果発表会 IIIS研修報告 

【表.2 研修報告及び発表テーマの分担内容】 
1 日目発表 
1 班 2 班 3 班 4 班 5 班 

JAXA 報告 NIMS 報告 NIMS 報告 JIRCAS 報告 RIKEN 報告 

6 班 7 班 8 班 9 班 10 班 

JIRCAS 報告 JAXA 報告 高めたい資質 RIKEN 報告 SS への期待 

2 日目発表内容 
11 班 12 班 13 班 14 班 15 班 

筑波プラズマ報告 KEK 報告 関東研修・プレ課題意義  筑波 TARA 報告  NIED 報告 

16 班 17 班 18 班 19 班 20 班 

TBG 報告 得られたこと BRI 報告 IIIS 報告 IIIS 報告 

【表.3 未来体験学習（関東研修）研修内容】 
1 日目 12 月 6 日（木） 

時間 A 班 B 班 

13:00 筑波宇宙センター 理化学研究所 

15:00 物質材料研究機構 国際農林水産業研究センター  

20:40 研修報告 1・プレゼンテーション 

2 日目 12 月 8 日（金） 

時間 Excellent Standard 

9:30 IIIS 研修 筑波大学研修 

9:30 実験室ツアー 
動物施設ツアー 

筑波大学キャンパス紹介 
DVD 視聴（大学概要） 

11:30 本多隆利研究員講義 計算科学 COMA 研修 

12:40 ウトウトタイム A 班 B 班 

13:00 柳沢正史 
機構長講義 

高エネルギー 
加速器研究機構 

防災科学 
技術研究所 

15:00 記念撮影 建築研究所 筑波実験植物園 

20:30 研修報告 2・プレゼンテーション 

3 日目 12 月 9 日（土） 

10:00 日本科学未来館 

【表.4 研修報告の形式】 

資料 パンフレット・HP・研修資料・写真記録 

手法 プレゼンテーションソフト スライド 12 枚 

時間 各班 5 分以内・質疑応答 2 分 

内容 研究機関概要・研修内容・学習内容 

4.検  証 

未来体験学習が「将来の進路や職業を考える

うえで，また，研究に関心をもつうえで有意

義・効果的であったか」，未来体験学習実施前

後で意識に変容が見られたか選択的回答方式(4

段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合

(％)及び平均を得た結果を表.5 に示す。探究活

動を進めるうえで必要な知識や素養の高まり，

先端分野を研究する大学及び研究機関に対す

る興味・関心の高まりを確認できた。研究者と

交流を図る機会や研究の実際に触れる機会を

通して，進路選択についても考えを深めること

ができた。また，研修報告を通して，プレゼン

テーションの構成力・表現力が向上した。「原

稿不可，スライド資料に基づく発表」と設定し

た課題に全班対応することができていた。伝わ

るスライド・説明を意識した報告ができていた。 
【表.5 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 
関東 
研修 

 
先端科学 
への関心 

研究者 
への志望 

理系進学 
実験実習
への意欲 

 SS  事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 48 4 21 27 10 16 46 69 32 34 
3 38 3 33 53 19 35 38 21 43 45 

2 11 2 35 11 38 27 11 8 19 16 
1 3 1 11 8 33 21 5 2 6 5 

Ave 3.30 
Ave 2.63 3.00 2.05 2.47 3.25 3.58 3.00 3.08 
差 0.37  0.42 0.33 0.08 
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5)プレ課題研究 

1.仮  説 

(1)生徒それぞれの興味・関心を活かすテーマ設

定や，SS 課題研究で構築した手法，経験を

活かすテーマ設定など，多様なテーマ設定の

過程を構築することで，生徒の主体的な探究

活動を充実させることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象につい

て，科学的手法を用いた研究を進め，ロジッ

クルーブリック(40頁参照)及びロジックガイ

ドブックを活用することによって，研究目

的・仮説の設定から結果整理，考察，発表ま

での研究手順を身につけることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)「将来の進路や職業を考えるうえで，また，

研究に関心をもつうえで有意義・効果的であ

ったか」について，選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。 

(2)表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 2 段階(5 段階評価)に着目して，

プレ課題研究実施前後の変容の全体像を把握

するため，各観点を選択的回答方式(4 段階：4

が肯定的・1 が否定的)で生徒自己評価した結

果を各段階の割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 2 段階(1,3~5 省略)】 
観点 2段階(プレ課題研究)・記述語 

Logically 
(論理性) 

説明の確実性 
説明の根拠となるデータを示すことができる  

Objectively 
(客観性) 

研究の妥当性 
確立した科学的手法を用いた実験・研究ができる 

Globally 
(グローバル) 

グローバルの一歩 
研究の概要 Abstract を英語でも説明することができる  

Innovative 
(革新性) 

知識の変化 
研究内容と教科書等学習内容との関連づけができる 

Creative 
(創造性) 

知識の創造 
研究内容から教科書等内容に関連した知識ができる 

3.方  法（検証内容） 

(1)テーマ設定の過程とテーマ類型化 

プレ課題研究から 1 学年は「SS コース」と

「GS コース」に分かれて探究活動に取り組む。

SS コースは数学・理科担当教員が中心となり，

GS コースは 1 学年所属教員が中心となって指

導する。SS コースは図.1 で示すように『個人

研究』(個人で設定したテーマに取り組む)，『研

究室体験』(2 年課題研究で行う研究手法を用い

て研究に取り組む)，『グループ研究』(グループ

で設定した研究に取り組む)の 3 コースから選

択，テーマ設定をしてプレ課題研究に取り組む。

GS コースは全員『グループ研究』に取り組む。 

課題研究を実施するうえでテーマ設定は今

後の研究内容の方向性を決定付ける重要なプ

ロセスとなる。図.2 に示すように，『生徒の科

学的素養の高揚』，『同学年の関係』，『生徒－教

員の関係』，『異学年の関係』を有機的に関連付

ける環境設定を行う。『生徒の科学的素養の高

揚』ではロジックプログラムからの接続，『同

学年の関係』ではロジックリサーチのポスター

掲示，『生徒－教員の関係』ではテーマ設定に

関する面談期間設定，『異学年の関係』では研

究室体験に関わる課題研究の内容を 2年生が説

明するガイダンスの機会を設定する。一定期間

を経て，テーマ設定を行う。テーマ設定後は，

研究内容に応じて専門性を活かした教員配置

を行い，プレ課題研究の指導を展開する。 

1 学年 → S S コ ー ス → 個 人 研 究 
     
   ↘ 研究室体験 
     
 ↘  ↘ グループ研究 
     
  G S コ ー ス  → グループ研究 

【図.1 プレ課題研究テーマ設定の流れ】 

教員  ロジックリサーチ  異学年 

 ↘ ↓ ↙  

クラス ⇔ プレ課題研究テーマ選択 ⇔ 同学年 

  ↓   

  プレ課題研究テーマ決定   

【図.2 テーマ設定の過程と関係性】 
【表.2 プレ課題研究日程】 

10 月 19 日 第 1 回「ガイダンス」・テーマ検討 
10 月 26 日 ロジックリサーチ代表者発表会 
11 月 9 日 第 2 回「テーマ決定」 

11 月 16 日 第 3 回「実験・調査」 
11 月 30 日 第 4 回「実験・調査」 
12 月 7 日 第 5 回「実験・調査」 
12 月 14 日 第 6 回「実験・調査データ整理」 
12 月 21 日 第 7 回「実験・調査データ整理」 
冬季休業 「実験・調査データ整理」 
1 月 11 日 第 8 回「研究成果要旨提出」 
1 月 18 日 第 9 回「プレゼンテーション資料作成」 
1 月 22 日 第 9 回「プレゼンテーション資料作成」 
1 月 25 日 第 10 回「校内発表会」 
1 月 29 日 第 11 回「ポスター作成・質問カードフィードバック」  
1 月 31 日 ロジックスーパープレゼンテーション 
2 月 2 日 第 12 回「1 年間の振り返り」 

2 月 22 日 第 13 回「評価観点作成ワークショップ」 

(2)科学的手法を用いた研究と研究発表 

表.2 のようにプログラムを計画し，1 学年全

員が探究活動に取り組む(表.4)。科学研究のサ

イクルは，ロジックリサーチで扱った科学研究

論文形式 IMRAD で統一して，Introduction(導

入・目的)，Material and Method(方法・材料)，

Results(結果)，Discussion(考察)とする。ロジ

ックガイドブックを活用して，プレゼンテーシ

ョン資料，研究要旨，ポスター資料を作成して

プレ課題研究の成果を発表する。校内発表会は，

全テーマ 5 分間で口頭発表する機会とし，SS

コースから 2 テーマ，GS コースから 2 テーマ

を代表として選出するロジックスーパープレ

ゼンテーションの予選会も兼ねる。校内発表後，

発表に対する質問・疑問・意見・助言等を質問

カードに記入し，全員分をまとめ，発表テーマ

ごとに短冊にしてフィードバックする。プレ課

題研究実施後は，2 年課題研究への展望が拓け

るようプレ課題研究の過程を振り返る。表.3 に
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示すタイムスケジュールで，ポスターセッショ

ン資料の「良い点」，「改善点」の抽出から評価

観点を体系化するワークショップを行う。 

【表.3 プレ課題研究評価観点ワークショップ】 
5 分 チェックイン 

15 分 パフォーマンス課題について 
[自身の研究＋他者資料] 
① 「良い点（赤付箋）」「改善点（青付箋）」に記入 
② A0 サイズ白紙に付箋をのせる。 

15 分 「評価観点」作成について 
③ 付箋紙を「カテゴリー」で分類 
＊カテゴリーにキーワード“評価観点”を 

④ A3 サイズの白紙に付箋をのせて「見出し」を書く  
15 分 「評価観点」共有 各班 2 分で発表 

【表.4 プレ課題研究テーマ一覧】 
●SS コース・テーマ 指導者 

研
究
室
体
験 

タワーの構造の研究 
梶尾滝宏 

スプーンの振動についての研究 
「ガンゼキ」の特性 

早野仁朗 
βカロテンの抽出 
クスノキの葉に生息する虫たち 長尾圭祐 

睡眠と記憶 
後藤裕市 

ニンジンのカルス形成 

グ
ル
ー
プ 

アルミパイプに磁石を落とすと減速する理由  梶尾滝宏 

カフェインが植物の成長に与える影響 
吉村早織 

梅本亜紗美 
リモネン溶液の濃度と吸光度の関係 
どの食材が鉄分を多く含んでいるのか 

メタン生成菌を用いたメタンの効率の良い採取方法を探る  長尾圭祐 

熊本地震と日奈久断層の関係 
本多栄喜 

液状化現象について ～熊本地震を経験して～  
レゴ地区大会への挑戦 上野雅広 

竹下勝明 
個
人 

不知火（蜃気楼）の再現はできるのか？ 本多栄喜 

●GS コース 
竜巻から身を守る 廣田哲史 

薬の成分 
左回りについて 
ウミガメの保全について 鬼塚加奈子 

媒染剤による染まり方の違い 
紅葉について 吉村麻希 

地震雲について 
チョコレートと記憶力の関係について 
本の参政率と諸外国との比較 
精神病と精神疾患 國武弘明 

好きな食材とその成分 
色と食欲の関係 村田 繁 

男女による色彩感覚の違い 
人は何色が一番記憶に残りやすいのか 磯野克康 

どのような方法で記憶するのが最適か 
北極と南極の氷が全て溶けたら 
思い込みによる体への影響 犬童晴南 

玉ねぎと涙の関係 
ホコリの害 
お店の味を家庭で再現！～サクサク編～ 松岡 訓 

水質と微生物の関係 
蜘蛛の巣の強度 
黄金比と白銀比 原 明倫 

折れにくいチョークの持ち方・種類 
日用品に含まれる有害物質の人体に与える影響 

4.検  証 

(1)テーマ設定の過程とテーマ類型化 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に実施

した「研究に関心をもつうえで有意義・効果的で

あったか」アンケートについて，選択的回答方式

(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合

(％)及び平均を得た結果を表.5 に示す。プレ課題

研究が探究活動を進めるうえで有意義・効果的と

肯定的にとらえた生徒は，SS コース約 85%，

GS コース約 65%となった。また，校内発表会や

要旨集作成を肯定的にとらえた生徒は，SS コー

ス約 80%～90%，GS コース約 55%となった。

多様なテーマ設定の過程を構築したSSコースに

対し，ロジックリサーチとの差別化や研究手法の

継続で課題がある GS コースで有用感の低さが

見受けられた。継続研究をはじめ，テーマ設定の

手法を GS コースへと展開する必要がある。 

【表.5 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 
プレ課題研究 校内発表会 要旨集作成 ガイドブック 

SS GS SS GS SS GS SS GS 
4 40 15 37 8 38 10 40 14 

3 46 48 53 50 41 45 44 40 
2 11 28 8 30 19 33 13 34 

1 3 9 2 12 2 12 3 11 
Ave 3.22 2.69 3.26 2.55 3.16 2.53 3.21 2.57 

(2)科学的手法を用いた研究と研究発表 

SS コース 65 人，GS コース 168 人対象に，

ロジックルーブリックの 5 観点(L,O,G,I,C)の 2

段階(5 段階評価)に着目して，プレ課題研究実

施前後の変容の全体像を把握するため，各観点

を選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否

定的)で生徒自己評価した各段階の割合(%)と各

質問の平均を得た結果を表.6，表.7 に示す。プ

レ課題研究を通して，5 観点(L,O,G,I,C)におい

て全体的に生徒自己評価が高くなった傾向が

得られた。特に，SS コースで Logically(論理性)

「説明の根拠となるデータを示すことができ

る」Objectively(客観性)「確立した科学的手法

を用いた実験・研究ができる」Creative(創造性)

「研究内容から教科書等内容に関連した知識

ができる」と自己評価する生徒の割合が増えた

ことから，プレ課題研究では確立した実験方法

や先行研究にもとづいた探究を進めることが

効果的であると考えられる。また，「評価観点

ワークショップ」を通して，テーマ設定や科学

的視点，データ信憑性など様々な評価観点が挙

げられ，課題研究に向け，探究の視点や気付き

を拡げるうえで有効な取組となった。 

【表.6 SS コース自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 2 3 0 10 3 3 0 7 3 7 

3 36 68 36 56 9 29 40 57 21 55 
2 41 24 41 30 47 44 46 30 51 32 

1 22 5 23 5 41 24 14 7 25 7 
Ave 2.17 2.70 2.13 2.70 1.75 2.11 2.25 2.63 2.02 2.62 

差 0.53  0.57 0.36 0.38 0.60 

【表.7 GS コース自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 1 4 1 2 0 3 1 2 2 3 

3 21 33 11 22 3 16 18 22 14 26 

2 40 43 49 45 37 41 45 52 42 41 

1 38 20 38 31 60 41 36 25 43 30 

Ave 1.85 2.20 1.75 1.94 1.42 1.81 1.83 2.01 1.74 2.02 

差 0.36  0.19 0.39 0.18 0.28 
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(3) SS(スーパーサイエンス)課題研究 

【学校設定科目・高校２年 SSH主対象】 

1.仮  説 

(1)課題研究の指導体制を構築し，生徒の興味・

関心にもとづいて設定したテーマの課題研

究について，構想発表及び発表機会を充実さ

せることによって，科学的探究活動のサイク

ルを活性化させ，課題研究の意欲及び質の向

上につなげることができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象につい

て，科学的手法を用いた研究を進め，ロジッ

クルーブリック(40頁参照)及びロジックガイ

ドブックを活用することによって，探究のプ

ロセスを重視した課題研究を充実させるこ

とができるようになる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)課題研究の意識調査アンケートについて，選

択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定

的)での回答結果を得る。また，各種コンテス

ト・学会での発表状況を整理する。 

(2)表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 3,4 段階(5 段階評価)に着目して，

課題研究実施前後の変容の全体像を把握する

ため，各観点を選択的回答方式(4 段階：4 が肯

定的・1 が否定的)で生徒自己評価した結果を

各段階の割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 3,4 段階(1~2,5 省略)】 
観点 3段階(中間発表会)・記述語 
Logically 
(論理性) 

説明の一貫性 
研究の仮説・目的と手法，結果，考察に一貫性がある 

Objectively 
(客観性) 

研究の再現性 
実験手法から再現性の高い結果を示すことができる 

Globally 
(グローバル) 

同世代発表 
研究の成果を様々な高校生に発表することができる 

Innovative 
(革新性) 

仮説の変化 
研究結果の考察から研究の仮説を再設定できる 

Creative 
(創造性) 

思考の創造 
研究結果の考察から新たな研究を見出すことができる   

観点 4 段階(成果発表会)・記述語 

Logically 
(論理性) 

説明の対照性 
対照実験としてコントロールの設定ができる 

Objectively 
(客観性) 

研究の正当性 
確立した科学的手法を用いた実験・研究ができる 

Globally 
(グローバル) 

国内発表 
研究の成果を学校外で発表することができる  

Innovative 
(革新性) 

問いの変化 
研究結果・考察から手法や条件の再設定ができる 

Creative 
(創造性) 

価値の創造 
研究内容及び研究結果に価値を見出すことができる 

3.方  法（検証内容） 

(1)指導体制の構築と発表機会の充実 

図.1 に示すように，「ロジックリサーチ」，「プ

レ課題研究」と 2 回テーマ設定を経験した 1 年

SS コースの生徒は，1 年 2 月から 2 年 4 月に

かけて「課題研究」のテーマ検討を行う。課題

研究のテーマ設定は，プレ課題研究から引き続

き個人で研究に取り組む「個人研究」，過去に

課題研究で確立した実験手法・資料をもとに研

究に取り組む「継続研究」，プレ課題研究から

引き続きグループで研究に取り組む「グループ

研究」から選択したうえで，理科・数学教員と

の面談やヒアリングを経て決定する。指導方法

(図.2)について，専門機関が確立した実験手法

を用いて，課題研究を展開する「共同研究型」，

専門機関からの指導助言，施設機器利用を定期

的に行うことで課題研究を展開する「連携型」，

学校内施設機器利用で課題研究を展開する「自

治型」と設定し，生徒に応じた指導を行う(表.2)。 

課題研究担当教員である理科・数学科の職員

が全員参加する「課題研究担当者ミーティン

グ」を週時程で 1 時間設定し，課題研究に関す

る情報共有を図る体制を構築する。課題研究に

関する企画立案に加え，進捗状況や課題を共有

する機会として運営をする。 

1学年    

7 月 
ロジック 
リサーチ 

 個 人 研 究 

   ↙ ↓ ↘ 

11 月 
プレ 
課題研究 

 
個 人 
研 究 

研究室 
体験 

グループ 
研究 

   ↓ ↓ ↓ 

2 月 課 題 研 究 テ ー マ 検 討 ・ 決 定 

2学年   ↙ ↓ ↘ 

4 月 課題研究  
個 人 
研 究 

継続
研究 

グループ 
研究 

【図.1 課題研究テーマ設定の流れ】 

テ ー マ 設 定  指 導 方 法    
個 人 研 究  共 同 研 究 型    

継 続 研 究  連 携 型    

グループ研究  自 治 型 
【図.2 課題研究テーマ設定と指導方法】 

【表.2 課題研究テーマ一覧】 
テーマ 担当者 指導法 設定 

ボルト上のナットの振動現象の考察  

梶尾滝宏 自治 

継続 

光ファイバーによる歪み測定の研究  
～コンクリート構造について～ グループ 

新規 
二枚の帆が生む気流に関する研究 

伝統的修復部材ガンゼキの科学的考察  
早野仁朗 

吉村早織 

梅本亜紗美 

植田直子 

連携 継続 リモネンの抽出 

テオブロミンの抽出 

おいしさの数値化 
自治 

グループ 
新規 藍の石鹸 

リボソームによる多能性幹細胞の創造  

後藤裕市 

共同 

継続 
植物のリプログラミング 
再分化に適している培地は？  

自治 

ウトウトタイムの効率化を目指して  
連携 

酵母に関する科学的考察 個人 

昆虫-植物間のコミュニケーション  
～クスノキにおける香り～ 長尾圭祐 連携 

継続 

アライグマの生息地調査 新規 

「WRO 九州・山口地区大会出場」～所感と展望～  金子隆博 

連携 

継続 

コンピューター言語を用いた災害時  
支援アプリケーションの開発 

山口輝尚 
グループ 
新規 完全数の和について 長田洋子 

白亜系二枚貝化石の成長に伴う形態的特徴の変化 本多栄喜 自治 
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科学的探究活動サイクルを活性化させるた
めに，表.2 に示す日程で，発表機会を設定する。
発表資料として，研究要旨(A4：SSH 生徒研究
発表会様式)，プレゼンテーション資料(.ppt)，
ポスターセッション資料(A0形式自由)の3点を
発表の機会を通して，作成するよう表.3 の担当
者で指導する。 

【表.3 科学的探究活動の発表機会(2 年次)】 

日 時 内 容 対象 

7 月中旬 構想発表会 全員 

7 月下旬 サイエンスインターハイ@SOJO  8 人 

8 月下旬 WRO Japan 九州・山口地区大会 3 人 

9 月中旬 第 89 回日本動物学会 2 人 

11 月上旬 熊本大学及び国立研究開発法人科学技術振興機構  
「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」  
校内課題研究中間発表会 

全員 

11 月中旬 バイオ甲子園 2018 3 人 

11 月下旬 第 13 回先端科学技術分野学生国際会議 
ICAST in フィリピン共和国 

2 人 

12 月上旬 熊本県スーパーハイスクール合同発表会 全員 

12 月中旬 台湾・國立中科實驗高級中學 6 人 

1 月上旬 SSH 研究成果要旨提出 全員 

1 月中旬 校内課題研究成果発表会 全員 

1 月下旬 SSH 研究成果発表会 全員 

2 月下旬 熊本記念植物採集会研究発表会 3 人 

3 月上旬 第 21 回化学工学会 学生発表会 京都大会  4 人 

3 月中旬 世界トップレベル研究拠点プログラム(wpi)  
国際統合睡眠医科学研究機構研修 

6 人 

3 月下旬 熊本大学医学部柴三郎研究発表会  4 人 

1)構想発表会 

4 月課題研究テーマ設定後，構想発表会を 7

月に実施する。表.4 に示すように探究の方向性

を明確にするワークショップを行う。 

【表.4 構想発表会スケジュール】 
内容 詳細 

班編制 座席表で班ごとに着席 
構想発表１部 
「研究紹介」 

□A 班 → B 班 → C 班  
(5 分)構想発表説明 
(5 分)質問・気付きを付箋紙記入 
＊掲示した構想発表資料に貼る 

構想発表２部 
「研究再構想」 

□質疑応答・付箋紙の内容をもとに 
各班で再度，研究構想をたてる。 

□変更，修正内容赤ペンで記入。 

構想発表３部 
「再構想発表」 

□ガイダンス・再構想発表の進行 
□A 班(2 分)→B 班(2 分)→C 班(2 分) 
再構想発表説明(変更・修正点説明) 

構想発表４部 
「共有」 

□ワールドカフェ方式（前後半 20 分） 
 各班半分が構想発表資料・ボード前で説明 
 残りは様々なグループをまわり，説明を聞く  

2)中間発表会 

熊本大学が国立研究開発法人科学技術振興

機構から指定を受けた事業「女子中高生の理系

進路選択支援プログラム」と連携して，11 月中

間発表会を図.3 リーフレットに示す内容で実

施する。課題研究の中間発表をポスターセッシ

ョン形式で実施し，熊本大学，本校卒業生，(株)

テラプローブシステムソリューションセンタ

ーから研究の考察や視点を拡げるためのアド

バイスを受ける。卒業生によるパネルディスカ

ッションを通して探究活動の意義を理解する。 

 
【図.3 中間発表会日程表】 

 
【図.4 中間発表会の様子】 

3)熊本県スーパーハイスクール指定校合同研究発表会(KSH)  

12 月 SSH 事業管理機関である熊本県教育庁

教育指導局高校教育課主催による KSH を実施

する。熊本県内における SSH 指定校 4 校，SGH

指定校 2 校，SPH 指定校 2 校，県事業 SGLH

指定校 4 校が一堂に会し，中間発表会を実施す

る。課題研究の中間発表をポスターセッション

形式で実施し，他校生徒及び教員から研究の考

察や視点を拡げるためのアドバイスを受ける。 

  
【図.5 合同発表会の様子】 

(2)探究のプロセスを重視した課題研究 

課題研究の評価の観点に関する生徒・指導教

員の共通理解を深めるために，表.5 に示す日程

で課題研究の取組を振り返る時間を設定する。

年間 2 回実施する全生徒・職員が参加する成果

発表会のステージで本校職員をコーディネー

ターに，課題研究に取り組んだ生徒をパネリス

トとしたパネルディスカッションを行う。課題
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研究は目に見える成果だけでなくプロセスの

重要性に焦点が当たるように進行し，全校生徒

にその意義を伝える。ルーブリック作成ワーク

ショップは表.6に示す手順と内容でを生徒 9班

で編制して実施する。パフォーマンス課題には，

1 月ロジックスーパープレゼンテーションで使

用したポスターセッション資料 1枚を用い，「良

い点」「改善点」を付箋紙に記入する。付箋紙

をカテゴリー化した後，段階分け，文章化する

ことで課題研究ルーブリックを各班作成する。 

【表.5 課題研究の取組を振り返る時間】 
7 月上旬 
(35 分) 

ロジックスーパープレゼンテーション 
パネルディスカッション 
「課題研究を通して得られたもの・変わったもの」  

1 月下旬 
(35 分) 

ロジックスーパープレゼンテーション 
パネルディスカッション 
「探究活動を通して拓けた世界」 

2 月上旬 
(110 分) 

2 年課題研究ワークショップ 
「ルーブリックをつくろう」 

【表.6 ルーブリック作成ワークショップ日程】 
15 分 概要説明 

7 分 (1)パフォーマンス課題について 
 自分の研究の「良い点(赤)」「改善点(青)」を記入  

13 分 (2)パフォーマンス課題について 
 他班の研究の「良い点(赤)」「改善点(青)」を記入  

15 分 (3)「観点」作成について 
 付箋紙を「カテゴリー」ごとに分ける 

15 分 (4)「段階」について 
各観点にある付箋紙を段階に分ける 

15 分 (5)「記述語」について 
各観点内にある各段階を示す言葉を記入 

25 分 (6)「ルーブリック」共有 
 各班 3 分以内に発表・共有 

5 分 まとめ  

  
【図.6 ルーブリック作成ワークショップ】 

4.検  証 

(1)指導体制の構築と発表機会の充実 

SS コース 66 人を対象に実施した「研究に関

心をもつうえで有意義・効果的であったか」アン

ケートについて，選択的回答方式(4 段階：4 が肯

定的・1 が否定的)で回答した割合(％)及び平均を

得た結果を表.7 に示す。課題研究が有意義・効果

的と肯定的にとらえた生徒は約 90%となった。

また，テーマ設定の過程や研究基礎の定着が効果

的と肯定的にとらえた生徒も約 90%となった。

生徒の興味・関心にもとづいた課題研究の指導体

制を構築できていると考えられる。一方，学会発

表や英語発表，中間発表や同世代発表等，発表に

対して意欲ある生徒は約 65%となった。課題研

究で高い有用感があるものの，発表意欲で低い生

徒がいることから，研究発表の意義の理解や発表

機会を通して自己肯定感を高める取組を充実さ

せる必要性がある。 

【表.7 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 
課題研究 テーマ設定 研究基礎の定着  学会参加意欲 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 48 58 36 44 29 44 30 28 
3 38 33 41 44 50 45 38 38 

2 11 6 18 9 18 9 23 20 
1 4 3 5 3 4 2 9 14 

Ave 3.30 3.45 3.07 3.28 3.04 3.31 2.89 2.80 
 

 
中間発表 合同発表 KSH 同世代発表意欲  英語発表意欲 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 14 27 36 44 14 27 9 22 

3 34 36 46 38 34 36 48 36 
2 41 25 13 11 41 25 34 33 

1 11 13 5 8 11 13 9 9 
Ave 2.52 2.77 3.13 3.17 2.52 2.77 2.57 2.70 

(2)探究のプロセスを重視した課題研究 

SS コース 66 人対象に，ロジックルーブリッ

クの5観点(L,O,G,I,C)の中間発表時では3段階，

成果発表時では 4 段階(5 段階評価)に着目して，

課題研究実施前後の変容の全体像を把握する

ため，各観点を選択的回答方式(4 段階：4 が肯

定的・1 が否定的)で生徒自己評価した各段階の

割合(%)と各質問の平均を得た結果を表.8，表.9

に示す。課題研究を通して，5 観点(L,O,G,I,C)

において全体的に生徒自己評価が高くなった

傾向が得られた。特に，Innovative(革新性)「研

究結果の考察から研究の仮説を再設定できる」

と自己評価する生徒の割合が増えたことから，

中間発表会を通して同世代及び卒業生，大学関

係者から様々な視点や手法を得る機会が効果

的であったと考えられる。一方，Objectively(客

観性)「確立した科学的手法を用いた実験・研究

ができる」と自己評価した生徒が 30%と少ない

ことから，科学的手法と関連付けて得られた視

点や気づきを探究するための文献調査の機会

を充実させる必要性が示された。また，ルーブ

リック作成ワークショップ実施により，課題研

究に求められる資質を理解する機会となった。

特に，評価観点を段階化する過程は，課題研究

の到達度や目標の把握，評価の観点の重みの理

解など今後の課題研究を展開するうえでの展

望をもつうえでも効果が見られた。 

【表.8 3 段階(中間発表会)自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 2 10 3 5 8 8 3 10 2 8 
3 38 59 23 51 22 46 27 57 29 45 

2 41 25 50 38 41 35 44 27 48 35 
1 20 6 23 6 30 11 25 7 22 12 

Ave 2.20 2.71 2.06 2.54 2.08 2.51 2.08 2.70 2.10 2.50 
差 0.51  0.48 0.43 0.62 0.40 

【表.9 4 段階(成果発表会)自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 5 8 2 5 8 5 3 12 5 7 

3 31 60 8 25 22 40 29 47 16 42 
2 38 24 55 48 41 41 44 38 49 38 

1 27 8 36 22 30 14 24 3 30 13 
Ave 2.14 2.68 1.75 2.13 2.00 2.35 2.11 2.67 1.95 2.42 

差 0.54  0.38  0.35 0.56 0.46 
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(4) GS(グローバルサイエンス)課題研究 

【学校設定科目・高校２年 SSH非主対象】 

第二期実践型では，SSH 中間評価において

指摘を受けた事項「今後，高校から入学する

生徒への波及を大きくして，学校全体として

SSH 事業を充実していくこと」を課題として，

SSH 主対象以外の探究活動の充実を図るた

め学校設定科目「GS 課題研究」を新設し，

GS 研究主任を中心に企画運営をする。 

1.仮  説 

GS 課題研究の指導体制を構築し，生徒の

興味・関心または進路希望にもとづいて設定

したテーマの課題研究について，構想発表及

び発表機会を充実させることによって，探究

活動のサイクルを活性化させ，課題研究の意

欲及び質の向上につなげることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

GS 課題研究の意識調査アンケートについ

て，選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)での回答結果を得る。また，各種コ

ンテスト等での発表状況を整理する。 

3.方  法（検証内容） 

図.1 に示すように，「ロジックリサーチ」，

「プレ課題研究」と 2 回テーマ設定を経験し

た 2 年 GS コースの生徒は，4 月から「GS

課題研究」のテーマ検討を行う。生徒は，表.1

に示す分野，課題・研究テーマから選択した

うえで，2 学年を中心に国語，地歴公民科，

数学科，理科，英語科，保健体育科，芸術科，

情報科といった教科の特性を活かせるよう配

置された担当教員とのディスカッションを経

て課題研究のテーマを決定する。研究開発部

で企画立案を行い，週時程で 1 時間設定され

ている 2 学年会で，GS 研究主任を中心に進

捗状況や課題など情報共有を図る。 

1学年    
7 月 ロジックリサーチ  個 人 研 究 

   ↙ ↓ ↘ 

11 月 プ レ 課 題 研 究  グ ル ー プ 研 究 

2学年   ↙    ↘ 

4 月 G S 課 題 研 究  分 野 別 研 究 

【図.1 課題研究テーマ設定の流れ】 
 

【表.1 GS 課題研究の分野，課題・研究テーマ】 
分野 № 課題・研究テーマ 

文化 a-1 伝統文化・文化財，歴史的遺産の保護 

 
a-2 芸術文化の振興，スポーツ支援 

人権 
  
  

b-1 マイノリティ （少数派） に対する人権 

b-2 人身売買，虐待，体罰，児童労働 

b-3 男女平等，男女共同参画社会 

貧困・ 
食糧不足 

c-1 子どもの貧困，教育格差 

c-2 食糧不足・水不足  （ｅ．国際関係に関連） 

環境・ d-1 公害，ごみ問題， 放射能汚染 

エネルギー d-2 地球温暖化，気候変動，低炭素社会 

  d-3 動物保護 （犬・猫の殺処分問題） 

  d-4 侵略性外来種 

国際 
関係 

e-1 戦争・紛争，テロ対策，移民・難民問題 

e-2 領土問題 

e-3 発展途上国支援，貿易摩擦，フェアトレード 

地域 
社会 

f-1 過疎化・過密化，都市問題，地域コミュニティ維持 

f-2 防災・インフラ整備，災害復興，都市計画・交通問題 

f-3 地元産業の活性化，観光振興 

f-4 へき地医療・社会保障サービス 

f-5 若年層流出による少子高齢化  （ｋ．人口に関連） 

教育 
  
  

g-1 待機児童 

g-2 いじめ問題，校内暴力，学級崩壊 

g-3 教育機会の均等，外国人移住者・帰国子女への教育  

医療・
衛生・ 
福祉 

h-1 高齢者介護，医療・社会保障サービスの格差 

h-2 障がい者福祉，バリアフリー，ＵＤ化 

h-3 生活習慣病，ドラッグ問題，精神疾患におけるサポート  

政治 
 

i-1 談合・収賄等の汚職，公文書偽造 

i-2 政党政治，政権交代 

i-3 選挙制度 

農林 
水産業 
食料 
  

j-1 農家の後継者不足，休耕地の増加･活用 

j-2 林業従事者の後継不足，森林保全，国産材活用 

j-3 漁家の後継者不足，水産資源保護，水産養殖開発 

j-4 食料自給率，遺伝組み換え食品，食料廃棄 

j-5 食品偽造，異物混入，農薬 

人口 
  

k-1 少子高齢化 

k-2 人口増加・減少，人口移動 

k-3 難民・移民問題 

労働 
環境 

ｌ-1 長時間労働，強制労働，過労死，働き方改革 

ｌ-2 男女雇用機会均等，男女共同参画社会 

ｌ-3 非正規雇用，労働力不足，世代間格差 

経済・ 
ビジネス 

m-1 インフレ・デフレ，経済発展・経済恐慌，金融・財政 

m-2 貿易摩擦，エネルギー，資源 （レアメタル など） 

m-3 所得格差，経済の空洞化，観光開発 

安全 
保障 

n-1 犯罪防止，テロ対策，ネットセキュリティ 

n-2 自然災害，インフラ整備，災害前の復興計画立案 

n-3 戦争・紛争の処理，自衛隊の国際貢献 

情報 o-1 ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ構築 

o-2 未来社会のためのＩＣＴ基盤技術の研究開発 

ライフ 
サイエンス 

p-1 生命プログラム再現，臨床研究，革新的ガン治療研究  

p-2 安全な食料生産･供給，生物機能活用による物質生産  

物質・ 
材料 

q-1 レアアース・レアメタル等の代替材料開発 

q-2 太陽光発電･省エネデバイス，ナノスケール物質創製 

量子 
ビーム 

r-1 原子等ナノレベルでモノを観る･創る･治す科学技術 

核融合 
原子力 

s-1 核融合反応の実現 

s-2 原子力の安全利用･平和利用 

宇宙 
関係 

t-1 宇宙輸送システム，ＩＳＳ計画，航空科学技術研究 

t-2 安全保障・防災への宇宙利用，陸域観測技術 

t-3 宇宙科学・探査，天文学研究 

安全・
安心の 
科学技術 

u-1 対人地雷探知・除去技術の研究 

u-2 リスクコミュニケーション 

u-3 電車・乗用車の自動運転 
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【表.2 GS 課題研究日程】 
日時 内容 

4 月 16 日 ガイダンス・アンケート 
5 月 14 日 テーマ設定ガイダンス 
5 月 28 日 テーマ別班編制 
6 月 11 日 テーマ担当決定・自己紹介 
6 月 18 日 資料交換，キーワード抽出，ブレインストーミング 
6 月 25 日 ブレインストーミング，キーワードマッピング作成  
7 月 2 日 研究テーマ検討・決定 
7 月 9 日 構想発表会 
夏季休業 研究・調査・フィールドワーク等 
9 月 3 日 テーマ再検討 (研究テーマ記入用紙提出) 

9 月 19 日 研究テーマ・リサーチクエスション・仮説 最終決定  
10 月 1 日 中間発表ガイダンス(日程･方法の説明) 

10月 15日 研究・調査・フィールドワーク等 
10月 22日 研究・調査・フィールドワーク等 
10月 29日 ポスターセッション資料作成 
11 月 5 日 ポスターセッション資料作成 

11月 12日 中間発表会・ポスターセッション 
12 月 3 日 中間発表振り返り，成果発表会ガイダンス 

12月 10日 プレゼンテーション資料作成 
12月 17日 プレゼンテーション資料作成 
1 月 10 日 研究要旨提出 
1 月 21 日 校内発表会  
1 月 28 日 ポスターセッション資料作成 
1 月 30 日 1 年 2 年 GS 合同ポスターセッション 
1 月 31 日 ロジックスーパープレゼンテーション 
2 月 4 日 事後アンケート 

2 月 18 日 校内発表会 振り返りワークショップ 
2 月 25 日 まとめ・ショート論文作成(A4・2 ページ) 
3 月 4 日 まとめ・ショート論文作成(A4・2 ページ) 

3 月 11 日 まとめ・ショート論文作成(A4・2 ページ) 

【表.3 研究テーマ一覧】 
テーマ 担当者 
島津の家紋はキリスト教と関係があるか 

奥田和秀 
日本人はオリンピックで金メダルをとれるか？～江戸期の飛脚の身体能力の考察～  

LGBT はなぜ社会的に認められないのか 

境 亜紀 発展途上国の貧困の現状とそれに対する支援について  

私たちが考えた支援 

地域ぐるみの支援 

松永美志 
児童虐待の現状改善にむけて 

虐待の心理 

日本の虐待の傾向と現状 

アフリカの現状とより良くするための改善策 

長田洋子 孤食化 

熊本方式を全国へ～熊本県が殺処分ゼロの理由～ 

外来生物問題の解決が進まないわけ 長尾圭祐 

過去のテロから考える未来 
橋本慎二 

シェア「北」する‼? ～日露 Win-Win 計画～ 

平等な貿易を求めて 吉永晃紀 

これまでとこれからの少子高齢化対策 

石本浩司 災害の意識改革 

三角町の活性化 

認可保育園と無認可保育園 
中山富美子 

日本と世界の保育事情 

「昔」と「今」のいじめの違いとそれに対する対応 
組島枝莉 

日本を変える教育法 

社会保障サービスの格差について 

金子隆博 私たち高校生から見た，バリアフリーの現状について  

死から大切な人を守るには 

国民と政治の距離は！？ 
永吉与志一 

熊本県の農業の現状と課題について 

今の日本がすべきこと 

竹村英樹 長時間労働の対策 

過労死の原因と対策 

税率と政策 
吉永晃紀 

宇城市の観光発展 

犯罪 0.0 の街づくり 
吉村麻希 

日本の平和につながる自衛隊拡大 

AR 技術活用による利便性の向上の研究 

梶尾滝宏 オンラインによる支援物資の整理と効率化の研究 

圧力に伴う空気の移動に関する研究 

ICT 教育の現状と今後について 吉村早織 

太陽光パネルで iPhone をどのくらい充電できるのか 早野仁朗 

乳酸菌は飛ぶのか 
後藤裕市 

身近なものの自動化による影響 

4.検  証 

GS コース 169 人を対象に実施した「研究に

関心をもつうえで有意義・効果的であったか」

アンケートについて，選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合(％)及

び平均を得た結果を表.4 に示す。GS 課題研究

及び中間発表会が有意義・効果的と肯定的にと

らえた生徒は約 75%となった。一方，テーマ

設定の過程や研究基礎の定着が効果的と肯定

的にとらえた生徒が約 50%となった。設定し

たテーマについて，探究を進める手法や視点，

見方・考え方を身につけなければ深まりのない

探究活動になる。このことから，「GS 課題研

究 1 単位」に加えて次年度開講する「ロジック

探究基礎 1 単位」において，身につけさせたい

見方・考え方を重視した探究活動に必要な資質

を高めるプログラムが必要であると考えられ

る。また，学会発表や英語発表など発表に対し

て意欲ある生徒は約 45%いることから，表.5

に示すように，SSH 主対象のみでなく SSH 非

主対象にも研究発表の場を設定することは，探

究活動の意義の理解を深め，探究活動の充実を

図るうえでも効果的であることが示された。 

【表.4 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 
GS 課題研究 テーマ設定 研究基礎の定着  学会参加意欲 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 32 37 8 13 9 10 31 28 
3 52 38 35 37 33 36 23 20 

2 12 17 46 40 43 41 22 26 
1 4 8 11 11 15 13 25 25 

Ave 3.12 3.04 2.40 2.51 2.36 2.42 2.73 2.52 
差 -0.09  0.11  0.07 -0.21 

 

 
中間発表 合同発表 KSH 同世代発表意欲  英語発表意欲 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 27 6 10 6 5 6 11 
3 58 49 35 27 17 15 35 34 

2 26 20 39 38 41 38 46 44 
1 5 4 21 25 37 42 14 10 

Ave 2.75 2.99 2.25 2.21 1.91 1.84 2.32 2.47 
差 0.23  -0.04  -0.06  0.14 

【表.5 GS 課題研究の発表機会(2 年次)】 

日 時 内 容 対象 

7 月中旬 構想発表会 全員 

11 月上旬 中間発表会 全員 

12 月上旬 熊本県スーパーハイスクール合同発表会 42 人 

12 月中旬 台湾・國立中科實驗高級中學 4 人 

1 月上旬 SSH 研究成果要旨提出 全員 

1 月中旬 校内発表会 全員 

1 月下旬 ロジックスーパープレゼンテーション  全員 

2 月下旬 第９回熊本県高等学校生徒地歴・公民科研究発表大会 8 人  
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(5) ロジック探究基礎・ロジックアセスメント

【学校設定科目(設置準備)】 

1.仮  説 

探究活動の目標達成度を測る「ロジックルー

ブリック」及び総合問題「ロジックアセスメン

ト」のコンテンツを検討することによって，生

徒に身につけさせたい力「未知なるものに挑む

UTO-LOGIC」の評価を開発することができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 5 段階評価に着目して，1 年 SS

コース(65 人)対象にロジックリサーチ実施前，

プレ課題研究実施後，2 年 SS コース(66 人)課

題研究実施前，1 月研究発表会実施後，3 年 SS

コース(65 人)課題研究実施後，各観点を選択的

回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)で生

徒自己評価した結果の平均を得て，変容の全体

像を把握する。また，各観点 20 点，計 100 点

満点の総合問題「ロジックアセスメント」及び

「ロジック探究基礎」のコンテンツを整理する。 

3.方  法（検証内容） 

「ロジックガイドブック（本校作成）」を教

材(図.1)または課題研究の手引きとして活用し，

探究活動で身につけさせたい力を育成するた

めに開設する学校設定科目「ロジック探究基

礎」を実施する。ロジックガイドブックは探究

活動の各過程に応じて必要な資質や能力を 25

個の構成要素(モジュール)でつくる。特に，未

知なるものに挑む UTO-LOGIC を育成するた

めに，表.2 に示すコンテンツを「ロジック探究

基礎」及び「ロジックアセスメント」で扱う。 

 
【図.1 ロジックガイドブック活用方法】 

【表.2 ロジック探究基礎・ロジックアセスメントコンテンツ】  
観点 コンテンツ 

L アカデミックライティング×要約力 
O データサイエンス×統計学 

G グローバル(英語活用)×ローカル(地域資源・課題発見)  
I サイエンスマインド×リテラシー 

C エンジニアリング×アート(サイエンスビジュアリゼーション)   
4.検  証 

SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65

人対象に，ロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の目標到達度(5 段階)として，探究

活動の各過程で設定した記述語に対する自己

評価を，選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・

1 が否定的)で得た値の平均を表.3 に示す。学

年進行に伴って，各観点，各段階の自己評価

の平均値が上昇していることから，ロジック

ルーブリックの記述語に一定の妥当性がある

と判断し，総合問題「ロジックアセスメント」

は各記述語の内容を問う問題構成で開発する。 

【表.3 ロジックルーブリック 5 段階・自己評価[4 段階平均値]】  
観
点 

段
階 

1年 
実施前 

1年 
実施後 

2年 
実施前 

2年 
実施後 

3年 
実施後 

L 

5 1.64 1.94 2.22 2.42 2.54 

4 2.14 2.68 2.51 2.69 2.83 
3 2.20 2.71 2.62 2.88 2.94 

2 2.17 2.70 2.67 2.94 3.11 
1 1.75 2.46 2.18 2.53 2.65 

O 

5 1.92 2.30 2.29 2.63 2.75 
4 1.75 2.13 2.24 2.45 2.51 

3 2.06 2.54 2.47 2.67 2.73 
2 2.13 2.70 2.71 2.89 3.25 

1 2.39 3.00 2.91 3.19 3.25 

G 

5 1.72 1.70 2.04 2.19 2.35 

4 2.00 2.35 2.25 2.69 2.81 
3 2.08 2.51 2.36 2.78 2.86 

2 1.75 2.11 2.02 2.38 2.62 
1 1.97 2.35 2.36 2.73 2.73 

I 

5 1.97 2.33 2.25 2.67 2.71 
4 2.11 2.67 2.71 2.97 3.11 

3 2.08 2.70 2.60 2.78 2.94 
2 2.25 2.63 2.73 2.83 2.84 

1 1.95 2.25 2.27 2.69 2.73 

C 

5 1.89 2.43 2.47 2.77 2.95 

4 1.95 2.42 2.45 2.72 2.73 
3 2.10 2.50 2.65 2.77 2.94 

2 2.02 2.62 2.71 2.88 2.87 
1 2.06 2.55 2.67 2.91 2.95  

【表.1 ロジックルーブリック】“LOGIC”『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 
観点 

段階 Logically(論理性) Objectively(客観性) Globally(グローバル)  Innovative(革新性) Creative(創造性) 

5 
3年 

課題研究 
成果発表会 

説明の論理性 
研究をアカデミック
ライティングの手法
で説明できる 

研究の客観性 
課題研究論文集から
客観的に研究を再現
できる 

国際発表 
英語で課題研究の成
果を発表することが
できる 

構造の変化 
研究結果から従来の
枠組・構造を変えるこ
とができる 

概念の創造 
研究結果から新しい
概念を見出すことが
できる 

4 
2年 

課題研究 
成果発表会 

説明の対照性 
対照実験としてコン
トロールの設定がで
きる 

研究の正当性 
統制群とコントロー
ルの違いを統計的に
証明できる 

国内発表 
研究の成果を学校外
で発表することがで
きる 

問いの変化 
研究結果・考察から手
法や条件の再設定が
できる 

価値の創造 
研究内容及び研究結
果に価値を見出すこ
とができる 

3 
2年 

課題研究 
中間発表会 

説明の一貫性 
研究の仮説・目的と手
法，結果，考察に一貫
性がある 

研究の再現性 
実験手法から再現性
の高い結果を示すこ
とができる 

同世代発表 
研究の成果を様々な
高校生に発表するこ
とができる 

仮説の変化 
研究結果の考察から
研究の仮説を再設定
できる 

思考の創造 
研究結果の考察から
新たな研究を見出す
ことができる 

2 
1年 
プレ 

課題研究 

説明の確実性 
説明の根拠となるデ
ータを示すことがで
きる 

研究の妥当性 
確立した科学的手法
を用いた実験・研究が
できる 

グローバルの一歩 
研究の概要Abstractを
英語でも説明するこ
とができる 

知識の変化 
研究内容と教科書等
学習内容との関連づ
けができる 

知識の創造 
研究内容から教科書
等内容に関連した知
識ができる 

1 
1年 

ロジック 
リサーチ 

説明の一般性 
科 学 的 論 文 形 式
IMRADに沿うレポー
ト作成ができる 

情報の正確性 
参考文献の出典を明
らかにしたレポート
作成ができる 

視野の拡がり 
興味・関心を未知領域
で展開するレポート
作成ができる 

感覚の変化 
自分の認識・感覚を変
えるレポート作成が
できる 

未知の創造 
自分の既知と未知の
区別があるレポート
作成ができる 
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(6) SS(スーパーサイエンス)課題研究 

【学校設定科目・高校３年 SSH主対象】 

1.仮  説 

(1)生徒の興味・関心にもとづいて設定したテ

ーマの課題研究について，その成果を論文

にまとめ，探究活動を総括することによっ

て探究活動の有用感や意義を高めることが

できる。また，英語での口頭発表及び学会

等，各種発表機会を設定することによって，

課題研究の成果をグローバルな舞台で発表

する態度を育成することができる。 

(2)生徒それぞれの興味・関心の高い事象につ

いて，科学的手法を用いた研究を進め，ロ

ジックルーブリックを活用することによっ

て，探究のプロセスを重視した課題研究を

充実させることができるようになる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)課題研究の意識調査アンケートについて，

選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が

否定的)での回答結果を得る。また，各種コ

ンテスト・学会での発表状況を整理する。 

(2)表.1 に示すロジックルーブリックの 5 観点

(L,O,G,I,C)の 5段階(5段階評価)に着目して，

ロジックスーパープレゼンテーション実施

前後の変容の全体像を把握するため，各観点

を選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が

否定的)で生徒自己評価した結果を各段階の

割合と各質問の平均を得る。 

【表.1 ロジックルーブリック 5 段階(1~4 省略)】  
観点 3段階(中間発表会)・記述語 
Logically 
(論理性) 

説明の論理性 
研究をアカデミックライティングの手法で説明できる 

Objectively 
(客観性) 

研究の客観性 
課題研究論文集から客観的に研究を再現できる 

Globally 
(グローバル) 

国際発表 
英語で課題研究の成果を発表することができる 

Innovative 
(革新性) 

構造の変化 
研究結果から従来の枠組・構造を変えることができる 

Creative 
(創造性) 

概念の創造 
研究結果から新しい概念を見出すことができる 

3.方  法（検証内容） 

(1)論文作成及び英語口頭発表 

表.2 に示すテーマについて，図.1 で示すよ

うに，課題研究論文集作成ガイダンスを実施す

る。統一様式で 8 ページ以内の論文作成を進め

るうえで，研究が再現できるように記述するよ

う様々な留意点を確認する。校内発表会及びロ

ジックスーパープレゼンテーション(課題研究

成果発表会)のみでなく，希望生徒には英語で

研究発表する機会として海外研修や国際学会

等の場を表.3 に示すように，高校 2 年課題研究

から設定する。英語での研究発表が標準である

雰囲気を醸成する。英語での口頭発表の時間を

10 分に設定し，スライド資料の言語や字幕使

用など資料提示方法は各研究班の裁量とする。 

【表.2 課題研究テーマ一覧】 
テーマ 担当者 
振動スピーカーを用いたうなりの研究 
Research of Beats by Using the Vibration Speaker  

梶尾滝宏 
橋本慎二 

空気の温度を瞬間的に計る装置の開発 
Development of instantaneous temperature measuring device  

梶尾滝宏 
中元義明 

「振り子式反発係数測定法」の研究 Ⅲ 
Measure Coefficient of Restitution with Pendulum Ⅲ 

梶尾滝宏 
中元義明 

伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察～松の煮汁に注目して～  
Scientific consideration of GANZEKI 
~paying attention to broth of a pine~ 

梅本亜紗美 
牧野貴子 

抽出収率から算出するお茶に含まれるカフェイン含有量  
The Caffeine Content of Tea which is 
Calculated Based on the Extraction Yield 

早野仁朗 
國武弘明 

メリケントキンソウだけを枯らす除草剤の代用品になるものは？ 
What is a substitute for herbicides to kill Merikenntokinsou?  

早野仁朗 
國武弘明 

トラス構造を用いた橋づくり～より強く，より安く～  
Creating a bridge using a truss structure.～Stronger, cheaper～  

早野仁朗 
橋本慎二 

ヌマガエルの視覚と視覚刺激に対する反応の研究  
The research of visual sense and response to visual stimulus  
with Indian rice frog Fejervaraya kawamurai  

長尾圭祐 
村田 繁 

クスノキにおける香りを介した昆虫-植物間コミュニケーション  
Communication between plants and insects  
via the (E,E)-alpha-farnesene in Camphor tree 

長尾圭祐 
鬼塚加奈子 

ニホンイシガメの現状と課題 
Current and problem’s solving of Japanese pond turtle 

長尾圭祐 
鬼塚加奈子 

有明海のアカシュモクザメの年齢測定法の開発 
Development of age measuring method 
with hammerhead shark in Ariake Sea 

長尾圭祐 
牧野貴子 

リボソームによる多能性幹細胞の創造 
Generation of Stem Cells by Ribosome 

後藤裕市 
 

細胞培養の技術を活用した細胞増殖の検証 
Measurement of medaka fin cell growth at various conditions  

後藤裕市 
 

植物細胞のリプログラミング(カルス形成) 
Reprogramming of plants cells 
‐The method for forming a callus by de-differentiating a plant tissue‐ 

後藤裕市 
 

昼寝“ウトウトタイム”をすることでジャグリングの回数が増える  
The number of times of the Juggling 
increases by taking a nap”UTO-UTO time” 

後藤裕市 
 

潮風と植生の関連性について 
The relationship between sea breeze and vegetation  

本多栄喜 
村田 繁 

安全領域の公式化 
Formulation of safety area 

井芹洋征 
牧野貴子 

レゴマインドストームを使った校内清掃ロボット  
Clean with LEGO robot in school 

父母謙一朗 
吉永晃紀 

担当者上段：理科・数学教員/下段：英語科教員 

【表.3 課題研究論文・英語発表スケジュール】 

日 時 内 容 

10 月下旬 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校（中止）  

11 月下旬 第 12 回先端科学技術分野学生国際
会議 ICAST in 台湾・高雄市 

3 月中旬 世界トップレベル研究拠点プログラム(wpi)  
国際統合睡眠医科学研究機構研修 

4 月上旬 課題研究・論文作成ガイダンス 

6 月上旬 JSDB Special Symposium 

6 月中旬 課題研究論文提出 

7 月中旬 校内発表会 

7 月下旬 ロジックスーパープレゼンテーション 

(2)探究のプロセスを重視した課題研究 

表.5 に示すように課題研究の発表機会を設
定し，生徒・担当教員，同世代でピア・レビュ
ー，学会等研究者からのアドバイスによって，
探究のプロセスを振り返る機会を充実させる。 
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【表.4 課題研究の発表機会(2 年次～3 年次)】 

日 時 内 容 対象 

6月中旬 宮崎県立宮崎北高等学校合同構想発表会 全員 

7月下旬 サイエンスインターハイ@SOJO  17 人 

8月下旬 WRO Japan 九州・山口地区大会 2 人 

11 月上旬 熊本大学及び国立研究開発法人科学技術振興機構  
「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」  
校内課題研究中間発表会 

全員 

11 月中旬 熊本県スーパーハイスクール合同発表会 全員 

11 月下旬 第 12 回先端科学技術分野学生国際会議 
ICAST in 台湾・高雄市 

2 人 

11 月下旬 日本両棲爬虫類学会 1 人 

12月上旬 バイオ甲子園 2017 2 人 

12月上旬 サイエンスキャッスル九州大会 22 人 

1 月上旬 SSH 研究成果要旨提出 全員 

1 月中旬 校内課題研究成果発表会 全員 

1 月下旬 SSH 研究成果発表会 全員 

3 月上旬 九州両生爬虫類研究会 2 人 

3 月上旬 マリンチャレンジプログラム 2018 九州・沖縄大会  7 人 

3 月中旬 世界トップレベル研究拠点プログラム(wpi)  
国際統合睡眠医科学研究機構研修 

6 人 

3 月下旬 第 14 回日本物理学会 jr セッション 5 人 

5 月中旬 日本気象学会ジュニアセッション 2018  2 人 

6 月上旬 JSDB Special Symposium 3 人 

6 月中旬 課題研究論文提出 全員 

7 月中旬 校内発表会 全員 

7 月下旬 ロジックスーパープレゼンテーション 全員 

7 月下旬 熊本テックプラングランプリ 5 人 

 
【図.1 ロジックガイドブック P.23 [L-5] 】      

4.検  証 

(1)論文作成及び英語口頭発表 

SS コース 65 人を対象に実施した「研究に

関心をもつうえで有意義・効果的であったか」

アンケートについて，選択的回答方式(4 段階：

4 が肯定的・1 が否定的)で回答した割合(％)及

び平均を得た結果を表.5 に示す。課題研究が有

意義・効果的と肯定的にとらえた生徒は 100%

となった。また，テーマ設定の過程や研究基礎

の定着が効果的と肯定的にとらえた生徒も約

90%となった。生徒の興味・関心にもとづいて

設定したテーマの課題研究について，その成果

を論文にまとめ，探究活動を総括することによ

って探究活動の有用感や意義を高めることが

できたと考えられる。一方，学会発表や英語発

表，中間発表や同世代発表等，発表に対して意

欲ある生徒は約 60%となった。アカデミック

ライティング等，身につけさせたい能力をより

明確にした指導を展開する必要がある。 

【表.5 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

 
課題研究 テーマ設定 研究基礎の定着  学会参加意欲 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 58 56 42 52 32 35 22 22 

3 32 44 42 40 48 56 42 33 

2 8 0 13 6 15 8 27 27 

1 2 0 3 2 5 2 10 17 

Ave 3.47 3.56 3.22 3.43 3.07 3.24 2.75 2.60 

差 0.09  0.21 0.17 -0.15 
 

 
研究者助言 海外発表意欲 同世代発表意欲  英語発表意欲 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 38 30 33 16 45 27 35 21 

3 29 43 32 37 30 37 33 38 

2 26 21 25 27 22 27 22 25 

1 7 6 10 21 3 10 10 16 

Ave 2.98 2.97 2.88 2.48 3.17 2.81 2.93 2.63 

差 -0.01  0.21 -0.41  -0.15 

(2)探究のプロセスを重視した課題研究 

SS コース 65 人対象に，ロジックルーブリ

ックの 5 観点(L,O,G,I,C)の 5 段階(5 段階評価)

に着目して，ロジックスーパープレゼンテーシ

ョン実施前後の変容の全体像を把握するため，

各観点を選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・

1 が否定的)で生徒自己評価した各段階の割合

(%)と各質問の平均を得た結果を表.6 に示す。

ロジックスーパープレゼンテーションを通し

て，5 観点(L,O,G,I,C)において全体的に生徒自

己評価が高くなった傾向が得られた。

Logically(論理性)「研究をアカデミックライテ

ィングの手法で説明できる」や Globally(グロ

ーバル)「英語で課題研究の成果を発表するこ

とができる」と自己評価した生徒が約 50%で

あることから，知識や技能を活用できるようプ

ログラムを充実させる必要性が示された。 

【表.6 5 段階(成果発表会)自己評価[割合(%)・4 段階平均]】 

 
L O G I C 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 6 3 14 13 13 8 17 6 17 27 

3 42 51 42 55 16 37 36 60 48 50 

2 39 43 36 28 50 38 44 32 28 16 

1 13 3 8 5 22 17 3 2 6 8 

Ave 2.42 2.54 2.63 2.75 2.19 2.35 2.67 2.71 2.77 2.95 

差 0.12  0.13 0.16 0.04 0.18 
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(7)ロジックスーパープレゼンテーション 

1.仮  説 

ロジックスーパープレゼンテーションを通

して，育成しようとする生徒像「未知なるも

のに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバルに

科学技術をリードする人材」を生徒・職員と

もに意識し，探究活動の意義と成果を実感す

ることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

ロジックスーパープレゼンテーション意識

調査について，選択的回答方式(4 段階：4 が

肯定的・1 が否定的)での回答結果を得る。 

3.方  法（検証内容） 

第 1 期に開催した SSH 研究成果発表会，

SSH課題研究成果発表会を発展させたSS課

題研究，GS 課題研究を始めとする探究活動

の成果発表の機会としてロジックスーパープ

レゼンテーションを実施する。高校 3 年対象

に 7 月(表.1)，高校 1 年・高校 2 年・中学生

対象に 1 月(表.2)，SS 課題研究，GS 課題研

究を始めとする探究活動の成果発表の機会を

設定する。未知なるものに挑む UTO-LOGIC 

として，L（論理性），O（客観性），G（グロ

ーバル），I（革新性），C（創造性）いずれか

の観点を強調して研究発表を実施する。3 年

SS コース 16 テーマ，2 年 SS コース 18 テー

マ，2 年 GS コース 42 テーマ，1 年 SS コー

ス 16 テーマ，1 年 GS コース 25 テーマ，中

学卒業研究 76 テーマ，科学部活動の代表が

ステージで研究発表する。すべての研究を製

本した研究成果要旨集の配付及びポスター資

料の展示により紹介する。 

【表.1 7 月ロジックスーパープレゼンテーション】  
13：00 開会行事 
13：10 研究概要報告「後藤裕市 SSH 研究主任」 
13：15 3 年 SS コース課題研究成果発表【英語】 

□Logically :論理性 
The number of times of the Juggling 
increases by taking a nap”UTO-UTO time” 
□Objectively：客観性 
Current and problem’s solving of Japanese pond turtle 
□Globally：グローバル 
Research of Beats by Using the Vibration  

14：15 3 年課題研究成果発表【日本語 2 分全班】 
ライトニングトーク 

14：35 3 年課題研究成果発表【英語】 
□Innovative：革新性 
Scientific consideration of GANZEKI~paying 
attention to broth of a pine~  
□Creative：創造性 
Communication between plants and insects 
via the (E,E)-alpha-farnesene in Camphor tree 

15：05 パネルディスカッション「Intel ISEF2018」 
コーディネーター「梶尾滝宏研究開発部長」 
パネリスト「吉永晃紀 GLP 研究主任」 
3 年高進理系コース 1 人・3 年中進 SS コース 2 人 

【表.2 1 月ロジックスーパープレゼンテーション】 
9：20 開会行事 

9：35 研究概要報告「後藤裕市 SSH 研究主任」 
9：50 1 年プレ課題研究発表 

「液状化現象について～熊本地震を経験して～」 
「色と食欲の関係」 

「チョコレートと記憶力の関係について」 
「アルミパイプに磁石を落とすと減速する理由」 

10：40 2 年 GS 課題研究成果発表 
「犯罪 0.0 の街づくり」 
「三角町の活性化」 

11：00 中学 3 年研究発表 
「逃げ水の研究～挑戦！逃げ水を小さな水槽で再現～」 
「Building for Natural Disasters(自然災害のための建物)」 

11：20 研究概要報告「吉永晃紀 GLP 研究主任」 
11：35 台湾・國立中科實驗高級中學研修報告 

12：30 ポスターセッション第一部 SS コース 
13：10 ポスターセッション第二部 GS コース 

14：00 ウトウトタイム 
14：15 1 年関東研修 

「国際統合睡眠医科学研究機構ラボツアー」 
14：25 2 年 SS 課題研究成果発表 

L「昆虫-植物間のコミュニケーション～クスノキにおける香り～」 
O「リモネンの抽出」 
I「ボルト上のナットの振動現象の考察」 

15：00 第 13 回国際先端科学技術学生会議報告 
G「The working efficiency can be enhanced by taking a nap ‘UTO-UTO time'」 
「Extraction of Limonene」 

15：20 科学部研究成果発表 
C「MRI で何が見えるか」 

15：30 パネルディスカッション「探究活動を通して拓けた世界」 
コーディネーター「奥田和秀教務主任」 
パネリスト「皆越千賀子教諭」3 年 6 人 

4.検  証 

SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65

人，GS コース 1 年 168 人，2 年 169 人対象に

実施した「ロジックスーパープレゼンテーショ

ンが探究活動に関心をもつうえで有意義・効果

的であったか」，「宇土高校 SSH 事業が誇りで

あるか」に関するアンケートについて，選択的

回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)で回

答した割合(％)及び平均を得た結果を表.3に示

す。SS コースに対し，1 年 GS コースにおけ

るロジックスーパープレゼンテーションの有

用感及び SSH 事業への誇りが低いことから，

育成したい生徒像を全校体制で生徒・職員とも

に意識し，探究活動の意義と成果を実感できる

ようマインドセットするためのガイダンス機

能の充実が必要であると考える。2 年 GS コー

スにおいて有用感が高く示されたことから，探

究活動の意義と成果を実感できるよう取組を

充実させることが重要であると考えられる。 

【表.3 アンケート結果[割合(%)・4 段階平均]】 

問 
ロジックスーパープレ
ゼンテーション有用感 

宇土高校 SSH 事業が 
誇りである 

学年 1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 
コース SS GS SS GS SS SS GS SS GS SS 

4 40 14 48 37 58 32 9 60 20 58 
3 44 40 38 38 33 41 26 33 31 35 

2 13 34 11 17 6 16 32 5 31 5 
1 3 11 4 8 3 11 33 2 19 2 

Ave 3.21 2.57 3.30 3.04 3.45 2.94 2.13 3.52 2.52 3.50  

  
【図.1 ロジックスーパープレゼンテーションの様子】 
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(8)高大連携・高大接続 

1.仮  説 

1)高大連携：指導への関わり方の違いから，

「短期指導」，「継続指導」，「連携型指導」

に指導体制を分類することによって，ねら

いを明確にした連携を図ることができる。 

2)高大接続：課題研究を通して培った資質や

能力と大学が掲げるアドミッションポリシ

ーを照合することによって，生徒の進路希

望実現の選択肢を拡げ，様々な高大接続の

可能性を拡げることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

1)課題研究のテーマごとに目的やねらいに応

じた連携体制構築ができているか検証する。 

2)H30 第二期(第 1 年次)・SSH 四期生 3 年 SS

コース 65 人が行った課題研究テーマと主

な活動実績を整理し，その成果を AO 入

試・推薦入試(指定校推薦除く)でどのよう

に接続しているか検証する(出願のみ掲載)。 

3.方  法（検証内容） 

1)指導体制を表.1 で分類したうえで，「継続指

導」・「連携型指導」として H30 連携した大

学をまとめる。指導内容を整理することで

高大連携の指導方法の体系化を図る。 

【表.1 指導体制の分類】 
短期 
指導 

年間通して，1 回程度の指導。生徒の動機付け
やテーマ設定のきっかけになることを目的とする  

継続 
指導 

年間通して，複数回の指導。講義や研究手法，
機器使用など課題研究の充実を図ることを目
的とする 

連携型 
指導 

年間通して，継続的な指導。課題研究の指導を
大学教員と高校教員でティームティーチングを行う  

2)SSH 四期生 3 年 SS コース 65 人は，全員

日本語及び英語で口頭発表及びポスターセ

ッションを行う。化学グランプリなど各種

科学系コンテスト予選にも出場している。

課題研究のテーマごとに参加した学会及び

大会，海外研修などの実績と，生徒が出願

した日程・大学を整理して一覧にする。 

4.検  証 

1)出前講義をはじめ「短期指導」に携わった

大学関係者は 30 人を越え，表.2 に示すよ

うに「継続指導」「連携型指導」において，

高大連携による様々な指導体制の構築がで

き，課題研究の充実させることができた。 

【表.2 連携大学及び指導者】 

継
続
指
導 

筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構長 柳沢正史 
熊本大学大学院自然科学研究科 教授 西野宏 

熊本県立大学 環境共生学部食健康科学科 教授 松崎 弘美 
天草市立御所浦白亜紀資料館 鵜飼宏明 

東京大学大学院工学系研究科 准教授 田尻清太郎  

連
携
型
指
導 

熊本大学大学院生命科学研究部医用理工学 准教授 米田哲也 

熊本大学大学院生命科学研究部神経分化学分野 准教授 太田 訓正  
九州両生爬虫類研究会事務局長 坂本真理子 

佐賀大学農学部応用生物科学科 准教授 徳田 誠 
京都大学生態学研究センター  研究員 小澤理香 

東海大学基盤工学部電気電子情報工学科 教授 村上 祐治  

2)課題研究のテーマと活動実績，出願状況を

表.3(国立大学法人運営費交付金の在り方

に基づく分類及び公立大学)にまとめた。3

年 SS コース 65 人中のべ 21 人が AO 入試

及び推薦入試に出願をした。生徒の資質や

能力，適性及び実績等が，大学のアドミッ

ションポリシーに合致しているか検討して

出願する進路指導を行った。課題研究の取

組を学びの意義として認識している生徒が

多く見受けられ，主体的に学ぶ姿勢や態度，

高校での学びが大学での学びにつながるこ

とを意識した進路選択をすることができた。 
【表.3 課題研究のテーマと活動実績・出願】 

研究 振動スピーカーを用いたうなりの研究 

実績 第 12 回国際先端科学技術学生会議(台湾) 

第 14 回日本物理学会 jr セッション 

出願 【AO】広島大学総合科学部国際共創学科 

【AO】熊本大学工学部グローバルリーダーコース 

【推薦】鹿児島大学理学部生命科学科 

研究 空気の温度を瞬間的に計る装置の開発 
実績 特になし 

出願 【推薦】名古屋大学工学部物理工学科 

研究 伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察～松の煮汁に注目して～  

実績 サイエンスキャッスル九州大会 2017 

熊本テックプラングランプリ 

出願 【推薦】熊本県立大学環境共生学部居住環境学科 
【推薦】鹿児島大学理学部地球環境科学科 

研究 トラス構造を用いた橋づくり～より強く，より安く～  
実績 特になし 

出願 【AO】九州工業大学情報工学部 1 類 2 人 

研究 ヌマガエルの視覚と視覚刺激に対する反応の研究  

実績 サイエンスキャッスル九州大会 2017 

出願 【AO】熊本大学理学部グローバルリーダーコース 

研究 クスノキにおける香りを介した昆虫-植物間コミュニケーション  

実績 第８回サイエンスインターハイ＠SOJO 

サイエンスキャッスル九州大会 2017 

出願 【AO】熊本大学理学部グローバルリーダーコース 

研究 有明海のアカシュモクザメの年齢測定法の開発 

実績 マリンチャレンジプログラム 2018 九州・沖縄大会 

第８回サイエンスインターハイ＠SOJO 

サイエンスキャッスル九州大会 2017 

出願 【推薦】熊本大学教育学部小学校教員養成課程 

【推薦】熊本県立大学環境共生学部環境資源学科 
【推薦】熊本県立大学環境共生学部食健康科学科
【推薦】熊本大学教育学部中学校教員養成課程 

研究 リボソームによる多能性幹細胞の創造 
実績 国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE  

第 51 回日本発生生物学会 the 52nd Annual Meeting of JSDB 

出願 【AO】熊本大学工学部グローバルリーダーコース 

【推薦】熊本大学医学部医学科 

研究 細胞培養の技術を活用した細胞増殖の検証 
実績 特になし 

出願 【推薦】熊本大学医学部医学科 
研究 植物細胞のリプログラミング(カルス形成) 

実績 特になし 
出願 【推薦】熊本県立大学環境共生学部食健康科学科 

研究 昼寝“ウトウトタイム”をすることでジャグリングの回数が増える  
実績 国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE  

出願 【AO】東京海洋大学海洋工学部流通情報工学科 
【推薦】北九州市立大学経済学部経済学科 

研究 レゴマインドストームを使った校内清掃ロボット  
実績 WRO Japan 九州・山口地区大会 

出願 【推薦】山口大学理学部物理情報学科 
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(9)科学部活動の活性化【教育課程外】 

1.仮  説 

(1)中高一貫教育校の特性を生かし，自然科学

の身近な疑問に自ら深く取り組む体験・活

動を継続的に行うことにより，問題発見力

や課題解決力を高めるとともに，地域課題

を理解するために積極的に地域の活動にも

参加し，科学技術を地域や国の発展そして

世界・人類の発展への貢献の基盤に据えて

いこうとする姿勢を高めることができる。 

(2)物理・化学・生物・地学・情報の分野から

なる「科学部」を編制することによって，

科学系コンテスト，研究発表会，学会に積

極的に参加する意識を向上させることがで

きる。また，生徒同士や職員同士の各科目

間の連携に留まらず，他校や他県，大学の

専門機関との連携を図ることによって，新

たな課題を発見したり，価値を創出したり

することができる。さらには，情報分野の

コンテストや学会等にも積極的に参加し，

必要とされる高度なデータ処理能力，デー

タ分析力を身に付けることができる。 

2.研究内容(検証方法)・方  法(検証内容) 

(1)仮説 1 に関して，第 1 期(2013～2017)の

SSH 指定以降，探究心あふれる生徒が積極

的に入部するようになり，さらに中学生も

高校生と一緒に研究できる環境を整えたこ

とで，科学的思考を早期に身に付けられる

ようになった。これにより，データ管理，

論文やポスターの資料作成のノウハウなど

先輩が後輩に指導できる体制も構築できた。

これをベースにして，今年度は，引き続き

小学生を対象にした科学イベントにも積極

的に参加させ，さらに，地域との連携を強

化する中で，世代間で自然科学の身近な疑

問や課題発見に繋げ，地域や社会への貢献

を大切にする視点を育てる。 

(2)仮説 2 に関して，発表のノウハウの共有と

科学部のチーム力強化のため，科学部の活

動場所を一箇所（物理教室）に集中させ，

活動の一層の充実を図ってきた。昨年は，

お互いの研究を参考にできたことで研鑽で

き，発表のレベルが向上した。今年度は，

この活動場所（物理教室）を SS コースに

も開放し，科学部と SS コースの生徒がプ

レゼン資料作成や発表練習など一緒に見聞

きできるよう環境を整え，校内全体への波

及を目指す。また，IT を軸に産学官連携に

も着手し，データ処理能力，データ分析力

を高めるためのノウハウを身に付ける。 

3. 検  証 

(1)これまで小学生を対象にした科学イベン

トに科学部を参加させてきたが，科学部以

外への生徒にも広がりを見せ，総合的に参

加人数が増加した(表.1)。分かりやすく伝え

るためのコツをみんなで共有し，科学の魅

力を伝えることができるようになり，科学

リテラシーの基礎の構築につながっている。

また，昨年の地域連携イベント「五色山の

恐竜のカケラ探し」に続き，今年度実施の

「防災運動会」・「イノシシ被害解決のため

の五色山イノシシホイホイを考える会」に

も多数の生徒が参加したことから，地域課

題に取り組む姿勢が育ってきていると感じ

られる。こういう機会は，産学官連携を密

に進められると同時に，社会貢献という視

点も育つため，今後も継続して行いたい。

今年度の大きな成果は，やはり国際大会

ISEF2018 での入賞である。中学から関わ

ってきた生徒と高校から入学してきた生徒

がともに高め合い，世界大会出場という高

い目標を掲げてきたことと，そして何より，

英語による発表力が増し，審査員からよく

質問を受けた「この研究が地域や社会の何

に役立つのか」に対してもしっかりと答え

られた点がグランドアワード賞入賞につな

がったと感じている。 

【表.2 小学生対象イベント参加状況】 

 H27 H28 H29 H30 

世界一行きたい科学広場 

in 東海大学 8 月本校研究体験コーナー 

－ － 5 人 10 人 

県科学展 

科学体験広場 

－ 3 人 10 人 16 人 

地域科学イベント － － 20 人 26 人 

 
【図.1 ISEF2018 文部科学省表敬訪問】 

 
【図.2 ISEF2018 グランドアワード賞受賞】 
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(2)仮説 2 に関して，今年度，科学部が参加で

きた大会は延べ 21 本(表.2)で，目標の 25

本は達成できなかったが，全国総文祭 6 年

連続出場を果たすことができた。また，副

実像の研究では念願の世界大会出場も果た

した。大会への参加が持続できている背景

として，部員数はやや減少したものの 20

人（H27：24 人，H28：35 人，H29：30

人）とキープできていることや，先輩の研

究に興味・関心が高まって継続研究がさら

に充実してきたことが挙げられる。また，

副実像の研究や屈折率の研究，MRI 研究な

ど質の高い研究を一箇所に集中させたこと

で，発表前には，科学部と SS コースで情

報共有したり，発表し合ったりする姿も積

極的に見られるようになった。生徒理科研

究発表会には科学部創設以降初めて SS コ

ースを含む全部門に出場し，3 研究（科学

部 2 研究・SS コース 1 研究）が入賞した。 

新たに，熊本県立大学主催のアプリアワ

ードにも科学部（屈折率の研究）として参

加した。授業の一環として個人参加は多く

みられたが，科学部系の研究を ICT と絡め

ての発表は初めてであった。最優秀賞をい

ただくことができ，これをきっかけに特許

申請やアプリ開発といった大学との連携も

構築でき，研究の今後の方向性がまた一つ

広がった。この屈折率研究は日本物理学会

での発表に加え，新たに情報処理学会での

発表もできた。MRI 班も熊本大学や熊本中

央病院との連携が続いており，化学工学会

でも発表した。今年度の大きな成果は，こ

れまで行ってきた副実像の研究成果が今年

度の「高校物理」（東京書籍）の教科書に発

展内容の欄に 1 ページ分掲載されたことで

ある。物理分野にとっても学校にとっても

歴史的な成果となった。このように，研究

のレベルだけでなく，個々の実践力の高ま

りにあわせて，科学部全体の実践力が大幅

に向上し，目標は概ね達成できたと考えて

いる。特に，海外研修での発表を積極的に

勧め，限界まで攻め続ける姿勢を身に付け

させたことで，「I(革新性)」や「C（創造性）」

が生まれ，世界に通用する人材育成につな

がることに確信を持つことができた。 

  
【図.3 ISEF2018 研究発表会場の様子】 

【表.3 科学部の大会参加件数の推移】 

 規模 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

生徒理科研究発表会 県 2 4 4 6 3 4 

県科学展 県 2 3 4 6 4 4 

日本学生科学賞 県 1 2 2 3 4 2 

アプリアワード 県 - - - - - 1 

サイエンスインターハイ＠SOJO 九州 2 3 3 0* 5 3 

九州生徒理科発表大会 九州 1 3 2 1 1 2 

サイエンスキャッスル九州大会 九州 - - - 2 2 0 

全国総文祭 全国 1 1 1 1 1 1 

日本学生科学賞 全国 0 2 1 3 1 0 

JSEC 科学技術チャレンジ 全国 0 0 0 0 1 0 

SSH 生徒研究発表会 全国 1 1 1 0 0 1 

日本物理学会 Jr.セッション 学会 0 0 2 2 1 1 

化学工学会西日本大会 学会 0 0 0 1 1 1 

情報処理学会 学会 0 0 0 0 0 1 

九州両性爬虫類学会 学会 0 0 0 0 1 0 

日本両棲爬虫類学会 学会 0 0 0 0 1 0 

国際大会 国際 0 1 1 1 0 1 

延べ数(本)  10 20 21 26 26 22 

* 全国大会と重なり出場できず。 

【表.4 H26～H28 出場した国際大会の名称】 

H26 China Adolescents Science and 
Technology Innovation Contest 

第 29 回中国科学技術イノベーション 

コンテスト：中国・北京 

H27 International Student Conference on 
Advanced Science and Technology 

第 10 回国際先端科学技術学生会議 

インドネシア・スラバヤ 

H28 The Conference on Science and 
Technology for Youths 

第 11 回青年科学技術会議 

タイ・バンコク 

H30 The Intel International Science and 
Engineering Fair (Intel ISEF)2018 

国際学生科学技術フェア 2018 

米国ペンシルベニア州ピッツバーグ 

【表.5 レンズ班の研究の歩み（科学部）】 

H23 副実像の発見 

副実像の光量を定量的に測定 

H24 副実像は内部反射による結像と判明 

H25 副実像は魚眼効果で生じることが判明 

H26 副実像の出現範囲（角度）を特定 

H27 凸レンズ・平凸レンズがつくる副実像の

数式化（薄肉モデル）に成功 

H28 厚肉モデルでの数式化に成功 

副焦点の発見 

H29 昆虫は副実像を見ている可能性が高い

ことを証明 

H30 教科書「高校物理」(東京書籍)に掲載 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，教科との関わりを重

視した探究活動を行うプログラムの実践』の効

果とその評価の検証として，ロジックルーブリ

ックによる生徒自己評価の変容の把握(P40 参

照)と意識調査アンケートの実施をした。 

仮説 社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に 

対応する資質・能力を育てることができる  

1)社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する資質の育成 

実施日 事前：H30 年 5 月 事後：H31 年 1 月 

対 象 SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65 人， 

GS コース 1 年 168 人，2 年 169 人(有効回答) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 各コースの結果を下表に示す。 
世界の最先端技術や研究に関心がある 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 21 27 33 45 44 24 9 10 5 6 

3 33 53 46 38 41 49 26 22 32 26 
2 35 11 19 14 11 19 42 39 42 40 

1 11 8 2 3 3 8 23 29 21 28 
Ave 2.63 3.00 3.11 3.25 3.26 2.89 2.22 2.13 2.22 2.10 

差 0.37  0.14 -0.37 -0.09 -0.12 

実習や実験には積極的に参加する 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 32 34 22 30 36 25 13 10 10 11 

3 43 45 63 53 54 51 47 33 35 34 
2 19 16 13 16 7 19 29 39 45 39 

1 6 5 2 2 3 5 11 17 10 16 
Ave 3.00 3.08 3.06 3.11 3.23 2.97 2.63 2.37 2.44 2.41 

差 0.08 0.05 -0.26 -0.26 -0.03 

人前で話をするのが得意である 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 11 8 7 11 11 8 6 6 4 6 

3 24 39 30 34 39 32 15 17 18 21 
2 46 39 46 39 38 48 46 44 50 46 

1 19 15 17 16 11 13 33 33 27 27 
Ave 2.27 2.40 2.28 2.41 2.51 2.35 1.95 1.96 1.99 2.06 

差 0.13 0.13 -0.16 0.01 0.07 

パソコンを使って文書を作成したり，計算処理したりできる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 13 21 7 30 28 25 5 12 7 13 
3 24 47 35 44 47 52 19 31 29 45 

2 52 26 52 23 20 17 50 43 50 35 
1 11 6 6 3 5 5 26 15 14 7 

Ave 2.38 2.82 2.44 3.00 2.98 2.98 2.04 2.40 2.29 2.63 
差 0.44 0.56 0.00 0.36 0.35 

研究内容を学会やコンテストに出してみたい 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 8 17 30 28 22 22 3 1 31 28 
3 27 41 38 38 42 33 8 4 23 20 

2 43 24 23 20 27 27 46 41 22 26 
1 22 17 9 14 10 17 43 54 25 25 

Ave 2.21 2.59 2.89 2.80 2.75 2.60 1.70 1.51 2.73 2.52 
差 0.38  -0.09 -0.15 -0.19 -0.21 

社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応

する資質として，最先端研究への関心，積極性，

発信力，情報処理，研究発表の意欲を検証した

結果，SS コースにおいては事前事後で肯定的

な変化が多く見受けられた。特に，最先端研究

への関心，実験への積極性で肯定的な回答80%

以上であったのは，関東研修や SS 課題研究，

各種学会の機会を通して，様々な施設，研究者

と接する機会を多く設定できていたためと考

えられる。一方，GS コースにおいては，人前

での話や情報処理といったプレ課題研究及び

GS課題研究を通して高めた資質で肯定的な回

答が見られるものの，興味・関心・意欲では否

定的な回答をする生徒の割合が高い。GS コー

スにおいて，SS コースとは異なるプログラム

を立案し，実体験の機会を増やす必要がある。 

2)社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応する能力の育成 

実施日 各学年探究活動の実施前後 

対 象 SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65 人 

方 法 ロジックルーブリック 5 観点の目標

到達段階として，探究活動の各過程で

設定した記述語に対する自己評価を，

選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・

1 が否定的)で得た値の平均を得る。 

結 果 下表 5 段階・自己評価[4 段階平均値] 
観
点 

段
階 

1年 
実施前 

1年 
実施後 

2年 
実施前 

2年 
実施後 

3年 
実施後 

L 

5 1.64 1.94 2.22 2.42 2.54 
4 2.14 2.68 2.51 2.69 2.83 

3 2.20 2.71 2.62 2.88 2.94 
2 2.17 2.70 2.67 2.94 3.11 

1 1.75 2.46 2.18 2.53 2.65 

O 

5 1.92 2.30 2.29 2.63 2.75 

4 1.75 2.13 2.24 2.45 2.51 
3 2.06 2.54 2.47 2.67 2.73 

2 2.13 2.70 2.71 2.89 3.25 
1 2.39 3.00 2.91 3.19 3.25 

G 

5 1.72 1.70 2.04 2.19 2.35 
4 2.00 2.35 2.25 2.69 2.81 

3 2.08 2.51 2.36 2.78 2.86 
2 1.75 2.11 2.02 2.38 2.62 

1 1.97 2.35 2.36 2.73 2.73 

I 

5 1.97 2.33 2.25 2.67 2.71 

4 2.11 2.67 2.71 2.97 3.11 
3 2.08 2.70 2.60 2.78 2.94 

2 2.25 2.63 2.73 2.83 2.84 
1 1.95 2.25 2.27 2.69 2.73 

C 

5 1.89 2.43 2.47 2.77 2.95 
4 1.95 2.42 2.45 2.72 2.73 

3 2.10 2.50 2.65 2.77 2.94 
2 2.02 2.62 2.71 2.88 2.87 

1 2.06 2.55 2.67 2.91 2.95 

社会の様々な変化に主体的かつ柔軟に対応
する能力として，学年進行に伴って，ロジッ
クルーブリックにおける各観点，各段階の自
己評価の平均値が上昇している。探究活動を
通して，身につけさせたい力が育成されてい
る意識を生徒がもっていることから，評価の
妥当性を高めるために総合問題「ロジックア
セスメント」との関連を検証する必要がある。 
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(2)学校経営への効果 

SS コースは，SSH 事業を誇りに思う生徒

の割合が高く，家族や友人等に話す機会が増

えた生徒の割合が高い。GS コースは，特に 1

年において SSH 事業を誇りに思う生徒の割

合が低いことが特徴として挙げられる。 

探究活動の指導方法や運営について，学校

視察及び学校訪問者数が増加したことは学校

の活性化を図るうえでも効果的であった。 

SSH について家族や友人等に話す機会が増えた  

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事前 事前 事後 事後 事後 事前 事後 
4 6 14 18 23 19 38 2 4 6 5 

3 22 40 39 38 43 45 9 13 15 21 
2 38 32 21 25 24 10 26 28 42 28 

1 33 14 21 14 14 7 62 54 38 46 
Ave 2.02 2.54 2.54 2.70 2.67 3.15 1.52 1.68 1.88 1.86 

差 0.52  0.17 0.48 0.16 -0.02 

宇土高校の SSH 事業が誇りである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 35 32 47 60 35 58 13 9 16 20 

3 40 41 42 33 41 35 38 26 31 31 
2 16 16 7 5 16 5 32 32 39 31 

1 10 11 4 2 8 2 16 33 14 19 
Ave 3.00 2.94 3.33 3.52 3.03 3.50 2.48 2.13 2.49 2.52 

差 -0.06 0.19 0.47 -0.35 0.03 

SSH 指定以降・学校訪問者(教育関係者)数の推移 

 
SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれ

までの改善・対応状況について 

平成 30 年度実践型指定のため記載不要 

５ 校内における SSHの組織的推進体制 

中高一貫教育校として，教科との関わりを重

視した探究活動を行うプログラムの実践を進

めるために以下に示す組織的推進体制を構築

している。週時程に 1 時間会議を設定する「第

二期 SSH 推進委員会」を設置して研究開発及

び実践の方向性を議論した。「研究開発部会」

に加え，「課題研究担当者ミーティング(会議)」

として週時程に 1 時間会議を設定し，数学・理

科の教員全員が出席して情報共有・指導方法開

発に取り組んだ。1 学年ロジックリサーチにお

ける全職員担当による OJT(On the Job 

Training)での指導力向上機会設定，ルーブリッ

ク作成ワークショップへの参加による評価観

点の意識化など職員研修の充実を図った。 

 

熊本県 
教育委員会 

 
ＳＳＨ運営
指導委員会 

 
大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       

   校長    
        

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

 
    

 第二期SSH推進委員会  
        

 
職員 

研修・会議 
 
研究開発部 

 事務室 
SSH事務員 

 
  

        

 
高校 
学年会 

 
課題研究 
担当者会議 

 
中学 
学年会 

 

       

６ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫

教育校として，６年間を通した科学的探究活

動を行うためのプログラムの開発」から，第

2 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫教育校

として，教科との関わりを重視した探究活動

プログラムの実践」へと発展した第 1 年次に

生じた課題 1～5 に焦点を当て，今後の研究

開発を進めていくこととする。 

1.ロジックプログラムにおけるミニ課題研究 

高校 1 年対象に実施するロジックプログラ

ムにおいて，探究活動のテーマ設定につなが

る取組に加え，探究活動の意義や理解につな

がるガイダンスの充実と探究の過程を経験さ

せる「ミニ課題研究」の充実を図る。探究活

動に必要な考え方，技能や手法を活用する実

感を得る教材を開発する。 

2.探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開 

高校 1 年対象に実施するロジックリサーチ

において，探究の「問い」を創る授業から生

じた探究テーマを活用する体制を構築する。 

3.ロジックガイドブックと身につけさせたいコンテンツの扱い方  

高校 2年 3 年対象に実施するSS課題研究に

おいて，探究活動に必要な知識や技能を扱うロ

ジックガイドブックの活用方法を検討する。ア

カデミックライティングや英語研究発表，統計

処理など，各研究テーマを深めるうえで必要と

なるコンテンツをどう扱うか検討する。 

4.ロジックルーブリックとロジックアセスメントの関係  

ロジックルーブリックの各観点と段階に用

いた記述語に基づいて作成する総合問題「ロ

ジックアセスメント」から本校が定義した力，

未知なるものに挑む UTO-LOGIC を測る。 

5.GS 課題研究及びロジック探究基礎の充実 

高校 2 年対象に実施する「GS 課題研究」，

「ロジック探究基礎 1 単位」において，身に

つけさせたい見方・考え方を重視した探究活

動に必要な資質を高める指導法を検討する。 



- 48 - 

Ⅲ 中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓

く探究活動の実践」を研究開発課題に，中高一貫

教育校として，社会と共創する探究を進め，地域

からグローバルに展開するプログラムの実践を

進めることで，未知なるものに挑む UTO-LOGIC

を備え，グローバルに科学技術をリードする人材

を育成することをねらいとする。 

UTO-LOGIC とは 

・本校が定義した生徒に身につけさせたい力。 

・LOGIC（論理性・客観性・グローバル・革新

性・創造性）を駆使して，既成概念にとらわ

れることなく未知なるものに挑む態度を身

に付けさせる。 

・授業及び探究活動の評価指標ともなり，他に

先駆けての宇土校ならではの取組が世界の

モデルとなることを全校あげて目指す。 

キー・コンピテンシー「LOGIC」 

論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。

その思考は革新的であれ，創造的であれ 

Think Ｌogically,Ｏbjectively and Ｇlobally．Be 

Ｉnnovative and Ｃreative. 

(2)研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知な

るものに挑む UTO-LOGIC を備え，グローバル

に科学技術をリードする人材を育成するため

に，社会と共創する探究を進め，地域からグロ

ーバルに展開するプログラムを研究開発する

ことを目標とする。本校独自「グローバルリー

ダー育成プロジェクト（GLP）」及び「U-CUBE」

を中心に，中学段階，総合的な学習の時間「宇

土未来探究講座」，高校段階，学校設定教科「ロ

ジック」における学校設定科目「ロジックプロ

グラム」，「SS（スーパーサイエンス）課題研究」，

「GS（グローバルサイエンス）課題研究」，「ロ

ジック探究基礎」を通して，社会と共創する探

究を進め，地域からグローバルに展開するプロ

グラムを実践する。 

(3)研究開発の仮説 

公立の併設型中高一貫教育校として，社会と

共創する探究を進め，産・学・官及び異世代を

含めた国内外のネットワークを駆使したプロ

グラムを実践することによって，多様性を尊重

し，他者と協働する社会のリーダーとしての資

質・能力を育てることができる。 

(4)研究開発の内容及び実践 

「宇土未来探究講座」，教科「ロジック」な

ど，社会と共創する探究を進め，地域からグロ

ーバルに展開するプログラムを研究開発する。

中学段階及び高校段階で以下1～4に取り組む。 

1.グローバルリーダー育成プロジェクト 

1)米国研修(中学) 

中学 3 年生希望者 30 人程度を米国シアトル

へ海外研修に派遣する。English Camp での英

語研修や事前学習によって，海外研修の意義や

目的を理解し，研修成果が上がるよう指導する。 

2)米国研修(高校) 

高校 1，2 年生を対象に 10 人程度を選抜し，

アメリカ合衆国ハーバード大学及びマサチュ

ーセッツ工科大学研修へ研修派遣する。研修前

に研修先の学習を，研修後は成果普及を図る。 

2. U-CUBE 「UEC（Uto English Center）」 

英語のみを使用する教室を設置する。英文に

よる教科書や科学雑誌を常時提供できる場所

及び，英語による映像・講義などを視聴できる

空間を設ける。「英語で科学」「グローバルパワ

ーランチ」「同時通訳講座」を実施する。 

3.海外研修 

1) SSH フィリピン共和国海外研修 

第 13 回国際先端科学技術学生会議 

The 13th International Student Conference on Advanced Science and Technology 

課題研究に取り組む 2 年 SS コース 2 人がフ

ィリピン共和国で開催される第 13 回国際先端

科学技術学生会議(ICAST)で研究発表をする。

各国の大学生，研究者との交流の機会とする。 

2) SSH 台湾海外研修・國立中科實驗高級中學 

課題研究に取組む 2 年 SS コース 6 人が台

湾・國立中科實驗高級中學で開催される研究発

表会で研究発表する。英語で研究発表及びコミ

ュニケーションを図るとともに高校生との交

流の機会とする。本校同窓会支援を受け，2 年

GS コース 4 人も課題研究の成果を発表する。 

4.社会との共創プログラム 

産・学・官連携して，社会と共創する探究を

進め，地域からグローバルに展開するプログラ

ムの開発をする。SS 課題研究及び GS 課題研

究への効果波及を図る。 

1)ウトウトタイム 

本校が実践するウトウトタイム（午睡）を探

究活動のテーマに，世界トップレベル研究拠点

プログラム（WPI）採択拠点国際睡眠医科学研

究機構(IIIS：International Institute for Integrative 

Sleep Medicine)をはじめ，熊本大学，久留米大

学，くわみず病院，霧島睡眠カンファレンス，

理化学研究所などと連携して，子どもの睡眠に

関する研究に取り組む。 

2)Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～ 

熊本大学構造力学研究室，一般社団法人ツタ

ワルドボクと連携し，芸術と工学を融合させた

授業を構築，美的センスと工学的センスを引き

出すペーパーブリッジコンテストを実施する。 
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3)学びの部屋 SSH【小学生実験講座・研究相談】 

近隣小学校対象に高校 2 年 SS コースの生徒

が理科・数学の実験講座を実施する。SS 課題

研究及び GS 課題研究に取り組む高校 2 年生が

自由研究のアドバイスや実験指導を行い，探究

活動の経験や成果を活用する機会を設定する。 

(5)研究開発の実践の結果概要 

海外研修を経験した生徒は表.1 に示すよう

に SSH 指定 6 年間で 303 人となった。1 年プ

レ課題研究，2 年課題研究，2 年探究活動の研

究要旨を英語で作成，3 年課題研究の成果を英

語で発表，海外研修や国際学会発表，英語での

研修プログラム開発など課題研究の成果を英

語で発表する機会の充実を図ることもできた。

ロジックガイドブックによる Abstract 作成や，

英語科，ALT と連携した英語口頭発表指導の充

実を図ることができた。 

ウトウトタイム，Art＆Engineering～架け橋

プロジェクト～，学びの部屋 SSH など産・学・

官連携による社会と共創するプログラムの開

発を進めることができ，2 年 SS 課題研究，GS

課題研究，1 年プレ課題研究への展開ができた。 

【表.1 海外研修及び海外研究発表者数増加】 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

G L P 中 学 
( 英 国 研 修 ) 

英
国 

24 30 26 38 35 23 

G L P 高 校 
( 米 国 研 修 ) 

米
国 

10 23 9 7 8 6 

サ イ エ ン ス
G L P 

米
国 

2 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 

C A S T I C 
中
国 

‐ 2 ‐ ‐ ‐ ‐ 

I C A S T 
(仏国・尼国・台湾・比国)  

＊ ‐ 2 2 ‐ 2 2 

アジアサイエンス 
キャンプ(泰国・印度) 

＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ ‐ 

盆唐中央高校
研 究 発 表 会 

韓
国 

‐ ‐ 6 10 
中 

止 

中 

止 

國立中科實驗
高 級 中 學 

台
湾 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 10 

トビタテ留学
JAPAN(米国・比国) 

＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ ‐ 

青 少 年 科 学 
技 術 会 議 

泰
国 

‐ ‐ ‐ 2 ‐ ‐ 

オーストラリ
ア科学奨学生 

豪
州 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 ‐ 

ライオンズクラブ 
国際協会 YCE 派遣生 

星
国 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 1 

I n t e l  I S E F 
米
国 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 3 

TOMODACHI Honda
Global Leadership Program 

米
国 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 1 

合 計 ＊ 36 57 46 61 47 46 

２ 研究開発の経緯 

第１期開発型(H25～H29)では，科学を主導す

る人材を育成するために，6 年間を通したグロ

ーカル教育として，「グローバルリーダー育成

プロジェクト（GLP：Global Leaders Project）」，

英語専用教室「U-CUBE」，「宇土未来探究講座」

の研究開発に取り組んだ主な実践と課題をま

とめたものを表.2 に示す。5 年間を通して，海

外研修経験者数増加，U-CUBE での国際テレビ

電話会議実施，探究活動の国際発表者数増加の

反面，地域資源の活用が不充分であったことか

ら，第２期実践型(H30～)では「社会と共創し

て探究し，地域からグローバルまで展開するプ

ログラム実践」に取り組んでいる段階である。 

【表.2 第 1 期開発型における実践と重点課題の経緯】   

第
1

年

次 

実
践 

・同窓会支援，高校 GLP（米国研修）， 

中学 GLP（英国研修）実施 

・同窓会支援，サイエンス GLP 実施 

・英語専用教室 U-CUBE 設置 

課
題 

・英語に苦手意識をもつ生徒が多い 

・英語に対する生徒の興味・関心を高める

環境づくりが必要 

第
2

年

次 

実
践 

・探究活動における Abstract を英語で 

作成，SSH 研究成果要旨集発刊 

・U-CUBE 常駐教員の配置，生徒部活動 GLP 部設置  

・海外研究発表(CASTIC)への参加 

・SSH 海外研修(ICAST)実施 

課
題 

・英語科全教員及び ALT による Abstract

の英語での作成指導体制の構築 

・U-CUBE の運用・管理，生徒の活用 

・英語での研究発表機会の充実 

第
3

年

次 

実
践 

・SSH 課題研究成果発表会で英語研究発表  

・SSH 大韓民国海外研修実施 

課
題 

・3 年課題研究英語発表指導方法・体制 

・Abstract を英語で作成する教材，資料の必要 

・2 年課題研究英語発表機会の確保 

第
4

年

次 

実
践 

・研究開発部における GLP 研究主任設置 

・英語で科学及びグローバル講座の実施 

・国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP 

SCIENCE CHALLENGE 開発(終日英語) 

課
題 

・「英語で科学」における英語論文作成力

及び英語研究発表力の向上 

・海外研修経験者と未経験者との意欲，態度の差 

第
5

年

次 

実
践 

・全校生徒のグローバルな態度を涵養 

する SSH，GLP 成果報告会の実施 

・台湾・静宜大学との連携協定締結 

課
題 

・海外研修経験者増加，海外研究発表者増

加，英語での研究発表機会充実の反面，

グローバルに研究成果を発信する意義の

理解が不充分である生徒が多く，社会や

地域における課題に取り組み，グローバ

ルな視点で探究を進めることに課題があ

る。社会と共創をし，ローカルな視点と

グローバルな視点の双方を備えた探究活

動を展開する必要がある。 
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３ 研究開発の内容 

(1) U-CUBE 

(英語で科学・グローバル講座・同時通訳講座) 

1.仮  説 

U-CUBE を様々なグローバル関連事業を展

開する空間として運用すること，探究活動の成

果を英語で発信する機会設定するによって，英

語で会話する意欲を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が

否定的)でアンケートを実施し，各段階の回答

割合(%)と各質問の平均を得る。 

3.方  法（検証内容） 

1)英語で科学（講座） 

放課後，希望生徒対象に，表.1 に示す講座を

実施する。理科は物理，化学，生物，地学の基

礎科目の内容を扱い，学校設定科目「未来科学

A」「未来科学 B」に準ずる内容とする。ALT

及び英語，理科教員が担当し，すべて英語でワ

ークシート，スライド資料を作成して説明する。 

【表.1 英語で科学・講座内容】 
№ 講座スケジュール 
1 Bio-Human disestive system 
2 Bio-Human reproductive system 
3 Bio-Human reproduction 
4 Special Lecture in Biology by Mr. Goto. 
5 Ecology-When animals return 
6 The Periodic Table 
7 Carbon and its many forms 
8 Acids and Bases in Everyday Life 
9 Nanochemistry 
10 Reflection and Refraction 
11 Renewable Energy and Bio fuels 
12 Volcanoes and Plate Tectonics  

2)英語で科学（Abstract 作成） 

Abstract やタイトルを作成する際の留意点

や英語の表現，スキミングされる構成について，

図.1 に示すように，ロジックガイドブック(本

校開発教材・40 頁参照)で提示する。 

 
【図.1 ロジックガイドブック P.9 [G-2]】      

3)「グローバル講座」(Global Power Lunch) 

土曜授業日の放課後，希望生徒対象に昼食を

摂りながら，表.2 に示す講座を実施する。日本

語でスライド資料を用いて説明した後，同様の

内容を英語でスライド資料を用いて説明する。 

【表.2 グローバル講座】 
№ 講座スケジュール 

1 フランス大統領選と欧州 
2 通貨（円高ってどういうこと？） 
3 国際派ビジネスマンの共通語 
4 MBA って何①？ 
5 MBA って何②？ 
6 ベニスの商人の過ち（金利の話） 
7 グローバルなら何でもすばらしいのか？ 
8 就活どうする？（企業分析） 
9 ２０１７年世界を振り返る 

10 インバウンド消費と観光 
11 地域活性化とグローバル化 
12 自分で政治・経済を予測してみる 

4)同時通訳講座 

放課後，希望生徒対象に，研究発表内容を日

本語から英語または英語から日本語に同時通

訳する練習を行う「同時通訳講座」を実施する。

ロジックスーパープレゼンテーションの英語

発表時には，FM ラジオで同時通訳の音声がイ

ヤホンを通して届くようにする。 

5) U-CUBE 

GLP 研究主任が U-CUBE に常駐し，表.3

に示す様々なグローバル関連事業を展開する。 

【表.3 U-CUBE での主な活動内容】 
通 
年 
活 
動 

英語で科学(Science in English) 

グローバル講座(Global Power Lunch) 
GLP 委員会生徒活動運営 

同時通訳講座 
英 
語 
発 
表 
支 
援 

ロジックスーパープレゼンテーション 

SSH 台湾海外研修・國立中科實驗高級中學 
国際先端科学技術学生会議海外研修 
International Student Conference on Advanced Science and Technology  
The 51th annual meeting of the Japanese Society of Developmental Biologists 

SLEEP SCIENCE CHALLENGE2019 
Intel ISEF 2018 

留 
学 
支 
援 

GLP(グローバルリーダー育成プロジェクト) 
熊本・モンタナ留学プログラム 

トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム 
「心連心」中国高校生長期訪日事業 

参 
加 
支 
援 

熊本県私学振興課主催「海外チャレンジ塾」 
グローバルジュニアドリーム事業熊本県高校生リーダー  

「ビヨンドトゥモロー」ジャパン未来フェローズプログラム 
高校生「中国ふれあいの場」訪問事業 

日本の次世代リーダー養成塾 
TEDX Kumamoto 

4.検  証 

U-CUBE を拠点に様々なグローバル関連事

業が展開されることが校内で浸透しており，

「一歩踏み出そうとする生徒」を多く支援する

体制構築することができた。生徒も積極的に英

語で会話をする姿勢が見受けられるものの SS，

GS コースともに意欲の二極化が生じている。 

【表.4 外国の人と積極的に会話をしたい】 

 
1 年 SS 

n=65 
2 年 SS 

n=66 
3 年 SS 

n=65 
1 年 GS 
n=169 

2 年 GS 
n=168 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 22 18 19 22 30 29 12 13 15 15 
3 38 37 31 36 39 37 25 22 34 32 

2 27 32 43 33 20 21 44 40 34 36 
1 13 13 7 9 11 14 19 25 17 18 

Ave 2.70 2.60 2.61 2.70 2.87 2.79 2.29 2.23 2.46 2.42 
差 -0.10  0.09 -0.06 -0.06 -0.04 
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(2)海外研修 

1)SSHフィリピン共和国海外研修 

第 13 回先端科学技術分野学生国際会議 ICAST 

International Student Conference on Advanced Science and Technology  

2) SSH台湾海外研修・國立中科實驗高級中學 
1.仮  説 

SSH 海外研修において課題研究の成果を

発表する国際研究発表の機会を設定すること

によって，英語で発表する技能や表現力を身

につけることができる。また，ロジックスー

パープレゼンテーションはじめ全校生徒対象

に報告会を設定することによって，海外研修

や留学への意識を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

課題研究について，英語によるプレゼンテ

ーション資料及びポスターセッション資料の

内容，口頭発表の内容を検証する。また，全

校生徒の意識向上については，選択的回答方

式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)でアンケ

ートを実施し，各段階の回答割合(%)と各質

問の平均を得る。 

3.方  法（検証内容） 

1)SSH フィリピン共和国海外研修 

第 13 回先端科学技術分野学生国際会議
International Student Conference on Advanced Science and Technology 

フィリピン共和国 De La Salle University で

開催される ICAST に高校 2 年 SS コース 2 人

が表.1 に示すスケジュールで取り組む。事前学

習として，11 月上旬，図.1 に示す発表要旨を

提出し，英語でのプレゼンテーション資料を作

成する。第 13 回 ICAST は大学生が主体となっ

て運営する国際会議であり，Oral Session は

13 部門で構成されている。11 月 29 日(木)15

分間の Oral Session「General Session」を行

う(図.2)。事後学習として，1 月ロジックスー

パープレゼンテーションで研修報告及び英語

での研究発表を行う。 

【表.1 フィリピン共和国研修日程】 

月日 研修内容・行程 

10 月 7 日 ICAST 受付 

11 月 1 日 ICAST 要旨提出 

11 月 27 日 移動(福岡空港-マニラ空港-宿舎) 

11 月 28 日 

9:00 

9:10 

9:20 

10:40 

12:45 

ICAST1 日目 

Opening Address 

Welcoming Remarks 

Plenary Speaker 

Introduction to De La Salle University 

Parallel sessions 

11 月 29 日 

9:00 

12:30 

15:00 

ICAST2 日目 

Plenary Speaker 

General sessions 

Closing and Awarding Ceremony 

11 月 30 日 移動(マニラ空港-福岡空港-学校) 

1 月 31 日 研修報告・研究発表 in English 

 
 

 
【図.1 ICAST 提出研究要旨】 

  
【図.2 ICAST「general sessions」】 

 

2) SSH 台湾海外研修・國立中科實驗高級中學 

台湾・國立中科實驗高級中學で実施した研究

発表会に高校 2 年 SS コース 6 人，GS コース

4 人が表.2 に示すスケジュールで取り組む。事

前学習として，英語でのプレゼンテーション資

料及びポスターセッション資料を作成する

(表.3)。國立中科實驗高級中學では，学校紹介，

授業，研究発表会，ポスターセッション(図.3)，

研究情報交換(図.4)を行う。2 日目はホームス

テイを行う。事後学習として，1 月ロジックス

ーパープレゼンテーションで研修報告を行う。 

【表.2 台湾研修日程】 

月日 研修内容・行程 

10 月 1 日 台湾研修・面接 

11 月中旬 英語学校紹介資料作成 

12 月上旬 英語口頭発表資料作成 

12 月中旬 英語ポスターセッション資料作成 

12 月 18 日 國立中科實驗高級中學 1 日目 

歓迎行事・自己紹介 

12 月 19 日 國立中科實驗高級中學 2 日目 

学校紹介・施設見学・授業 

ホームステイ 

12 月 20 日 國立中科實驗高級中學 3 日目 

英語口頭発表 

英語ポスターセッション 

研究情報交換 

1 月 31 日 研修報告 
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【表.3 研究発表テーマ】 

№ タイトル 

SS1 
伝統的修復部材ガンゼキの科学的考察 

Scientific consideration about Ganzeki 

SS2 
テオブロミンの抽出 

Extraction of theobromine 

SS3 
リボソームによる多能性幹細胞の創造 

Generation of Pluripotent Stem Cells by Ribosome 

SS4 

ウトウトタイムの効率化を目指して 

The working efficiency can be enhanced 

by taking a nap “Uto-Uto time” 

SS5 

昆虫-植物間のコミュニケーション 

～クスノキにおける香り～ 

Communication between plants and insectsvia 

the incense components around Camphor tree  

SS6 
アライグマの生息地調査 

Habitat survey of Raccoon 

GS1 
虐待の心理 

Psychology in abusing parents 

GS2 

「昔」と「今」のいじめの違いとそれに対する対応  

The difference in bullying between the past  

and the present and how it should be coped with 

GS3 
日本を変える教育法 

Educational methods to change Japan 

GS4 
孤食化 

The Habit of Eating Alone 

  
【図.3 ポスターセッション】 

  
【図.4 情報交換】 

 
【図.5 ICAST BEST PRESENTATION】 

  
【図.6 ロジックスーパープレゼンテーション】 

4.検  証 

SSHフィリピン共和国海外研修及びSSH台

湾研修を通して，課題研究の取組及び内容につ

いて，Abstract 及びプレゼンテーション資料，

ポスターセッション資料を作成し，英語で発表

することができていた。また，国際研究発表を

経験したSS課題研究に取り組む生徒はグロー

バルな舞台で研究発表に臨む意欲の向上が見

受けられ，世界トップレベル研究拠点プログラ

ム(wpi)国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP 

SCIENCE CHALLENGE での英語口頭発表や

バイオ甲子園 2018 研究発表など多くの研究発

表に参加する機会を得た。また，高校 2 年で課

題研究のテーマ設定後 8 ヶ月で研究発表を英

語で行う機会を設定することによって，課題研

究に取り組む生徒の英語での研究発表への意

欲向上を図ることもできた。 

ロジックスーパープレゼンテーションでの

英語研究発表及び研修報告による全校生徒の

留学や海外研修の意欲の変容について，選択的

回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)での

回答結果を各段階の割合と各質問の平均を求

め，事前事後の差を得た結果を表.4，表.5 に示

す。課題研究の成果をグローバルな舞台で発信

しようとする全校生徒の意識を促すことがで

き，特に，1 年 SS コースの生徒で 2 年次に実

施される海外研修への参加意欲の向上が見ら

れたことからも，今後の課題研究の取組を充実

させるうえでも効果があることが示された。 

【表.4 機会があれば留学をしたい】 

 
1 年 SS 

n=65 
2 年 SS 

n=66 
3 年 SS 

n=65 
1 年 GS 
n=169 

2 年 GS 
n=168 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 16 19 28 25 28 35 11 14 26 26 
3 30 27 35 30 34 25 23 26 23 25 

2 35 34 31 36 20 19 33 21 31 24 
1 19 19 6 9 18 21 34 40 20 25 

Ave 2.43 2.47 2.85 2.70 2.72 2.75 2.10 2.14 2.54 2.51 
差 0.04  -0.15 0.03 0.04 -0.03 

【表.5 海外研修に参加してみたい】 

 
1 年 SS 

n=65 
2 年 SS 

n=66 
3 年 SS 

n=65 
1 年 GS 
n=169 

2 年 GS 
n=168 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 22 40 30 28 13 25 10 16 31 28 

3 30 27 38 38 27 30 25 26 23 20 
2 35 21 23 20 28 29 36 27 22 26 

1 13 13 9 14 32 16 29 32 25 25 
Ave 2.62 2.94 2.89 2.80 2.22 2.65 2.16 2.25 2.73 2.52 

差 0.32  0.09 0.33 0.09 -0.21 
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(3)社会との共創プログラム 

1) ウトウトタイム 

2) Art＆Engineering 架け橋プロジェクト  

3)学びの部屋 SSH【小学生実験講座・研究相談】  

1.仮  説 

産・学・官及び異世代を含めた国内外のネッ

トワークを駆使したプログラムを実践するこ

とによって，他者と協働する社会のリーダーと

しての資質を育てることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

社会との共創プログラムから 2年SS課題研

究及び GS 課題研究，1 年プレ課題研究へのテ

ーマ設定の展開状況を整理する。 

3.方  法（検証内容） 

1) ウトウトタイム 

昼休み後に 15 分間，全校生徒が午睡をとる

時間を設定し，表.1 に示す日課表に位置付けて

実施をする。ウトウトタイム開始 3 分前に，予

告アナウンスを全校放送し，教室の消灯，カー

テンによる遮光，全生徒の入眠準備を促してか

ら，担任または副担任とともに BGM の流れる

教室で午睡をとる。生徒は椅子に座って，机に

うつ伏せになる姿勢をとる(図.1)。ウトウトタ

イム終了時には，掃除予告アナウンスを全校放

送して起床を促す。また，学年，男女別の別室

を指定し，教室外での午睡をとれる場所の確保，

午睡後，掃除を行うことで 5 限目に影響を及ぼ

さない切替え時間の確保など配慮をする。 

【表.1 日課表】 

時 間 校 時 

8:25 ～ 8:35 朝読書 

8:35 ～ 8:45 ＳＨＲ 

8:50 ～ 12:40 １~４限 50 分授業 

12:40 ～ 13:20 昼休み 
13:20 ～ 13:35 ウトウトタイム 

13:40 ～ 13:50 掃 除 
13:55 ～ 15:45 ５~６限 50 分授業 

15:50 ～ 15:55 終礼 ＊火・木は７限 

  
【図.1 ウトウトタイムの様子】 

SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)

採択拠点国際睡眠医科学研究機構 (IIIS：
International Institute for Integrative Sleep 

Medicine)で 1年 SS コース 10 人対象に表.2に

示す日程で，高校 2 年 SS コース 6 人対象にフ

ォローアップ企画として表.3 に示す日程で実

施する。英語が公用語である IIIS では原則，英

語でコミュニケーションを図る。生徒研究発表

として様々な国籍の研究者が一堂に会した場

で口頭発表 10 分，質疑応答 15 分を設定し，

課題研究に関する様々なアドバイスを受ける。 

【表.2 12 月 SLEEP SCIENCE CHALLENGE】 
時間 内容 
9:30 ガイダンス「眠りとはなにか？」 
9:45 動物施設ツアー 

10:45 実験室ツアー 
① 創薬の研究室を見てみよう 
② ヒトの睡眠と代謝を知ろう 
③ センチュウも眠る・・・？ 
④ IIIS で一番お高い実験装置!? 

11:30 研究者との座談会 
本多隆利研究員講話 (SSH 指定校出身 )  

13:00 ウトウトタイム 
13:30 柳沢正史機構長 

講義「Solving the Mystery of Sleep」 

 
【図.2 動物施設ツアーの様子】 

 
【図.3 柳沢機構長・本多研究員講義】 

 
【図.4 朝日新聞茨城県版 2019.1.11 朝刊】 

【表.3 3 月 SLEEP SCIENCE CHALLENGE(予定)】 
時間 内容 
9:30 ガイダンス「眠りとはなにか？」 

10:00 櫻井武副機構長講義 
11:30 研究発表 

1.The working efficiency can be 
enhanced by taking a nap “Uto -Uto t ime 

2.A scientific consideration about yeast 
3.Communication between plants and insect s 

via the incense components around Camphor tree  
4. What can we see with MRI 

13:40 ウトウトタイム 
14:00 実験室ツアー 
15:00 研究体験 櫻井/平野研究室 
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抗疲労，集中力と学習意欲向上研究プロジェクト 

産・学・官ネットワークとして，理化学研究

所科技ハブ産連本部融合研究推進グループ(水

野敬チームリーダー)，熊本大学大学院生命科

学研究部(米田哲也准教授)と連携して，「宇土

中学校・宇土高等学校の抗疲労，集中力と学習

意欲向上研究プロジェクト」を表.2 に示すスケ

ジュールで実施する。 

【表.4 抗疲労，集中力と学習意欲向上研究プロジェクト】 

1 疲労と学習意欲アンケート調査研究 
生活習慣・睡眠・疲労・学習意欲の 
実態把握【倫理委員会承認済】 

2 午睡による効果検証研究 
午睡による疲労軽減・集中力向上効果に 
関する生理・生化学的検証 

3 午睡用枕の効果検証研究 
午睡時の西川リビング枕，コントロール枕
による疲労軽減・集中力向上促進効果検証 

2.Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～ 

7 月から 11 月にかけて熊本大学構造力学研

究室，一般社団法人ツタワルドボクと連携して，

中学 3 年美術の授業(単元：空間デザイン)，SS

探究物理の授業で実施をする。20 トン車の通

過を想定した約 2 kg のおもりを支えるため，5

人 1 組となり，ケント紙を用いた長さ 30cm の

1/100スケールのペーパーブリッジを完成させ

るを完成させる。材料は木工用ボンドとケント

紙，たこ糸のみ。桁橋やトラス橋，アーチ橋，

吊り橋の中から橋の種類を決める。今年度は，

宇土市の JR の在来線と新幹線が並ぶ実在する

ショッピングモールの場所に橋を設置する設

定で，再開発した町の将来像をイメージしなが

ら橋のデザインを考え，インフラの重要性や強

度，自然環境や予算など様々なことを学ぶ。紙

の重さに合わせて金額を設定し，デザインや強

度，軽さと経費の関係など橋づくりに必要な知

識を身に付けさせる。11 月下旬には，美的セ

ンスと工学的センスを引き出すペーパーブリ

ッジコンテスト(耐荷実験)(図.5)を実施し，総

合的に評価して最優秀賞や部門賞を選ぶ。 

 
【図.5 熊本日日新聞 2018.11.19 朝刊】 

 
【図.6 ペーパーブリッジコンテストの様子】 

3.学びの部屋 SSH【小学生実験講座・研究相談】 

夏季休業中，小学生 100 人程度対象に高校 2

年 SS コースの生徒が理科・数学の実験講座を

本校で実施する。また，自由研究のアドバイス

や実験指導を行い，必要に応じて小学校に出向

いて継続的な指導を行う(図.7)。 

 
【図.7 熊本日日新聞 2018.8.3 朝刊】 

4.検  証 

ウトウトタイム，Art＆Engineering～架け橋

プロジェクト～，学びの部屋 SSH の社会と共

創するプログラムを通して，2 年 SS 課題研究，

GS 課題研究，1 年プレ課題研究における探究

へと展開した研究テーマを表.5 に示す。ウトウ

トタイムや SLEEP SCIENCE CHALLENGE を

通して得た課題や興味から睡眠研究に展開し

たテーマや，ペーパーブリッジコンテストを中

学 3 年で経験したことで生じた興味からプレ

課題研究につながったテーマ，学びの部屋を通

して意識を深めたテーマが見受けられた。 

また，産・学・官と社会と共創するプログラ

ムを展開することによって，研究者等と接する

機会を多いことから，科学に携わるうえで必要

な資質となるサイエンスマインド，サイエンス

リテラシーを学ぶ有意義な機会となっていた。 

【表.5 課題研究テーマ一覧】 

SS ウトウトタイムの効率化を目指して 
GS 日本を変える教育法 
プレ 睡眠と記憶 

タワーの構造の研究 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，社会と共創する探

究を進め，産・学・官及び異世代を含めた国

内外のネットワークを駆使したプログラムの

実践』の効果とその評価を検証するために，

アンケートを実施した。 

仮説 多様性を尊重し，他者と協働する社会の

リーダーとしての資質・能力を育てることができる 

実施日 事前：H30 年 5 月 事後：H31 年 1 月 

対 象 SS コース 1 年 65 人，2 年 66 人，3 年 65 人， 

GS コース 1 年 168 人，2 年 169 人(有効回答) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 各コースの結果を下表に示す。 
自分の興味を未知の世界で拓くことができる 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事前 事前 事後 事後 事後 事前 事後 

4 3 3 5 19 18 13 0 3 1 4 
3 9 29 33 41 42 51 3 16 23 33 

2 47 44 55 36 37 33 37 41 48 39 
1 41 24 7 5 6 3 60 41 28 24 

Ave 1.75 2.11 2.36 2.73 2.73 2.73 1.42 1.81 1.98 2.17 
差 0.36 0.37 0.00 0.39 0.19 

世界の最先端技術や研究に関心がある 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 21 27 33 45 44 24 9 10 5 6 
3 33 53 46 38 41 49 26 22 32 26 

2 35 11 19 14 11 19 42 39 42 40 
1 11 8 2 3 3 8 23 29 21 28 

Ave 2.63 3.00 3.11 3.25 3.26 2.89 2.22 2.13 2.22 2.10 
差 0.37  0.14 -0.37 -0.09 -0.12 

人前で話をするのが得意である 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 11 8 7 11 11 8 6 6 4 6 
3 24 39 30 34 39 32 15 17 18 21 

2 46 39 46 39 38 48 46 44 50 46 
1 19 15 17 16 11 13 33 33 27 27 

Ave 2.27 2.40 2.28 2.41 2.51 2.35 1.95 1.96 1.99 2.06 
差 0.13 0.13 -0.16 0.01 0.07 

外国の人と積極的に会話をしたい 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 22 18 19 22 30 29 12 13 15 15 

3 38 37 31 36 39 37 25 22 34 32 
2 27 32 43 33 20 21 44 40 34 36 

1 13 13 7 9 11 14 19 25 17 18 
Ave 2.70 2.60 2.61 2.70 2.87 2.79 2.29 2.23 2.46 2.42 

差 -0.10  0.09 -0.06 -0.06 -0.04 

多様性を尊重し，他者と協働する社会のリー

ダーとしての資質・能力として，興味を未知の

世界で拓く力，最先端への関心，積極性を検証

した結果，自分の興味を未知の世界で拓くこと

ができると回答した平均がいずれのコースで

も増加していたものの，肯定的な回答をした生

徒と否定的な回答をした生徒の二極化が見受

けられる。人前での話すること，発信力や英語

でのコミュニケーションへの積極性において

も同様に，二極化が確認された。 

(2)学校経営への効果 

グローバル教育の効果として，留学生及び海

外派遣プログラムへの参加生徒増加が挙げら

れる。H26 年 9 月からの 1 年間はフィリピン

共和国から 1 人，H27 年 8 月からの 1 年間，

毎年，中華人民共和国から 1 人留学生を受け入

れた(計 4 人)。図.1(詳細は P50.表.1)に示すよ

うに海外研修参加者数，国際研究発表者が増加

している。卒業後，海外大学進学希望する生徒

に対しては，世界最大規模の高等教育機関ネッ

トワークの一つNavitasを活用することによっ

て指定校提携する国公立・州立大学に進学を可

能にする環境を整えることができている。 

生徒対象に実施したアンケートについて，選

択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1 が否定的)

で英語に関する質問の回答結果を各段階の割

合と各質問の平均を求め，事前事後の差を得た

結果を表.1 に示す。英語教育が充実していると

肯定的な回答を示す生徒が 1 年生で高い割合

を示していることから，海外研修及び国際研究

発表をはじめとするグローバル教育の取組は

近隣中学生が進路選択するうえで一つの検討

材料になっており，入学後の英語教育に対する

期待の高さをうかがうことができる。 

 
【図.1 海外研修・国際発表生徒数の推移】 

 

【表.1 英語に関する生徒アンケート】 

英語が好きである 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 
4 25 31 13 23 16 16 15 14 12 13 

3 35 31 44 38 36 35 33 43 38 31 
2 29 29 30 30 38 35 43 32 38 39 

1 11 10 13 9 10 14 9 11 11 17 
Ave 2.75 2.82 2.57 2.75 2.59 2.52 2.55 2.59 2.52 2.40 

差 0.08  0.18 -0.07 0.04 -0.12 

宇土高校は英語教育が充実している 

 
1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 1 年 GS 2 年 GS 
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

4 29 23 13 13 20 5 31 22 12 13 
3 52 55 54 55 49 51 58 53 62 55 

2 19 23 30 28 30 37 11 23 25 30 
1 0 0 4 5 2 8 1 2 1 2 

Ave 3.10 3.00 2.76 2.75 2.87 2.52 3.18 2.96 2.85 2.78 
差 -0.10  -0.01 -0.35 -0.23 -0.07 
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SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれ

までの改善・対応状況について 

平成 30 年度実践型指定のため記載不要 

５ 校内における SSH の組織的推進体制 

中高一貫教育校として，社会と共創する探究

を進め，地域からグローバルに展開するプログ

ラムの実践を進めるために以下に示す組織的

推進体制を構築している。週時程に 1 時間会議

を設定する「第二期 SSH 推進委員会」を設置

して研究開発及び実践の方向性を議論した。

H27 から配置している「GLP(グローバルリー

ダー育成プロジェクト)研究主任」に加え，H30

から新たに「GS研究主任」を配置することで，

地域からグローバルに展開するプログラムの

研究開発を一層，進める体制の構築ができた。 

U-CUBE に常駐している GLP 研究主任が

「英語で科学」及び「グローバル講座」をはじ

め，英語研究発表支援，留学支援，研修参加申

込支援など様々なグローバル教育を展開する

ことができている。ロジックスーパープレゼン

テーションにおいても，GLP 研究概要報告の

機会を設定し，SSH 事業におけるグローバル

教育の在り方を全校生徒，職員及び参加者に伝

えることができている。また，熊本県高等学校

教育研究会英語部会における本校 GLP の取組

の実践発表，米国教育旅行セミナーイン福岡に

おける米国教育旅行の成果の講演など，成果普

及することもできている。TEDxKumamoto と

連携を深め，聴衆を惹きつける視点を重視した

プレゼンテーションを行うことを目的とした

TED スピーチ体験を実施することもできた。 

GS 研究主任は，第二期実践型指定を受け，

地域からグローバルに展開し，社会と共創する

探究を推進するうえで，主に 2 年 GS 課題研究

の企画立案・調整渉外を行っている。地域課題

に着目させること，リサーチクエスチョンを設

定することなど第一期開発型で実践していた

SSH 主対象以外の生徒への探究活動の充実を

進めた。台湾・國立中科實驗高級中學，熊本県

スーパーハイスクール指定校合同発表会，第 9

回熊本県高等学校生徒地歴・公民科研究発表大

会など，SSH 主対象以外の生徒が GS 課題研

究の成果を発表する機会を設定できた。 

また，本校同窓会から海外研修に対する支

援・補助を受けるグローバルリーダー育成プロ

ジェクト(GLP)の充実も進んだ。中学 GLP，高

校 GLP あわせて 313 人(H24~H30)の生徒が海

外研修を経験することができている。GLP の

成果，効果の波及として，海外研修を経験した

生徒が，「一歩踏み出すことの重要性」を全校

生徒へ発信することに加え，課題研究の成果を

国際発表する意識を高めることにつながるな

ど有意義な展開を拡げることができている。 

熊本県 
教育委員会 

 
ＳＳＨ運営
指導委員会 

 
大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       

   校長    
        

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

 
    

 第二期SSH推進委員会  
        

 
研究開発部 

SSH研究主任・GLP研究主任・GS研究主任 
 

        

 
高校 
学年会 

 教科会  
中学 
学年会 

 

       

  支援 ⇑ 補助   

熊本県立宇土高等学校・同窓会 

６ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫

教育校として，6 年間を通したグローバル教

育の研究開発」から，第 2 期 SSH 研究開発

テーマⅢ「中高一貫教育校として，社会と共

創する探究を進め，地域からグローバルに展

開するプログラムの実践」へと発展した第 1

年次に生じた課題 1～2 に焦点を当て，今後

の研究開発を進めていくこととする。 

1.社会と共創する探究の拡がり 

高校 1 年対象に実施するロジックリサーチ，

プレ課題研究，高校 2 年対象に実施する SS

課題研究，GS 課題研究において，社会と共

創する探究を進め，地域からグローバルに展

開する探究テーマを拡げるために，地域課題

や地域資源，地域連携に着目するためのプロ

グラムを開発する。中学「宇土未来探究講座」

フィールドワークの場である「五色山」にお

ける行政，地域住民と連携した外来生物，害

獣対策や，高校 1 年「ロジックプログラム」

未来体験学習で研修を行う熊本県水産研究セ

ンターと連携したマリンチャレンジ事業など

を通した探究活動への接続を意識する。 

2.「卒業生」人材・人財活用プログラム 

現在，熊本大学高大連携室の支援により，

課題研究中間発表会における助言者やパネル

ディスカッションにおけるパネリストを卒業

生が務める体制ができている。今後は，卒業

生が SS 課題研究及び GS 課題研究における

課題や手法について助言する機会を設定する

継続性のある体制を構築する。 
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第４章 関係資料 

１ 教育課程表  平成 30年度入学生教育課程表 
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平成 28年度・平成 29年度入学生教育課程表 
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２ 運営指導委員会の記録 

(1)第二期・第１回運営指導委員会 

期日 平成 30年 7月 19日（木） 

会場 熊本県立宇土高等学校校長室 

内容 開会挨拶  [那須高久課長] 

   校長挨拶  [福田朋昭校長] 

概要説明  [後藤裕市研究主任] 

研究協議 

閉会挨拶  [那須高久課長] 

出席 運営指導委員 8名， 

教育委員会 2名，本校職員 17名 計 27名 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

杉本 裕治 

坂口 マコ 

宇佐川 毅 

片山 拓朗 

佐藤 勇治 

斉藤 貴志 

松尾 和子 

熊本県立大学 環境共生学部長 

宇土市役所総務部・部長 

モンタナ州政府駐日代表 

熊本大学 工学部長  

崇城大学 工学部長  

熊本学園大学外国語学部英米学科 教授  

理化学研究所脳神経科学研究センター 

熊本県立教育センター教科研修部理科研修室長  

［県教育委員会］ 

那須 高久 

原  恭一 

熊本県教育庁 高校教育課 課長 

熊本県教育庁 高校教育課 指導主事 

研究協議「SSH第二期事業計画に関する協議」 

・第二期事業計画の方向性について。ロジック

アセスメント，教科横断型授業，非常に挑戦

的な取組だ。優秀の定義。高大連携の視点で

も優秀な学生は物差しで変わる。(宇佐川委員) 

・成果発表会でのライトニングトークに代表さ

れるように研究を端的に説明する際は，指導

者のサポートが重要になる。ロジックガイド

ブック作成は良い取組，発表時のユニバーサ

ルデザインも触れると良い。  (宇佐川委員) 

・成果発表会では聴衆を意識したプレゼンテー

ションを。スライドを見せる時間。話し方。

スライド構成，配色にも留意。  (斉藤委員) 

・行政の視点。地域資源の活用は重要だ。宇土

市轟泉水道を保全するうえで高校生の研究を

継続させることは価値ある取組。 (杉本委員) 

・中学，高校の高い感受性高い時期の探究活動

は価値がある。英語発表も価値があるが，ネ

イティブチェックをしてほしい。 (佐藤委員) 

・英語教育でスピーチコミュニケーション，異

文化コミュニケーションに力を入れる必要が

ある。直接に海外研修，国際発表で学ぶ，間

接に，発展途上国での科学技術の役立て方を

学ぶ機会の設定が重要。グローバル講座は推

進してほしい。         (佐藤委員) 

・米国，欧州に先導される視点でなく，アジア

の学生を招き入れる視点を。   (斉藤委員) 

・熊本にも多数の国際関係リソースがある。大

学生，留学生の連携も視野に。 (宇佐川委員) 

・SSH牽引するうえで基礎学力がどう向上して

いるか評価する視点を入れる。海外研修，国

際発表した生徒以外の伸びを確認できると一

層，取組が充実する。      (片山委員) 

・基礎学力の定義は物差しで異なる。本校で身

につけさせたい力を評価するロジックアセス

メントを開発，実施，検証したい。(後藤主任) 

・探究活動，自ら課題を見つけ解決する過程で

通常の学びの意欲が高まることが期待される

からこそ基礎学力に焦点を当てる。(片山委員) 

・アクティブラーニング，問題解決学習のネガ

ティブな要素，エフォートが偏るため弱点を

補強するための支援が必要。これが基礎を固

めることになる。       (宇佐川委員) 

・Intel ISEF 4 位など高評価を受ける生徒がい

ることで生徒の目標の上限値がかなり上がっ

ているためにバランスが必要。 (宇佐川委員) 

・探究の定義。職員間で探究のプロセス，スパ

イラルアップの共通認識をもつことが重要。

探究の「問い」を創る授業，物理は惹きつけ

る問い，化学はデータサイエンスを意識させ

る問い，生物は生徒が探究の問いを創る視点

を意識させる仕掛けが良かった。教科横断型

授業は教科がもつ見方考え方の視点を共有す

る取組が重要になる。      (松尾委員) 

・県科学展における宇土高校の小学生への実験

講座は好評だった。続けてほしい。(松尾委員) 

・非常に取組は良い。予算がなくなっても継続

できるか。熊本県教育にどのように浸透して

いるか。他高校への拡げ方，教員配置の戦略

を教育委員会はどう考えているか。(松添委員) 

・SSH第二期事業計画，生徒への伝え方，教員

の学びを教育委員会がどう支援するか，他校

教員にどう拡げているかが重要。 (松添委員) 

・教育委員会でも拡げ方を意識している。熊本

県スーパーハイスクール合同発表会開催は，

SSH，SGH，SPH 事業の地域への発信，指

定校間の連携を意識している。社会との共創

を重視する取組は継続してほしい(那須課長) 
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(2)第二期・第２回運営指導委員会 

期日 平成 31年 1月 31日（木） 

会場 熊本県立宇土中学校・高等学校校長室 

内容 校長挨拶  [福田朋昭校長] 

挨  拶  [廣瀬光昭審議員] 

概要説明  [後藤裕市研究主任] 

協  議  

閉会挨拶  [廣瀬光昭審議員] 

出席 運営指導委員 6名， 

教育委員会 2名，本校職員 14名 計 22名 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

元松 茂樹 

坂口 マコ 

佐藤 勇治 

斉藤 貴志 

松尾 和子 

熊本県立大学 環境共生学部長 

宇土市長 

モンタナ州政府駐日代表 

熊本学園大学外国語学部英米学科 教授  

理化学研究所脳神経科学研究センター 

熊本県立教育センター教科研修部理科研修室長  

［県教育委員会］ 

廣瀬 光昭 

釜賀 健司 

熊本県教育庁 高校教育課 審議員 

熊本県教育庁 高校教育課 指導主事 

研究協議「SSH第二期事業計画に関する協議」 

・海外研修の地域選定基準はあるか，同時通訳

講座のねらいは何か。      (佐藤委員) 

・台湾静宜大学との提携，本校卒業生在籍から

関係構築。SSコースは JST支援，GSコース

は同窓会支援。同時通訳は通訳構成でなく，

サイト・トランスレーション学習の一環。参

加者へのサービスとして実施。  (吉永主任) 

・地域資源，地域課題，地域連携。熊本県 SSH

の連携，特色の棲み分けは    (斉藤委員) 

・県主催で５月 SSH指定校担当者情報交換会。

12 月 KSH 合同発表会実施。課題研究など互

いの取組を共有，理解を図る。 (廣瀬審議員) 

・学びの部屋 SSH，小中学校との連携が重要だ

から高校生の出前講義はどうか。自由研究講

座も非常に有効だ。       (坂口委員) 

・受験して宇土高校に行きたいと思えるよう，

保護者への発信が重要。市民講座，フォーラ

ムへの参加も視野に入れてもよい。(斉藤委員) 

・SSコースの実績素晴らしい。GSコースの取

組，コース間のバランスは。   (佐藤委員) 

・文理関係なく探究する姿勢を育成するため，

GS課題研究を新設した。    (福田校長) 

・普遍的なもの，時代に翻弄されない，基礎学

力を身に付ける教育も重要だ。  (佐藤委員) 

・宇土高＝宇土市のイメージはありがたい。グ

ローカルな視点について，SSは実際に動いて

いる。GSはネットからだ。机上から離れて地

域へ実際に行って欲しい。SSと GSでかける

時間も想い，興味も違う。    (元松委員) 

・中学校への見せ方。中学説明会での PR は。

SS課題研究とGS課題研究の指導者の温度差

はあるか。教科単元配列表の共有が重要とと

らえるがその機会はあるか。   (松尾委員) 

・中学説明会，指定当初は SSHメインの説明。

現在は生徒の様子に焦点をあてた DVD 紹介。

推薦，AO 入試合格者が多い理由として SSH

を紹介する戦略をとっている   (奥田部長) 

・単元配列表でなく探究の「問い」を創る授業

から生まれた「問い」を教科間で共有するこ

とから複数の教科の視点を入れる (後藤主任) 

・海外研修は時間，引率者，費用も必要。地域

資源，国際協会，ユニセフなどの活用による

国際交流の手法がある。グローバル講座，英

語に限らず日本語でも異文化理解，科学技術

応用の視点を入れる。      (佐藤委員) 

・防災プログラム，地域との連携事業の経緯と

進捗状況は。          (松尾委員) 

・福島県との交流，被災地訪問は H24から。五

色山防災運動会もH29から実施。 (梶尾部長)  

・評価，評価の観点の設定が重要だ。(斉藤委員) 

・書道ではルーブリックによる評価を行う。到

達目標を生徒，教員が共有できる(有働副校長) 

・客観性の高い評価，個人内評価，評価方法の

整理をすることで体系化できる。 (松添委員) 

・生徒の満足を評価する視点も重要(元松委員) 

・生徒のリフレクションが重要だ。(松添委員) 

・予算要求で ALT 23人から 13人増員。中高一

貫教育校には 2 人配置する。高校入試，熊本

市に受験生は目が向いている。一方，宇土中

学は熊本市から志向される学校になっている。

高校も熊本市に志向されたい。(廣瀬審議員) 

・中学生，地域から支持される学校であるよう

にターゲットに合わせた戦略を。(元松委員) 

・高校教育であること忘れずに。一過性で終わ

ること，疲労感が残ることのないようリフレ

クションが重要。評価は個人評価，集団の評

価，事業の評価と様々。誰が誰の何を評価す

るかの視点を整理することが重要。生徒自身

が変容したことを実感する評価，ポートフォ

リオが重要だ。        (松添委員) 

・探究が目標であるなら，生徒のマインドセッ

トを評価するか，身についた力を評価するか，

身についた力の活用を評価するかを総合的に

評価する。最終的には生徒が探究することが

幸せであるかが重要である。  (佐藤委員) 

・探究のプロセスが重要だ。全員を博士にする

わけではない。論文，研究計画，学会発表で

きる人物に博士号が与えられる。そのプロセ

スから得られるものを重要視する(斉藤委員) 

   



 

３ 報道資料 

 
朝日新聞 2018.4.15 朝刊 

 
熊本日日新聞 2018.5.12 朝刊 

 
熊本日日新聞 2018.5.25 朝刊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
毎日新聞 2018.6.7 朝刊 

 
広報うと 2018.5 

 
読売新聞 2018.12.14 朝刊 

 



 

テレビ放送（全国放送） 

『大泉洋の驚きジャパン２～未来が見える！ 

未来が変わる！大研究スペシャル』 

制作：日本テレビ系列（札幌テレビ制作） 

放送：8 月 11 日(土)13 時 30 分～14 時 55 分 

出演：大泉洋，大家彩香（STV アナウンサー） 

 
テレビ放送（全国放送） 

『ろんぶ～ん』 

制作：NHKE テレ 

放送：3 月 7 日(木)23 時 00 分～23 時 30 分 

出演：ロンブー田村淳，中山果奈アナウンサー 

小島瑠璃子，アキラ 100% 

 
 

 
熊本日日新聞 2018.11.19 朝刊 

 
熊本日日新聞 2018.8.3 朝刊 

 
朝日新聞茨城県版 2019.1.11 朝刊 

 
熊本日日新聞 2019.2.5 朝刊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

概要資料 

 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 

学校設定教科「ロジック」３年間を通した探究活動の流れ 

１． 授業改革：探究の「問い」を創る授業 

探究の「問い」から始まる授業，探究の「問い」を生徒が創る授業をすべての教科で実践する。 

 

２． 学校独自開発テキスト：ロジックガイドブック 

『LOGIC』の 5観点と探究活動の段階に応じて必要な資質や技能を含む 25個のモジュールで構成。 

 

３． 探究活動テーマ設定：主体的に探究活動に取り組むための段階的なテーマ設定 

ロジックリサーチ【1年前半】  個人研究  ＊教員個別指導 
↓  ↓ ↘  ↘  

プ レ 課 題 研 究【1年後半】  個人研究  新規研究【グループ】  研究室体験 
↓     ↓ ↘ ↘  ↙ ↓ ↘  ↙ ↙ ↓ 

課 題 研 究【2年以降】  個人研究  新規研究【グループ】  継続研究 

 

４． 探究活動：学校設定教科「ロジック」 

SSH主対象に「SS課題研究」，非主対象に「GS課題研究」を実施。 

学年・探究  プログラム名称 プログラム詳細  ガイドブック 
 

        

高
校
１
年
（
１
単
位
） 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ロ
ジ
ッ
ク 

 ロジックプログラムⅠ 探究手法・先行研究調査  

 

     

  前 年 度 成 果 発 表 会  中学次の研究成果発表       

  ロジックプログラムⅡ  大学教員分野別出前講義       

  ロジックプログラムⅢ  本校教員科学史講座  
 ▼     
 未来体験学習（先端企業訪問）  県内先端企業で研修  
 ▼       

リ
サ
ー
チ 

ロ
ジ
ッ
ク 

 レポート・ポスター作成 １人１テーマ（教員個別指導）  ・研究デザイン 
・研究構想メモ 
・文献検索方法 
・アヤトゥス・カルタ 
・マインドマップ 

・IMRAD講座 

     

  ポスターセッション  １人３分以内全員ポスター発表       

  全 体 発 表 会  クラス代表が探究活動成果発表  
 ▼     
 未 来 体 験 学 習 （ 関 東 研 修 ）  国際統合睡眠医科学研究機構等  
 ▼       

課
題
研
究 

プ
レ 

 研 究 要 旨 作 成  JST 主催 SSH生徒研究発表会様式  ・ISEF ルールブック 

・要旨作成要領 

・Abstract 表現集 

・リフレクション 

UTO-PLC20 

・次代へのフィードバック 

     

  ポ ス タ ー 作 成  ポスターセッション資料作成       
  校 内 発 表 会  口頭発表（日本語）・発表会予選  

 ▼     
 ロジックスーパープレゼンテーション  口頭発表・ポスター発表・要旨集  

   ▼      

高
校
２
年
（
２
単
位
） 

 

課

題

研

究 

 実 験 基 礎 講 座  実験ノート活用・科学論文使用法  ・実験ノート講座 

・スライド作成講座 

・仮説再検証講座 

・ルーブリック作成 

・コントロール設定 

・データサイエンス 

・学会発表要領 

・ピアレビュー 

・SWOT 分析 

・サイエンス 

ビジュアリゼーション 

     

  構 想 発 表 会  ワークショップによる構想発表       

  中 間 発 表 会  日本語口頭発表・質問カード活用       

  K S H  熊本県スーパーハイスクール指定校合同発表会       

  海 外 研 修  台湾研修・国際先端科学技術学生会議       

  校 内 発 表 会  口頭発表（日本語）・発表会予選  
 ▼     
 ロジックスーパープレゼンテーション  口頭発表・ポスター発表・要旨集  

   ▼   

高
校
３
年(

１
単
位) 

 各 種 学 会 ・ コ ン テ ス ト 出 場  学会参加・SLEEP SCIENCE CHALLENGE  
  ▼     

課
題 

研
究  

研 究 論 文 作 成  Journal様式  ・アカデミック 

ライティング 

・スキミング 

・UTO-LOGIC 

    

 校 内 発 表 会  英語口頭発表・質問カード活用  
 ▼     
 ロジックスーパープレゼンテーション  英語口頭発表・ライトニングトーク  



熊本県立宇土中学校 ・ 宇土高等学校 
スーパーサイエンスハイスクール【第２期・実践型】 

研究開発主題 未知なるものに挑むＵＴＯ-ＬＯＧＩＣで切り拓く探究活動の実践 

Ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
【
究

極

】 

 

 

 育てたい生徒像 

 UTO-LOGICを備えた人材  

未知なるものに             既成概念を 
挑む！                  打ち破る！ 

 
状況・対象によって     LOGIC を駆使せよ 

 

  

  

Think Ｌogically,Ｏbjectively and Ｇlobally.Be Ｉnnovative and Ｃreative. 

論理的に、客観的に、グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ、創造的であれ  
 

Ｕ

ｐ

ｓ
ｗ
ｉ

ｎ
ｇ

【
発

展

】 

   

Ｔ
ｒ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ ×

 

Ｔ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ
【
し
か
け×

対
象
】 

未知なるものに挑むＵＴＯ-ＬＯＧＩＣを育てるＴｒｉｇｇｅｒ【しかけ】 

Ｌ（論理性） Ｏ（客観性） Ｇ（グローバル） Ｉ（革新性） Ｃ（創造性） 

アカデミックライティング データサイエンス グ ロ ー バ ル サイエンスマインド エンジニアリング  

国語 × 数学・理科・情報 × 地歴公民 × 英語・家庭 × 保健体育 × 芸術 

要 約 力 統 計 学 ロ ー カ ル リ テ ラ シ ー  ア ー ト 
       

探究の「問い」を 
創る授業 

社会と共創 
する探究 

授

業×

探

究

活

動×

社

会 

探  究  活  動 教科「ロジック」 

Ｓ Ｓ Ｈ 主 対 象  全 校 生 徒 
         
 授業設計を変える  産・学・官 を繋ぐ ロジック・スーパープレゼンテーション 
 探究の「問い」から 

展開される授業を創る 
 授業・探究活動を充実させる 

ために産・学・官が連携する 
UTO-LOGICを駆使する研究発表 

 

 教科の枠を越える  グローカルに拡げる ＳＳ課題研究 
ロジック・ガイドブック 

ロジックポートフォリオ 

波及 ＧＳ課題研究 
(グローバルサイエンス) 

ロジック探究基礎 
SS 探究物理・SS 探究化学・SS 探究生物  

探究数学Ⅱ・探究数学Ⅲ 

探究活動のテーマから 

教科融合領域を教材化 

 U-CUBE(Uto-English Center) 

を拠点に探究活動を地域社会

の視点と国際的な視野で展開

する  
中高一貫教育を活かす  地域の異世代を結ぶ プレ課題研究 ロジックリサーチからの接続・課題研究への接続 

 未来科学Ａ・Ｂ探究数学Ⅰ 

学習内容の再編成と 

効果的な実験・演習の充実 

 学びの部屋 SSH 

小・中学生実験及び自由研究指導 

防災プログラム構築 

 ロ ジ ッ ク プ ロ グ ラ ム  

ロジックリサーチ 個人探究・レポート・ポスターセッション  
 

Ｔ

ｒ

ｅ

ａ

ｓ

ｕ

ｒ

ｅ

【
人

材

・
人

財

】 
 

 

 ＵＴＯ-ＬＯＧＩＣが熊本・九州・全国・世界のモデルになる！  

 

Ｏ
ｕ
ｔ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
【
成
果
】 

第１期の成果・ポイント               第１期の主な表彰 

    Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
成
果
発
表
会 

文
部
科
学
大
臣
表
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受
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全
国
高
校
総
合
文
化
祭
宮
城
大
会 

物
理
部
門 

最
優
秀
賞 

受
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中
国
青
少
年
科
学
技
術 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

銀
メ
ダ
ル 

受
賞 

 

国
際
先
端
科
学
技
術
学
生
会
議 

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾 

 

青
年
科
学
技
術
学
生
会
議
数
学
分
野 

最
高
賞 

受
賞 

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク 

 科学を主導する人材を育成！ 
教育資源を活用した 

科学的探究活動の成果を学会・海外で発表 

探究活動の定着と指導体制の構築！  
課題研究・SSコース 50%以上 学会発表! 
 
5 年間で海外研修経験者 250 人突破！  
宇土中・中進生と科学部が SSHを牽引！ 

 

   

      
 

Ｏ
ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
【
卒
業
生
】 

 

   

熊 本 県 立 宇 土 中 学 校 ・ 宇 土 高 等 学 校  教 育 資 源 

無人島 

サバイバル 

生活体験 

菊池 

のんびり 

農村生活体験 

御所浦 

わくわく 

島体験 

阿蘇 

自己再発見 

キャンプ 

未来体験学習 

筑波学園都市 

県内企業訪問 

県内 

大学研究所 

研究連携 

国際統合 

睡眠医科学 

研究機構 

ALT 

イングリッシュ 

キャンプ 

Ｕ－ＣＵＢＥ 

英語専用室 

英語教育拠点 

海外連携校 

大韓民国 

チェコ共和国 

同窓会 

GLP 

海外派遣支援 

卒業生 

キャリア相談 

課題研究指導 

豊 か な 自 然 体 験 外 部 連 携 グローバル教育 ・卒業生活用  

Ｏ Ｇ Ｉ Ｃ Ｌ 
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